


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




第一章

第二章

第三章

第四章

第五章

エピローグ

あとがき







[image: ]







第一章







１




　一面の、海と空。

　見み渡わたす限り、青と白の景色が広がっている。

　空の青には、白く巨きよ大だいな入道雲が聳そびえ立たち――

　そして海の青には、一筋の白波が走っていく。

　それを描えがいているのは、一隻せきの中型帆はん船せん：『ラール号』――交易商団『メルクリオス商会』が所有する商船の一つだ。

　商船というと、通常は積せき載さい量りようを重視し、船底が広く扁へん平ぺいな造りになっているのだが、この船は違ちがう。速度を重視し、かつ大たい砲ほうもこっそり積んでいるという、むしろ軍ぐん艦かんのような武装商船となっているのだ。

　そんなラール号は、文字通り順じゆん風ぷう満まん帆ぱんの状態で、この海を北北東に向かっていた。

「ここまでは、上手うまく監かん視しの網あみを掻かい潜くぐって来られたな。順調な航海だぜ、社長！」

　メインマストの上部にある見張り台から、男のしゃがれた大声が響ひびき渡わたった。

　声の主は、ブロムス。

　見るからに海の男といった容よう貌ぼうをした彼かれは、商会の古参社員で、主に肉体労働を取り仕切ってくれている。外の仕事ばかりしているから、肌はだは禿とく頭とうも含ふくめて全身こんがり大陽ルグスに焼けているし、声も潮風のせいで嗄かれていた。

「当たり前でしょ。誰だれが、この船の針路を決めたと思ってんの？」

　ブロムスの言葉を受けて、『社長』：ティルニーナ・トワは、胸を張るようにしながら見張り台を見上げて、にこやかに返事をした。

　まるで遊んでいるかのように楽しげな笑え顔がおは、一七という年ねん齢れいよりも更さらに幼く見える。だけど、彼かの女じよこそメルクリオス商会の社長であり、ラール号の全権を担になう船長なのだ。

「そりゃ解わかってるっての。ニーナが決めたことだ。だからこそ俺おれたちは、それに全力で応こたえてみせるんだからな」

　そんなブロムスの言葉を聞いて、他の船員たちも、ニーナに向けて頷うなずいていた。

　ニーナは思わず嬉うれしくなって「んふふー」と笑い声を漏もらしていた。だけどすぐにキッと表情を引ひき締しめようとした。……それでもやっぱり、少し緩ゆるんだままだった。

　こういうところに未熟さが出ちゃうのが、情けない。自覚はあるんだけど、どうしても、みんなで何かを成なし遂とげようとすることが楽しくて、ついつい表情が緩んじゃうのだ。

「おいおいニーナ。この辺りは『海の守護者フラガラツク』の定期監視航路に近いんだ、ちゃんと気を引き締めといてくれよなぁ」

「わ、解ってるってば！」

　ニーナは少し怒おこったように声を出だして、ひとつ深呼吸をした。

　ブロムスの言う通り、気を緩ませていられるような状じよう況きようじゃない。

　この海域は、『ドネストル帝てい国こく』の領海として、帝国の海上警察であるフラガラックが巡じゆん回かい・監視しているのだ。

　今のラール号は、フラガラックに見つかるわけにはいかない。

　もし見つかってしまったとしても、捕つかまるわけにはいかない。

　最悪、捕まってしまったとしても、積み荷がバレてはいけない。

　なぜならこれは、禁輸品を運うん搬ぱんしようという航海なのだから。

　だからこそ、表立って使っている主力商船のメルキュリア号じゃなくて、秘ひ密みつ裡りに使っているラール号での航海になっているのだ。

　ニーナは改めて、ラール号の進む先を見やった。

　そこには、今はまだ水平線しか見えないけど、順調に航海すればあと二時間――一五カイリほど進めば、目的地の『ニヴ島』に到とう着ちやくする。

　ニヴ島は、ドネストル帝国の一七ある州のうち、テトラ州に属する有人島の一つだ。

　そのニヴ島では、最近、食料品の流通が停てい滞たいしているため、食料品の備び蓄ちくが不足気味になっている。中でも特に、主食となる小麦粉が危機的状況だという話だった。

　その情報を入手したことで、ニーナは、ニヴ島へ小麦粉を届けることを決定した。

『小麦粉が禁輸品である』ということは、もちろん解っている。

　つい三ヶか月げつ前にできた新しい法律で、小麦粉は、国定の業者でなければ流通させることができないと決められたのだ。

　こんなもの、帝国と、そこに癒ゆ着ちやくしている業者の横暴でしかない。

　お陰かげで、その国定企き業ぎようのさじ加減一つで流通がストップされることとなり、現に、ニヴ島は食料不足で苦しんでいる。

　酷ひどい。

　とんでもない悪法だ。

　だけど、こんな悪法も法律であることには変わりない。

　ここでもしフラガラックに逮たい捕ほされたら、ニーナたちは揃そろって『市民権剥はく奪だつ』の刑けいを喰くらい、『奴ど隷れい』階級に突つき落おとされることになるだろう。

　だとしても、ニーナたちは「やる」と決めた。

　物が無くて困っている人がいたら、そこに物を届けたい。そうして喜んでもらえたら、それが嬉しい。

「交易に大事なことは、モノとカネの繋つながりじゃない。ヒトとヒトとが繋がることこそ、大事なんだ」

　というのは、メルクリオス商会の先代社長にして、ニーナの父でもあったコナーダの言葉だ。

　メルクリオス商会の社員はみんな、この言葉を胸に刻んで働いている。

　社長であるニーナも、もちろんこの意志を継ついでいるのだ。




　ラール号の順調な航海が続いていた。

　所々、草木の生おい茂しげった無人島が現れてきている。サンゴ礁しようが基き礎そになっている群島だ。

　ニヴ島までは、この群島に沿うように進んで、あと一時間――七カイリほど。

　このまま何も起こらず、無事に通過できますように。

　ニーナだけじゃなく、ラール号に乗る全すべての船員が、そう願っていた……

　その矢先。

　それは、突とつ然ぜん起こった。

　今まで鮮あざやかに晴れていた青空の一部が、どす黒く染まっていた。

　ラール号から見て、左さ舷げん側の斜ななめ前方一カイリ弱、そこにある小島のちょうど真上の空が、急に黒く染まったようになっているのだ。

「なっ!?　……なに、あれは？」

　ニーナは、困こん惑わくや恐きよう怖ふを抑おさえながら、なんとか声を絞しぼり出した。

　他の船員たちは完全に言葉を失っていて、ただ茫ぼう然ぜんと空を見上げていた。

　異様な――非常識な光景だった。

　それはまるで、青空の一部だけが夜になってしまったかのような……。

　事実、その黒い空には、星が輝かがやいて見えていた。

　これではまるで、別世界の夜空が切り取られ、この世界の青空に張り付けられているようにしか見えない。

　そんな不可思議なことが……起こり得ないとは言い切れないけど、この海で起こるなんて思わなかった。

　不可思議な現象が起こるとすれば、それは大陸の外側にある『外海』のはずなのに。

　大陸に囲まれているこの『内海』で、そんなことが起こるなんて……。

　そんな予想外の事態に、ニーナは懸けん命めいに頭を働かせて、対処を考えた。

　これから何が起こるの？　船を回かい避ひさせる？　でもそんな余よ裕ゆうある？　ならいっそこのまま突き進すすんで……それで無事でいられる？

　ニーナは船長なのだ。だから、誰よりも早く正確に状況判断をして、そして、決断をしなければいけない。

「…………っ!?」

　そのとき突然、ニーナは不思議な感覚に襲おそわれた。

《既き視し感かん》――前にもこんなことを経験していたかのような感覚。

　……だけど、自分は以前に、こんな奇き妙みような空を見たことなんてない。

　と言うか、ラール号でこの海域を航行することは初めてのことだった。

　だから、こんなことを経験しているわけがないのだ。

　……まただ。いったい今度は、何が……。

　ニーナが既視感の正体を探さぐろうと考えを巡めぐらせていた、その次の瞬しゆん間かん――

　夜空から何かが落ちた。

「あっ！」「え!?」「なんだ!?」

　船上にいた全員が揃って声を漏らしていた。ニーナの見み間ま違ちがいじゃない、現実に何かが落ちたのだ。

　正確に言えば、『落ちた』と言うより『降臨した』と言いたくなるような光景だった。

　ゆっくりと……ゆっくりと……それは降りてきたのだ。

「……『英龍リヴイアス』」

　ニーナは思わず呟つぶやいていた。

『英龍伝説』――それは幼い頃ころに聞いたお伽話フエアリーテイル。

『この世界の創造神が、自らの創つくり出した世界に失望したとき、この世を修正するため、使いとして《英龍》という怪かい物ぶつを降誕させる』

　まるで、その伝説を現実にしたかのような光景が、目の前にある。

　……じゃあ、この世界は良くなるの？

　ニーナの脳のう裏りには、この世界の汚きたない部分、理り不ふ尽じんな部分がいろいろ浮うかんできていた。

　そんなことを考えていると、いつの間にか、あれほどの存在感を見せていた夜空は跡あと形かたもなく消え去っていた。

　そこには、もう、元通りになった一面の青空が広がっている。

　まるで白昼夢のような……だけど夢じゃない、ここにいる全員が見ていた現実の光景。

　そんな奇妙な出来事に、誰も何も言えないまま、風の音と、波を掻き分わける音だけが辺りに響く。

　この異様な空気を打ち破ったのは、見張り台に立つブロムスの声だった。

「人だ！　人がいるぞ！」

　ブロムスが単たん眼がん鏡きようを覗のぞきながら、例の『夜空』の真下にある小島を指差していた。

　ニーナは急いで単眼鏡を手に取って、小島を見やった。

　真っ白い砂が広がる小島、その中に一点、赤黒い塊かたまりが横たわっているのが見えた。

　良く見れば、その赤黒い塊こそが、人だった。

　血や泥どろで汚よごれた服を着ている。その血が全部、あの人の血だとしたら、生きてはいないかもしれない……。

「おいおい、あんなもんさっきまで無かったぞ。……アレが、空から降ふって来たのか？」

　ブロムスが、半笑いのような声で言った。非現実的すぎて、もう笑うしかないんだろう。

「本当に、『英龍伝説』みたい……」

「ん？　なんか言ったか？」

　ブロムスが聞き返してきたけれど、ニーナは少しボーッとしていて答えられなかった。

　……ううん。ボーっとしてても何にもならない。

　ニーナは、わざとらしく大きい動作で深呼吸をして気持ちを落ち着かせると、すぐに考えを巡らせた。

　ニーナは船長なのだ。今ここで何をすべきか、決断をしなくちゃいけない。

　あそこに人がいるという。その人を助けるのか？　見捨てるのか？

　この海域は、フラガラックの定期監視航路に含まれている。フラガラックの巡じゆん視し艦かんも、さっきの空の異変には気付いている可能性が高い。ここで助けに行くということは、巡視艦に見つかる覚かく悟ごをしなくちゃいけない。

　最悪の事態も起こりうる状態だ。

　だけど、大だい丈じよう夫ぶ。

　ニーナは、自信を含めた笑顔を浮かべると、

「あの人を救助しに行こう！」

「マジかよ――」

　ブロムスが苦く笑しよう混じりに言った。それでも驚おどろいている感じには見えない。長い付き合いだから、いろいろ承知しているんだろう。

「一応聞いとくけどよ、アレが罠わなだったらどうすんだ？」

「大丈夫っ」

　ニーナは自信たっぷりに笑顔を返して、

「私の直感を信じて！」

　そう言い切った。

　ニーナの決断の根こん拠きよ、それはさっきの《既視感》だ。

　それ以外には、無い！

「……なるほどぉ、『ニーナの直感』が出ちまったかぁ」

　それを聞いたブロムスは、ニヤリと笑って、

「成功率九割七分のジンクスを、無視するわけにはいかねぇや。ニーナの直感を信じて、あの男を助けて大おお儲もうけといこうじゃないか！」

「ふふっ。そうこなくっちゃ！」

　ニーナは、船長の持ち場――船橋ブリツジの上で、胸を張るように直立すると、

「これより私たちは、全ぜん身しん全ぜん霊れいを掛かけて、あの男を救助する。行くよみんなっ！」

「「「「おぉぉっ！」」」」

　ニーナの号令の下、船員たちは一いつ斉せいに持ち場について、男を救助するために船を動かす。

　ニーナは、そんな船員たちの働きぶりを見やりながら、風を背に受けるように立って、この船の行く先を眺ながめていた。




　　　　　～～～




　頭が痛い……

　気持ち悪い……

　混こん濁だくする意識の中で、男は、波の音を聞いた。

「うっ、ぅんっ……」

　男は声を漏らしながら、懸命に、重い目ま蓋ぶたをこじ開けた。

　すると、痛いくらいに眩まぶしい陽光が、目に入り込んできた。

　男は咄とつ嗟さに腕うでで目を覆おおおうとした……が、まるで鉛なまりでも縛しばり付つけられたかのように身体からだが重く、思うように動かなかった。

　まるで自分の身体ではないような、曖あい昧まい模も糊ことした違い和わ感かんが全身を覆っている。

　身体の感覚がおかしいせいか、この空には、太陽が二つ並んで浮いているように見えた。

　波の音が、すぐ近くから聞こえている。

　懐なつかしい匂におい……潮の香かおり。

　……ここは、海か。

　男は、ゆっくりと首を動かして、どうにか、仰あお向むけだった顔を横に向けることができた。

　そこには、空と海しかなかった。

　見える範はん囲いの全てが、空と海だ。こんな景色を見るのは生まれて初めて……

　……『初めて』？

　男は違和感を覚えた。

　確かに自分は、以前にこんな景色を見た覚えはない。

　だけど、それは正確ではない。

　というのも、男は、以前の記憶がまったく思い出せなくなっていたのだ。

　この景色を見た記憶がないのも、当然だ。

「……俺は、誰だ？」

　敢あえて声に出して、自問する。

　……解わからない。

　名前も思い出せない。

　自分がどんな人間なのか、何なん歳さいなのか、何をして暮らしているのか……

　まったく思い出せなかった。

「ま、いずれ思い出すだろ」

　男は思わず苦笑しながら、独り言ごちた。

　これは悩なやんでも仕方ないことだ。悩んだところで答えは出ない。ならば、悩まない方が気楽で良い。

　むしろ、そこに使う分の頭を、別の考えに使った方が良いだろう。

　ということで、男は、しばらく自分の記憶については気にしないことにした。

　そうすると、案外あっさりと思考を切きり替かえることができた。きっと、元から切り替えが上手い性格だったんだろう。

　……それとも、深く考えるのが嫌きらいなだけかもしれないが。

　とりあえず今は、ここがどこかを確かく認にんしたい。

　そう考えて、男は身体を起こそうとした。だが、まだ思い通りには動いてくれない。結果、仰向けから横向きに寝ね返がえりをうっただけのような格好になっていた。

　それでも、身体が向いている側だけは、はっきりと確認できるようになった。

　ここは、何もない砂すな浜はまだけの島だった。植物どころか岩の一つもありやしない。

　その先は、延々と続く大おお海うな原ばら。

　遠くには、緑のある島がいくつか見えるが、大きさや草木の生え方を見るに、人が住んでいるようには思えない。

「こりゃあ、まいったな」

　なかなかに絶望的な状況かもしれない。

　まぁ、とりあえず今は、一つ一つ確認できることを増やしていこう。それから今後のことを考えればいい。男はそう思った。

　次いで男は、視線を近くに寄せて、身の回りを確認した。何か所持品はないかと思ったのだが……

「ちゃちゃっ……あちゃあ」

　思わず変な声が漏れていた。

「……俺の服、血まみれじゃないか」

　もはや元の服がどんな色形をしていたのかも判わからないほど、男の服はボロボロで、血や泥にまみれていた。

　だけど、男の身体には傷なんてなかった。

　となると、返り血か……？

　思わずそう考えてしまって、悪お寒かんが走る。

　実際、男は武器を持っていた――

　刀だ。

　男の左ひだり腰こしの辺りに、片かた腕うでの長さほどの刀が、鞘さやに収められたまま置かれていた。

　この刀は、きっと自分の物なのだろう。記憶がないため確証はない。

　男は、刀の柄つかを握にぎってみた……その瞬間、

「「「……ぅさん…………リョウさ……」」」

　かすかに、誰かを呼ぶ声が聞こえた気がした。

　男の声も女の声も、多くの人の声が重なったようなものだった。

　だけど、この近くに人の気配はない。

　幻げん聴ちよう……というふうに簡単に片付けることはできそうになかった。

　まるで、この刀がこれまで出会ってきた者の声を、男に届けようとしたかのような……。

　それは一いつ瞬しゆんのことだった。改めて刀を握り締めてみても、もう声は聞こえてこない。

『リョウ』――

　……それが俺の名か？

　そう考えてみると、確かに、耳に馴な染じみがある気がする。

　ただ……

　この名前、口にも馴染みがある――自分自身でよく口にしていたような気もするのだ。

　……自分の名前を、そんなに呼ぶなんてことがあるか？

　そこは疑問だったが、ともあれ、これが自分に関係する名前であることには違いない。

「よし。今から俺の名は『リョウ』だ」

　男は軽かろやかに即そく断だんした。

「さてと」

　と声に出し、男は――リョウは、改めて身体を起こそうとした。

　すると、

「……ぉぉーぃ…………おーいっ！」

　かすかに、遠くから声が聞こえてきた。

　それは、横向きで寝ね転ころがっていたリョウの、ちょうど背中側から聞こえた。

　リョウは、なんとか振ふり返かえろうと身体を動かした。すると、さっきよりも身体が軽く動かせるようになっていた。まだ若じやつ干かんの引っ掛かりは覚えるが、単に動くだけなら支障にならないほどだ。

　リョウは上半身を起こしながら、後ろを振り返った。

　船だ。

　一隻の帆船が、リョウのいる小島に向かって来ていた。その距きよ離りは、もう船上の人を数えられるほどの近さ――一町半（約一五〇ｍ）といったところだった。

　帆船の船首には、「おおーい！」と叫さけびながら大きく手を振っている男が立っていた。全身が陽ひに焼けた、禿頭の大男だ。

　さっきまで背を向けていたせいで気付けなかったが、リョウが倒たおれているところを見つけて助けに来てくれたようだ。

「いやぁ、助かった……」

　リョウは思わず安あん堵どの溜ため息いきを漏らしていた。

　と同時に、嬉しさのあまり、思わず頬ほおが緩んできた。

　助けに来てくれたことも嬉しいのだが、それと共に、船に乗れるかもしれないということ自体を嬉しく感じていた。

　もしかしたら、自分の過去は船に関連していたのかもしれない。さっきも、潮の香りを懐かしく感じていた。

　海と船――

　それが、自分の記憶の鍵かぎになるだろう。

　そう思うと、居ても立ってもいられなかった。リョウは勢い良く立ち上がり、

「おぉいっ！　俺を乗せてくれるのかぁ？」

　帆船に向かって大きく手を振りながら、渾こん身しんの大声で叫び返した。ついついはしゃいでしまって、身体の痛みなんて無視していた。

「お、おうっ。助けに来たぞ！　……つーか、そんな動いて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　大男は、少し引いた感じになっていた。

　それもそうか、とリョウは苦笑した。なにせ、全身血まみれの男が、満面の笑えみを浮かべながら、その腕を引きちぎれんばかりにブンブン振り回まわしているのだから。

「大丈夫だ。怪我けがをしているわけじゃない」

「……なるほどな」

　大男は一瞬声に詰つまって、そのまま奥おくに姿を隠かくしてしまった。

　その反応を見て、リョウは小さく「あぁ、しまった」と呟いた。

　自分が怪我をしていないのに血まみれになっていると言うなら、それは当然、他人の血を浴びたということになってしまう。

　こんなもの、警けい戒かいされて当然だ。

　はしゃぎすぎてしまった……。

　このまま助けてもらえず、置き去りにされることも覚悟すべきか。

　そう考えていると、再び大男が姿を現して、

「怪我してないなら安心した。これからボートを下ろすから、もう少し待ってろよ」

　意外なことに、こんな姿のリョウを相手に、微み塵じんも不ふ審しんに思っていないようだった。

　と言うか、この状況を見ても何も尋たずねてこないというのは、却かえってリョウこそが大男たちのことを怪あやしむべきかもしれないが……。

　まぁ、彼らが敵なら敵で構わない。重要なのはそこじゃない。

　今はまず、この島から抜ぬけ出す手段が欲ほしい。

　そしてあの船は、まさにその手段になる。

　だから、あの船の乗組員が、もし敵なら倒せばいいし、もし味方なら協力すればいい。いずれにせよ、ここから抜け出せるようにすることこそが重要なのだ。

　相手が『敵』か『味方』かあるいは『中立』か、そんなことを気にしていたら、本当にやりたいことができなくなる。

　そんなのは、つまらない。

　要するにだ。

　自分のやりたいことがあるとして、そのために誰かの力が必要なら、たとえその誰かが敵だとしても、その力を利用してしまえば良い。

　実際にどうやって利用するか、本当に利用できるかどうかについては、まぁ別の話になるわけだが……やれないことじゃない。
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　リョウは、これからの船旅に思いを馳はせて、ついつい微笑ほほえんでいた。
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　謎なぞの男が船に上げられてきたのを、ニーナは船橋に立って見やっていた。

　ラール号の甲かん板ぱんは、なんとも言い難がたい緊きん張ちよう感に包まれている。

　今回、ニーナたちは『直感』に従って男を助けたものの、果たして思い通りの結果になるのか。このジンクスは、あくまで成功率九割七分なのだ。

　しかも、尋じん常じようじゃない成功率が認められる一方で、過去の例で言えば、怠たい慢まんがあったら確実に失敗に繋がっている。

　さらに、その失敗は莫ばく大だいな損失をもたらすものばかりだった。

　逆に言えば、怠慢さえなければ成功するということを意味しているんだけど……。

　……にしても、うーん。

　こうして改めて、あの男の恰かつ好こうを見てみると、いろいろと近寄りがたい。

　歳としは、二〇歳前後に見える。

　身体つきは、大おお柄がらなブロムスと並んでいるせいで判りづらいけど、一七五cmくらいはある。この世界の平均よりも少し高いくらいだ。

　髪かみは黒く天然ウェーブで、ボサボサに乱れている。服装は血まみれでボロボロ、腰にはサーベルのような武器まで持っていた。

　その上、さっきからずっとニコニコ笑っている。純じゆん粋すいに救助を喜んでいるだけかもしれないけど……やっぱり怪しい。

　こんなの、一見して危険人物だ。

　もしニーナの直感がなければ――もし普ふ通つうに合理的な判断をしていたら――きっと男を助けようとはしなかっただろう。

　だけど、ニーナは直感で『あの男の人を助ける』と決断した。

　この直感には、『成功』や『失敗』はあるとしても、『間ま違ちがい』はないのだ。

　つまり、彼を助けること自体に害はないのだ。

　案の定――

　男は、ラール号に乗ってからも非常に大人しいままだった。暴れたり襲ったりしそうな気配は微塵も感じられない。

　周りを船員たちに囲まれていながら、慌あわてた様子がなく、まったく警戒すらしていないようにも見える。

「ブロムスさん。その人をこっちに連れてきて。他の人は、船の再発進をよろしく」

　ニーナの指示に、船員たちは持ち場に散らばっていく。

　その合間を縫ぬうように、ブロムスと謎の男が並ぶように歩いてきた。ニーナは、数段高くなっている船橋から二人を見やる。

「初めまして。私がこの船の船長、ティルニーナ・トワだよ。みんなからは『ニーナ』って呼ばれてるから、そう呼んで」

「俺はリョウだ。よろしく、ニーナ。そして改めて、俺を助け出してくれて、有あり難がとう」

　リョウは笑顔で名乗ると、深々と頭を下げてきた。

「あー、そんな気にしないでよ。こっちも好きでやっただけで、お節せつ介かいを焼いたようなものだし」

　ここまで感謝されると、ちょっと照れるのだ。

「そうか。まぁ、いつかこの礼は返させてもらうつもりだ。……今は、ちょいと難しいかもしれないが」

「まぁ、そりゃそうでしょ。助かったばかりで大変だろうし……」

　……それに、あなたは空から降臨した『英龍リヴイアス』かもしれないんだし。

　ニーナはそう言いそうになるのを飲み込み、誤ご魔ま化かすように苦笑して見せた。

「いやいや、実は別の問題があってなぁ……」

　リョウは、なぜか急に気まずそうな表情になって、後頭部を撫なでるように掻きながら、

「俺は、これまでのことを何一つとして覚えていないんだよ」

「…………え？」

　予想外の言葉に、ニーナはすぐに声が出せなかった。

「自分が誰なのか、どこから来たのか、何をしていたのかも判らない。気付いたら、こんな恰好であそこに倒れていて、それ以前のことはまったく覚えていないんだ」

「……それ、本当に？」

「本当さ。嘘うそじゃない。……とは言っても、その証あかしになるようなモノは何もないんだが」

　リョウは苦笑を浮かべた。

「…………」

　何と言ったらいいものか。ニーナは考えあぐねて言葉が出なかった。

　記き憶おく喪そう失しつ……

　その言葉を信じるか信じないかで言ったら、正直、信じない気持ちの方が強い。

　それでも、あれだけ異様な出現を見せられたわけで、記憶喪失くらいは起こっても仕方ないか、とも思っている。

　いずれにせよ。

　さすがに、ここで「あなたは空から降って来たんだよ」なんて言っても、まともな答えは期待できない上に、話がややこしくなりそうだ。

　この話は、しばらくしない方が良いかもしれない。

　そんなことを考えながら、ニーナは思わず、空を見上げていた。

　この空にはもう、普ふ段だん通りの青い空と白い雲があるだけだった。大陽の光が眩しくて、ニーナは思わず目を細めた。

「……なぁ」

　リョウの戸と惑まどったような声に、ニーナはリョウを見た。彼は、空を見上げながら、

「俺には、空にお陽さんが二つもあるように見えるんだが、それは俺だけか？」

「へ？」

　リョウの突とつ拍ぴよう子しもない質問に、ニーナは間の抜けた声を漏らしていた。

　リョウは、空に浮かぶ大陽を指差していた。そこには、普段通りの空――二つの大陽が並んで浮かんでいるだけだった。

「大陽だったら、二つでしょ。アレのどっちが『主星』かを巡って宗教の対立があるのは有名……って、もしかしてリョウは、大陽が一つだけの世界からやって来たとか？」

「……一つだけ、だったはずだ。記憶のない俺が言うのもなんだが、そういう常識は忘れてない……と思うんだが」

　敢えて冗じよう談だんっぽく言ったつもりだったのに、真ま面じ目めに肯こう定ていされてしまった。

　大陽が二つ並んでいることなんて、常識だと思っていたのに。

　なのにリョウは、大陽は一つしかないというのが常識だと言っている。

　これは知識の違ちがいじゃない。

　世界が違うんだ。

　……でも。

　もし『異世界』なんてモノがあるとしたら、それは本当に、昔聞いたお伽話みたいだ。

　魔法で繋がる異世界……そんなモノが、本当に……？

「まぁいいや。お陽さんが二つあったところで、そのせいで死ぬってわけじゃないしな」

「ふぇ？　あ、うん」

　リョウがあまりにも気軽な感じで言うものだから、ニーナは反応に困ってしまった。

「しかしな、こうして助けてもらっておいて、何もしないってのはやっぱり気が引ける。だから、何か仕事があったら任せてくれ。雑用でも力仕事でも、何でもやろう」

「……何でも、やるの？」

「あぁ、俺おれができることだったら、何でもやろう」

　それは違い法ほう行こう為いでも？

　ニーナは思わずそう言おうとして、寸前でやめた。現時点では、あまりこちらの事情を話しすぎるのも良くないと思った。

　それに、もしかしたら嫌われるかも……なんてことも頭をよぎっていた。

「手伝ってくれるなら、うちとしてもありがたいけど……」

「そうだな。信用が足りないって言うなら、コレを預かっててくれ」

　リョウはそう言って、ニーナに向かってサーベルのような武器を差し出してきた。

　反射的にそれを受け取ったニーナは、まじまじとそれを見つめて、思わず「おぉ……」と声を漏もらしていた。

　こんなサーベルは見たことがなかった。

　サーベル特有の反りが、あまりない。持ち手の部分も独特だ。サーベルと言えば一いつ般ぱん的てきに、金属の持ち手に滑すべり止どめの模様が付いているだけだったり、サメ皮を巻いただけだったりする。だけどコレは、サメ皮が巻かれているだけでなく、その上から布や紐ひもが巻かれていて、それが綺き麗れいな菱ひし形がたの模様になっているのだ。実用性があるだけじゃなく、美しい。

　曲がりなりにも商人として生きてきたニーナだけど、こんな物は初めて見る。

　最初は芸術品かと思ったけれど、違う。

　かなり使いこまれているのだ。

　つまりコレは、実用的な物――実戦で使った武器なのだ。

「今の俺には、その刀しかない。だから、俺の働きが不満だったら、その刀を売ってくれても構わないし、いっそ俺を斬きってくれても構わない」

「えっ!?　なにもそこまで」

「あの島で放置されたら、俺は確実に死んでたんだ。それをこうして助けてもらったんだから、これくらいしても足りないくらいじゃないか」

「べ、別に、私たちは、見返りが欲しくて助けたわけじゃないんだよ」

「まぁ、そうだろうな。こんな恰好の男を助けようとするなんて、よっぽどだ」

　そう言ってリョウは、豪ごう快かいに声を上げて笑い出だした。

　一瞬ニーナは呆あつ気けに取られたけど、つい釣つられるように頬を緩ゆるめてしまっていた。

　……なんか、完全に彼かれのペースに飲み込まれちゃってるなぁ。

　まだまだリョウについては知らないことばかりで、ニーナも相手を探りながら話しているつもりなんだけど、話しているうちに、妙みような安心感が出てきちゃうのだ。

　この人が嘘を言っているとは思えないとか、隠し事ごとができる性格じゃなさそうだとか、そういう気持ちにさせられる。

　もし、これが人心掌しよう握あくの罠だとしたら、ニーナたちはまんまとしてやられているわけだ。

　……でも、きっとそんなことはない。この人は、もっと純粋な――単純なことしか考えてなさそうだもの。

　ついつい、そう思えてしまうのだ。

　それに。

　リョウの人ひと柄がらに関しては、ニーナの『直感』による裏付けもある。

　少なくとも、彼を助けることで不利益を被こうむることはないのだ――

　失敗さえしなければ。

「それじゃあ、リョウの望み通りに……って言うのも変だけど、うちの手伝いを……」

「船せん影えいを発見！　北西の方角っ――」

　ニーナの言葉を遮さえぎるように、見張りの声が響ひびき渡わたった。

「――あの船型は……フラガラックの巡視艦です！」

　ニーナは慌てて確認するため駆かけていった。

　一カイリほどの距離にある島の陰かげから、槍やりのように鋭えい利りな船首が現れているのが見えた。

　相手の船を抉えぐり貫つらぬくための――獲え物ものを捕とらえ逃にがさないための、攻こう撃げき的てきな船首。

　ちょうど島陰になっていたせいで、気付けないままかなりの接近を許してしまっていた。

　次の瞬間、巡視艦からドゥン！　と重低音が響いてきた。捜そう査さに向けた警告の空くう砲ほうだ。

　もう見つかっている。

　こちらは抜ばつ錨びようして加速し始めたばかり……

　あちらは海上を全速前進している最中……

　もはや、追いつかれるのは時間の問題だ。
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　リョウは、ラール号の甲板の片かた隅すみで、顔を洗あらい髪を整え、用意してもらった服に着き替がえながら、目の前で起こっている出来事を冷静に整理していた。

　今、ラール号の甲板では、ブロムスを中心とした船員が、船を加速させようと必死に駆け廻まわっていた。

　背後に現れた船、あれがどういう船かは知らないが、この船にとっては、追いつかれるわけにはいかないらしい。

　だが、それは無理だろう。

　あの船との距離は、まだ半カイリほどある。それでも、今のラール号は速度が乗りきっておらず、対する相手の船は、十分な速度で航行中。

　この差は大きい。

　これほどの規模の船を一度止めてしまうと、再出発の加速は非常に難しくなる。

　加えて、船の種類にも不利な点がある。

　このラール号は、商船だ。このような船は、積み荷を増やして重くなっても安定的に航海できるように、船底が広く扁へん平ぺいに造られている。

　このような構造は、水の抵てい抗こうを強く受けることになるため、必然的に速度は上がらない。

　一応この船は、普通の商船よりは細身で、速度が出るような構造ではある。とは言え、それは『商船の中では』という話であって、商船以外の、本当に速度を重視した船には確実に負ける。

　その『本当に速度を重視した船』というのが、相手の船なのだ。

　鋭利な船首と、細長い船体。水の抵抗を極限まで無くした高速度と、その高速を利用した体当たりからの移乗戦せん闘とうを想定している、戦闘用の船。

　あの船に追いつかれるのは、時間の問題だ。せいぜいあと三〇分といったところか。

　……にしても。

　奇き妙みようなものだ、とリョウは思った。

　船に関する知識が、迷いなく思おもい浮かんできていた。『普通の商船』などと言えるほどの知識もあるようだ。

　なのに、その『普通』というのが、どこの『普通』なのかは判わからない――思い出せない。

　ただ、どことなく懐かしさを感じる。

　それに、なんだか楽しい。

　海、そして船。これらが自分の過去に関かかわっているのは間違いないだろう。

　これらに関わることをしていたら、自分の記憶が呼び起こされるかもしれない。リョウは、そんな期待を強めていた。

「リョウ……」

　ふと、隣となりに歩み寄ってきたニーナが声を掛けてきた。

「私たち、リョウのことを助けるとか言ってたくせに、余計に危険な目に遭あわせることになっちゃった。……ごめんなさい」

　そう言って、ニーナは深々と頭を下げてきた。

「何を言ってるんだ。ニーナが謝あやまるようなことは何もない……」

「あるのっ！」

　ニーナは叫ぶように言うと、一変、視線を不安そうに落として、

「……私たちは、今、違法行為をしてるから」

　そんな告白をしてきた。

「てことは、つまり、あの追手の船は官憲か」

「そう……。あれは、ドネストル帝てい国こくの海上警察：フラガラックの巡視艦だよ」

　ニーナは、努めて淡たん々たんと言おうとしていたが、その声は震ふるえていた。

　帝国の海上警察に、追われて逃げる……。

　面白おもしろそうな船に乗ったものだ。

　リョウは、場ば違ちがいにもそんなことを思っていた。

　こんな俺を助けてくれた優やさしそうな人が、なんと、官憲から逃げなきゃいけないと言う。いったいどういうことなのか……。リョウは、むしろ好こう奇き心しんを搔き立たてられていた。

「教えてもらえないか？　この船がやっていること」

「……うん。正直に話すよ」

　と言うと、ニーナはひとつ深呼吸をしてから、

「この船はね、密輸をしているんだ」

　リョウの目を真まっ直すぐ見返しながら、そう言ってきた。

「ほぉ。密輸かぁ……」

　ニーナは、キュッと口を結びながら頷うなずくと、ゆっくり、その口を開く。

「私たちは、メルクリオス商会っていう交易商団なの。本業は、ちゃんとした物の運うん搬ぱんとか売買なんだけど、今は、違う……。このラール号も、そのための船なんだ。船せん籍せき不明の状態だから、遠目に見られても正体がバレなくて済む。……そのはずだったんだけど」

　ニーナはそこで言葉に詰まっていた。

　ニーナの罪の告白……

　それを聞いても、なぜかリョウは、それが悪いことのようには感じなかった。

　それどころか、「そいつは面白い」と言ってしまいそうな気分にすらなっていたのだ。

　まるで、自分も密輸の経験があるかのように……。

　そう考えたものの、実際はどうだったか、具体的な記憶は思い出せなかった。

　それでも、ここには、何か自分の記憶に触ふれるようなきっかけがありそうだ。

「この船は実際、何を運んでいるんだ？」

　武器か？　宝石か？　それとも……阿あ片へん？　これほどまで必死に逃げようとしているのだ。いったいどれほどの代しろ物ものを運んでいるというのか……。

　ニーナは、重そうな口をゆっくりと開いて、

「小麦粉だよ」

「…………は？　小麦粉？　そんなんで『密輸』扱あつかいされなきゃならないのか？」

「法律で、小麦粉が禁輸品に指定されてるからね。私たちみたいな一いつ般ぱん市民が運搬しようものなら、当然、違法行為だから逮たい捕ほされちゃうってわけ」

「なんだその法律は？　意味が解わからん。……いや、この国の小麦粉は高級品なのか？」

「まさか」

　ニーナは眉まゆをひそめながら苦く笑しようして、

「ごくごく一般的で、安定して安価を維い持じしている、この世界の主食だよ」

「そんな物を、流通制限しているのか……。とんでもない法律だな」

　リョウは呆あきれたように言い捨てた。

「帝国に言わせれば、一応、制限する目的はあるらしいけどねぇ……」

　と、ニーナは不満を隠さずに言うと、

「この海では、『海かい賊ぞく対策』が必要なんだ。その中で、海賊に狙ねらわれやすい品物だからって理由で、小麦粉は、指定業者しか取とり扱えない禁輸品になってるの。海賊にも対たい抗こうできるほどの武装が可能な業者以外は輸送できない、ってね」

「……『海賊』か」

　リョウは、何かが頭に引ひっ掛かかったような違和感を覚えた。

　海の戦い……武力と交易……そこに何かがあったような気が……。

　ただ、その違和感の正体を探さぐることができないまま、ニーナが話を進めていた。

「この世界の『海賊』は、もしかしたら、リョウの知ってる『海賊』とは違うかもね」

「うん？」

　……まるで、『この世界』以外にも『世界』があるかのような言い方だな。

　そう違和感を覚えたものの、まぁ言葉の綾あやだろうと思って、気にしないことにした。

「そもそもこの世界には、二大強国として、『ドネストル帝国』と『聖せい教きよう国こくクァルシア』って国があるの」

「どねすとる……くぁるしあ……」

　リョウにはどちらも馴染みがない名前だった。とりわけ後者は、言いづらいったらない。

　ニーナは説明を続ける。

「その二つの国は、この海――内海を挟はさんで囲むようにあって、歴史的にも常に内海の覇は権けんを争あらそって対立している。今は、事実上の休戦状態になってて、協力体制をとって内海での海賊対策をしている感じなんだけど……」

　ニーナはため息を小さく漏らすと、眉まゆ根ねをキッと引き締しめるように海を見やって、

「一〇年くらい前、二つの国は、民間船のふりをして暴れる海賊を取り締まるため、証明制度を作ったんだよ。要するに、『国が発行する証明書――航海赦しや免めん証を持たない船は、海賊とみなす』っていうふうにね」

「つまり、その証明書が無ければ、海に出るだけで『海賊』扱いされるってことか」

「そう……。とっても高い赦免証を買わないと、この海に出ることすらできないんだよ」

「この船は、その証明書を持っていないのか？」

「ううん。今は一応、赦免証は持ってるよ。……でも、たとえ赦免証があっても、それは結局『この船は海賊じゃない』ってことを証明するだけだから。『この海で何かをする』ためには、改めて別の特別許可が必要なんだ。何でもかんでも『原則禁止』にすることで、何をするにも『国のお許し』を受けなきゃいけない……主食である小麦粉が禁輸品に指定されたみたいにね」

　その説明を聞いたリョウは、「ほぉ……」と呆れながら苦笑を漏らすと、

「この海が、そんなに規制で雁がん字じ搦がらめになってるなら、まともに物が流通するわけないだろうな。すぐに流通が偏かたよって、食料難が起こるに決まってる」

「うん。食料難は、実際に起こってる。だから私たちは、食料難が起こっている島に小麦粉を届けに行くんだ」

　ニーナは苛いら立だち混じりに言い捨てると、

「私は……私たちは、みんなを守るためだったら法律も破るって決めてるの。食べ物がなくて苦しんでいる島があるなら、私たちはそこに食べ物を届けたい。それはきっと、法律を守ることよりも正しいって――みんなのためになるって信じてるから」

　キッとした瞳ひとみで、リョウのことを見返してきた。

「だったら、ここで捕つかまるわけにはいかないな」

「そうだね……そうなんだけどね……」

　ニーナは、力無く苦笑して、ふと後方を見やっていた。

　リョウもその視線を追う。そこにあるのは、官憲フラガラックの船。彼らは、着々と、こちらとの距離を詰めてきていた。

　先ほどの空砲、あれは捜査協力のための任意停船を求めるモノらしいのだが、こちらは気付かないフリで逃げるつもりらしい。ただ、如何いかんせん、船の性能差がありすぎる。

　せいぜい、ずっと逃げ続けていたとしても、二〇分もあれば追いつかれるだろう。

　ここで追いつかれてしまえば、ニーナたちは犯罪者として捕まってしまう。

　それだけじゃない。

　食料難に陥おちいっている所に、小麦粉が届かなくなるのだ。

　そのことに、リョウは胸の奥が苦しくなる思いだった。

　小麦粉を無断で海上運搬するのは違い法ほうだという……だが正直に言えば、リョウにとって『違法／合法』なんてものは知ったこっちゃない。そもそも記き憶おくも知識も持ってないのだ。どれが違法か合法かなんて判らない。

　そんなリョウにとって大事なことは、ただ一つ――

　ニーナは俺を助けようとしてくれた。

　その事実だけは、良く判る。骨身に沁しみるほど、ニーナの想いを感じているのだ。

　だが、今の自分は、その恩に応こたえられていない。それどころか、自分が足あし手で纏まといになってしまったが故ゆえに、ニーナは苦しんでいるのだ。

　それが、途と轍てつもなく心苦しかった。

「すまなかった」

　リョウは深々と頭を下げた。

「えっ？　ど、どうしたの？　どういうこと？」

「俺があんな場所で倒れてなけりゃ、この船を停とめる必要もなかっただろう。そうすれば、あの船に見つかることもなかったはずだ」

「そんなの、でも、リョウは記憶がないんでしょ？　それにリョウは、多分異世界……」

「確かに俺には記憶が無いし、あの島に倒れていたのも偶ぐう然ぜんかも知れない。だが、自分が居なければ、ニーナたちがこんな窮きゆう地ちに陥らなかったのも事実だ」

「そ、それは、そんなこと……」

「俺たちは知り合ったばかりだろ。互たがいのことは何も知らない。それどころか、俺は俺自身のことも知りはしない。そんな俺のせいで、他人を苦しめているんだ」

「ちょ、ちょっと！　そんな言い方は、私、好きじゃない！」

　ニーナは怒おこったように、リョウに向かって言ってきた。

「リョウを助けたのは私の意志――私の決断だよ。この決断の責任は私にあるの！　勝手に背せ負おい込もうとしないで！」

「だ、だが」

「私がリョウを助けると決めた。だからこの船を停めてリョウを乗せた。その結果がどうなろうとも、全すべての責任は私にあるんだよっ！」

「…………」

　ニーナの言葉に――その想いの強さに、リョウは思わず息を呑のんだ。

　良い船長だ。

　掛け値ねなしにそう思った。

　と同時に、「こいつは大バカだ」とも思っていた。

　集団のトップに立ちながら、『利益』ではなく『責任』を一人ひとり占じめするなんて。

　こんなことは、ただ正義ぶりたいだけの奴やつや格好付けたいだけの奴には、できやしない。

　心の底から、それこそ愚おろかなくらいに真っ直ぐな奴なんだろう、こいつは。

　俺は、こういう『バカ』が大好きだ。

「な、何がおかしいの！」

「え？」

　ニーナの言葉にリョウは我に返って、そこで、自分が微笑んでいることに気付いた。

「あぁ、すまん。俺はニーナみたいな人が好きなんだ。だから、つい嬉うれしくなっていた」

　と、リョウは正直に答えた。

「なぁっ!?」

　ニーナは裏返った声を上げながら、急に顔を真っ赤にして飛びすさって、

「なぁ、な、なっ。何を言ってんの！　こっちは真面目に話してるのに！　こんな危機的な状じよう況きようで！」

「うん？　俺だって真面目だぞ」

　実際、本心から言ったことなのだが。
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　どうも自分は、思ったことをすぐ口に出してしまうようだ。そして、どうやらそれが原因で、何やら妙な展開になってしまったらしい。

「と、とにかくフラガラックだよ！　この状況をなんとかしないとっ」

　ニーナは興奮気味に言い捨てた。だけど、すぐに意い気き消しよう沈ちんして、視線を落としていった。

　それほどまでに、この状況は厳しいということだ。

「あの一隻せきくらいだったら、力ずくでも対抗できるんじゃないか？」

「それはダメだよ」

　ニーナは即そく答とうして、

「フラガラックに逆らうことは、『帝国』に逆らうことと同じなんだ。フラガラックの隊員もそれを解ってるから、帝国の権力を利用して、メチャクチャな要求を吹ふっ掛けてきたり、私利私欲を満たしながら暴れ回ったりしてる。だけど、何をされたとしても、逆らった時点でこっちの負けなんだよ。……誰だれも、帝国には逆らえないんだから」

「誰も逆らえない……か」

　リョウは、繰くり返かえすように口に出していた。

　一つ、閃ひらめいたことがあったのだ。

「なぁニーナ。その帝国なんだが、支配者は途轍もなく強いのか？」

「へ？」

　急な質問に、ニーナは少し戸惑いながらも、

「支配者……えぇと、皇こう帝ていが、帝国を支配しているけど……」

「その皇帝ってのは、絶対的に強いのか？」

「え？　えと……」

「例えばだ。帝国の中にも小さな国みたいなモノがあって、それが互いに争っているとか、実は皇帝の支配が衰おとろえ始めていて、その小国らが転てん覆ぷくを狙っているとか、いっそ外国と通じて打だ倒とうを狙う集団があるとか」

　リョウは、自分の頭に浮うかんだ『例』を、そのまま口に出していた。

　記憶のないリョウが咄とつ嗟さに挙げていた『例』……もしかしたら自分は、そういう国を知っているのかもしれない。

　だが今は、そんな真しん偽ぎ不明の過去に思いを巡めぐらせている暇ひまはなかった。

「そ、それって……」

　ニーナは驚おどろいたように声を詰まらせると、

「リョウの言ってることは、ホントに、今の帝国そのものだよ」

　そう言って、帝国について簡単な説明をしてくれた。

「帝国は、一人の皇帝が国と帝てい都とを統治して、その下に、皇族で固められた領主が『州』を分ぶん割かつ統治してるの。ただ、本来なら、国と帝都を支配している皇帝が一番強くて、良くも悪くも安定するはずだった。だけど、今の皇帝――ガルゴドキア・フォモワール帝は、そこまで力が無くて支配しきれてない。だから、他の領主が皇帝の座を狙って、いろいろ裏でやってるような状態なんだ」

　その説明を聞いて、リョウは一つ閃いた。

　……もしかしたら、いけるかもしれない。

　そう思った矢先、

「もう、時間が無いみたい――」

　ニーナが、力無い声に苦笑を乗せて言ってきた。

「――さて。これから積み荷を全部捨てなくちゃ。意味があるかは判らないけど、証しよう拠こを少しでも無くさないとね」

　そこにあるのは、経済的な損失だけではない。

　食料難から救い出せたはずの、人の命までも失われようとしているのだ。

　ニーナは、その責任を一人で負おうとしている……船長として――社長として。

　百歩譲ゆずって、責任の独ひとり占じめは認めるとしても。

　だけどな。

　俺はまだ、助けてもらった恩を返していないんだ。

　それくらいの働きは、させてもらうぞ。

「ニーナ。俺はニーナたちに協力したい」

「リョウ……気持ちは嬉しいんだけど、リョウにしてもらうことはないよ」

「いや、ある」

「えっ？」

　ニーナが弾はじかれたようにリョウを見返してきた。

　自然と、リョウは頬ほおを緩めていた。

　自信が表に現れている。

「リョウ……あなたいったい何をする気？」

　ニーナの問いに、リョウは真っ直ぐその目を見返して、

「フラガラックを追い返す」

「……え!?」

　ニーナが目を見開いて驚いていた。

「この積み荷は捨てさせない。みんなを逮捕させたりしない。そのために力になりたい。俺に考えがあるんだ」
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「ちょ、ちょっと待って」

　ニーナは理解が追いつかなかった。

　……フラガラックを、追い返す？

「どういうこと？　……まさか、あのカタナって言う武器を使って暴れるつもりじゃ」

「違うさ。それじゃ意味がないんだろう？　それに俺だって、無む駄だに敵は作りたくない」

　リョウは、小さく呼吸を整えてから、

「俺がやるのは、『交こう渉しよう』だ」

「交渉？　え、でも、フラガラックを相手に対等な交渉なんて無理……て言うか、リョウは記憶が無いんでしょ？　この国のことなんて知らないはずじゃ……」

「今さっきニーナが話してくれたじゃないか。それで十分だ」

「そんなっ……本当に!?」

　ムチャクチャだ。冗談だったら酷ひどすぎる。そんなことを言ってる場合じゃないのに……。

　なのに。

　リョウは、自信にあふれたような笑え顔がおで、頷いていた。

　そのとき、ブロムスが声を掛けてきた。

「ニーナァ！　積み荷はどこに捨てるんだ？　早く決めねぇとバレちまうぞ」

「待って！　まだ捨てないで！」

　ニーナは咄嗟にそう答えていた。

「はぁ!?　んなこと言ったってよぉ」

「私に任せてっ。私が、全ての責任を取るから」

　いざとなったら、自分が武器を持って囮おとりになって暴れてやる。その間に逃げてくれれば、みんなは無事に帰れるはずだから。

　ニーナは、それくらいの覚かく悟ごを持って言いやった。

　それを察してくれたのか、ブロムスは、それ以上何も言ってこなかった。

「リョウ。いったいどんな交渉をするつもり？　それを聞いてから、私が決めるよ」

　リョウは、ひとつ頷いて、話し始めた。

「今、この船は、帝国の警察：フラガラックに見つかっている。この船の積み荷は、奴らに見つかったらマズい。だからといって、彼らの背後には『帝国』があるため、下手に逆らえない、と」

　リョウはそこで、一拍ぱく置いてから言った。

「ならば、こちらも『帝国』を味方につけてしまえばいい」

「えっ？」

　ニーナは思わず声を漏らして、

「……まさか、賄わい賂ろじゃないよね？」

「あぁ。当然そんなつもりはない。どうせ賄賂は通じないに決まっている」

「どうして、そう思うの？」

「賄賂ってのは意外と、相手との信しん頼らい関係がないと成立しないものだ。交渉相手が完全な『敵』になる今回は、使えるわけがない。要するに、賄賂を渡したとしても相手に裏切られて、いっそ余計な損害が出るだけなんだ」

　その通りだ。

　ニーナは納なつ得とくしていた。

　正直に言えば、少し前のニーナたちなら、賄賂も一つの案になっていたと思う。

　だけど一ヶか月げつほど前、実際に賄賂を渡して逃のがれようとした船があったのだ。その結果、その船は多額の賄賂を払はらっておきながら、さらにフラガラックに逮捕されて積み荷を没ぼつ収しゆうされた上、市民権を剥はく奪だつされる羽目になっていた。

　それが『帝国』のやり方なのだ。

　ニーナやブロムスは、その事件を知っていた。

　だけどリョウは、この事件のことを知らないはずだ。彼は記き憶おく喪そう失しつだし、何より、さっき空から降ふってきたのを、自分たちは見ているのだ。

　リョウには、記憶がなくても、それを補って余りある『何か』がある。

　ニーナはそう思った。

「俺の策はこうだ」

　そう言って、リョウは打開策を話し始めた――。




　……驚いた。

　確かにそれは、リョウが知り得た情報だけでも思い付くことができる案だった。

　とはいえ、とんでもないひねくれ者でない限り、思い付かないだろうけど。

　そして、納得した。

　コレはまさに、帝国を味方につける策。

　こんな策、自分たちでは思いつかないだろう。ずっとフラガラックや帝国に敵対心を抱いていて、戦うか逃げるかしか考えてなかった自分たちでは。

「その交渉を、リョウがやるつもりなんだね」

「あぁ、そのつもりだ。もし腹芸の上手うまい奴がいるなら、そいつに交渉を任せても良いだろうが」

「……あー。それは、居ないかなぁ」

　ニーナは苦笑するしかない。

　この船には、バカが付くほど正直な人間しかいないと言っても過言じゃないのだ。先代社長の頃ころから、そういう人たちを狙って集めていたのだから。

「だったら、今は俺に任せてほしい」

　リョウは真しん剣けんな表情になって、ニーナを見つめ返してきた。

　その、あまりに真っ直ぐな視線に――凛り々りしい表情に、ニーナは思わず照れてしまって視線を逸そらしてしまった。

　それでも、気持ちだけは真正面から受け止めて、そして決めた。

　自分の直感は、リョウを助けることを選んでいたのだ。

　その直感は、きっと、今このときのためにあったのだから。

「判った。リョウに交渉役を任せるよ」

「そうか、有あり難がとう！」

　リョウは嬉しそうに、そして決意の籠こもった鋭するどい目をして頷いた。

　ニーナはリョウに頷きを返すと、全船員に向けて叫さけんだ。

「これからラール号は、敢あえてフラガラックの巡視艦に横付けする！　そして、リョウに権利を委い譲じようして、フラガラックとの交渉役を任せる！」

「なっ、なにぃっ!?」

　と叫ぶブロムスを筆頭に、船中がザワザワと騒さわがしく、動どう揺ようしていた。

「私の決断に文句のある者は、今のうちに言いなさいっ」

　ニーナの声に、今度は一いつ斉せいに静まりかえった。

　それは、ニーナの直感に対する絶対的な信頼。

　ニーナは船員一人一人を見やりながら、言い放った。

「文句のない者は、勝利のために全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぎ込めっ！」

「「「「うおぉぉぉ――っ！」」」」

　ラール号に鬨ときの声こえが響き渡る。それはまるで、既すでに勝利を告げようとしているかのように力強かった。

「おう、リョウ」

　そんな中、ブロムスがリョウに声を掛けてきた。

「ニーナがお前に任せると言った以上、本気でやれよ。こちらも全力で援えん助じよしていくから、お前も一いつ切さいの手を抜ぬくな。いいな？」

「当然だ」

　リョウは、真剣な目をして頷き返した。

　そのとき、遠くから甲かん高だかい笛の音が響いてきた。

　停船命令……フラガラックの巡視艦が、このラール号に向けて放ったものだ。

　この命令は絶対だ。これに従わないでいると、『捜そう査さ妨ぼう害がい』の罪状も加えられる羽目になる。そこでラール号は、表向きは、その停船命令に従った。

　ただ実際には、このリョウを中心として、フラガラックを出し抜こうとしているのだ。

　本気を出せば成功する。

　そう確信しながら。
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　ついに、フラガラックの巡視艦が、ラール号の横っ腹につけようと近づいてくる。

　彼かれらは、『フラガラック第三管区八番隊』を名乗っていた。

　水兵服を纏まとった隊員たちが、船ふな縁べりの手すりに足を掛けながら並び、すぐにもラール号に飛び移って来ようとしていた。

　両者の船縁の位置は、巡視艦の方が高い。ラール号に乗りこまれるのは必ひつ至しだった。

　リョウは、巡視艦を誘ゆう導どうする水夫に扮ふんして合図を送る。腰こしには刀を装備して。

　一方、ラール号の船員には、みんな船室に隠かくれてもらっていた。

　ニーナやブロムスなど目立つ存在が顔バレしては、作戦が失敗するばかりか、今後のメルクリオス商会の活動にも支障をきたす。それを避さけつつ、万が一にも戦闘になったときには、船内での潜せん伏ぷく戦を想定している。

　これは、ある意味、リョウが船員たちを船内に閉じ込めていることになる。もしリョウがフラガラックのスパイだったら、ラール号の敗北は確実だ。

　そんな重大なことなのに、ニーナはあっさりと、

「了りよう解かい、じゃあ任せたよ――」

　と同意したのだ。

「――絶対に、合図があるまでは、何があっても外に出ないから。だから、リョウの好きなように頑がん張ばってね」

　とまで言い切って。

　……不思議な少女だ。

　リョウを船に乗せたことといい、この交渉をリョウに任せることといい、簡単に人を信用しすぎている。

　ただ、それらはすべて、『ニーナの決断』に依よっている。

　あの少女には、何かがあるのかもしれない。

　そんな珍ちん妙みようなことを考えていると。

　ついに二つの船が接舷した。巡じゆん視し艦かんがかなり乱暴にぶつけてきたため、リョウは体勢を崩くずしそうになっていた。

　そこに次々とフラガラックの隊員が乗り込んできて、リョウを取り囲むと――

　ゴッ！

　一人の男が有う無むを言わさずリョウの顔面を殴なぐりつけてきた。リョウは甲かん板ぱんを転がるように吹っ飛とんだ。

「停船が遅おそいぞ、愚ぐ図ずがっ！　……まぁ、本来なら『捜査妨害』で訴うつたえなければならないんだが、誠意を見せれば訴えないでいてやろう」

　色いろ違ちがいの制服を着ている男――これが隊長だろう――が、下げ卑びた笑いを浮かべながら、甲板に転がるリョウを見下ろしてきた。

　隊長は、二〇代半ばで背が高く、一段と立派な長ちよう剣けんを携たずさえていた。

　リョウの周りを取り囲んでいる隊員の手には、剣けんや斧おのなどの武器が握にぎられている。更さらに後方――巡視艦の上には弓兵が待機している。合わせて、ざっと三〇人といったところか。

　その全ての隊員が、楽しそうに笑っていた。

　どうやら、フラガラックにとっては『航海赦免証』の有無などどうでもいいのだろう。

　帝国の威い光こうを利用しながら、いかに難なん癖くせをつけて金品を奪うばい取るか。

　そういうことに執しゆう心しんしているようだ。

　……なるほど。想像していた以上に、この組織は腐くさっているんだな。

　リョウは冷静に考えを巡らせていた。

　こんな不意打ちは予想していなかったが、それでもリョウは咄嗟に自分から吹っ飛んで、衝しよう撃げきを完全に打ち消していた。派手にやられたように見えて、実際はほとんど痛くない。

　むしろ、殴られたことは好都合だ。

　リョウは、心から激げき怒どしたような険しい表情を作って、

「お前ら、いったい何を考えているのだっ！」

　と、怒いかりを込め説教をするような口調で話し始めた。

「我々の船を臨検するつもりだとしたら、命知らずとしか言いようがない。よもやフラガラックともあろう者が、帝国に逆らうつもりかっ？」

「なんだと？　……どういう意味だ？」

　隊長が動揺したように訊きき返してきた。周囲の隊員たちもザワつき始めた。

「我々の船は、ある皇族の方の嗜し好こう品ひんを秘ひ密みつ裡りに運んでいるのだ。にもかかわらず、この船の荷を暴あばくようなことがあれば、それは当然、帝国への反逆になるだろう」

　リョウは堂々と、そんな嘘うそを言い切った。

「……ほほぅ。そういうことか」

　隊長は嘲あざけるように笑って、

「ならば、その『ある皇族』と言うのは、どちら様だと？」

　皇族への敬意もないような言いぶりだった。リョウの言葉を信じていないのだろう。

「それは答えられない。秘密裡に運んでいると言っただろう」

「何を運んでいる？」

「もちろん答えられない。これは秘密裡に……」

「開かい披ひして中身を確かく認にんさせろ！」

「それも無理だ」

「なぜだ！」

　隊長の顔が苛いら立だたしげに歪ゆがんだ。

　対するリョウの表情は、真剣なまま微み塵じんも揺ゆらぐことなく、

「この品は、少しでも潮気に触れたら、品質が著いちじるしく劣れつ化かしてしまう。そうやって、あのお方の趣しゆ味みを妨ぼう害がいするというなら、我々だけでなく、お前たちの命も危険に陥るだろう」

「……それは、脅おどしのつもりか？」

「事実を言っているだけだ」

「そんなもの、何の証拠もない詭き弁べんだ」

「そちらこそ、こちらが嘘をついているという確証はないだろう。そんな『嘘かもしれない』などという憶おく測そくだけで、帝国に逆らうつもりなのか？」

「くっ…………」

　隊長は、肩かたを震わせ歯は噛がみしながら、結局、言い返すことができなくなっていた。

　隊員たちも、互いの顔色を窺うかがうばかりで、誰だれ一人ひとりとして動けなくなっていた。

　思おも惑わく通りだ。

　相手が帝てい国こくを名乗って権力を振ふりかざすなら、こちらも帝国を名乗って対抗すればいい。

　いつも自分たちが脅しに使っている言葉が、そのまま自分たちに返ってきているわけだ。

　そうすると、こういう下層の連中は、動けなくなってしまう。

　こういう集団にいる連中は、自分の行動について責任をとりたがらないのだ。

　他人の権けん威いや抽ちゆう象しよう的てきな大義名分を謳うたってばかりの連中は、とかく無責任な人間になる。いつも『帝国の名の下』に行動しているせいで、無意識的に『自分の責任』から逃れているのだ。

　そんな人間が、『決断』をできるわけがない。

　もし、ここで誰かが荷物を勝手に開披してしまったら、いざ責任追つい及きゆうされたときには集中して弾だん劾がいされることになるだろう。その恐きよう怖ふが、互いの手足を縛しばりつける。

　こうなれば、まともな人間ならば身動きが取れなくなるだろう。

　……まともな人間ならば。

「ふんっ」

　隊長は、苛立ちを吐はき捨すてるように鼻を鳴らすと、

「だったら仕方ない。この船の積荷には、手を出ださないでいてやろう……」

　と言いながら、不敵なまでにニヤリと笑って、

「だから、お前たちの所持品を出してもらおうか」

「……なんだと？　何のつもりだ？」

　リョウは、不快感を表情に乗せて訊き返した。

「俺おれたちは、『皇族のための積荷』には手を出さないでいてやる。だが、それ以外の荷物についてまで、わざわざ遠えん慮りよしてやる必要もないということだ」

「遠慮、だと？」

　一いつ瞬しゆん、自分の言葉が通じていないんじゃないかと不安になるような言いぶりだった。

「遠慮もなにも、我々がお前たちに所持品を渡わたさなければならない理由などない」

　そんなリョウの言葉を無視するかのように、隊長は巡視艦に向かって「おい、例のモノを持ってこい！」と声を掛けた。

　すると、巡視艦の方から、ぼろきれを巻いただけの痩そう身しんの男が、隊員に突つき出されるようにこちらの船に乗り移ってきた。

　見るからに身分が低い……むしろ底辺層にいるような人間なのだろう。『モノ』と呼ばれているような扱いからも窺うかがい知しれる。

　そんな男は、怯おびえたように身を縮めていたが、背中を乱暴に突き飛ばされ、よろけながら隊長の目前に躍おどり出でてしまった。

　すると隊長は、「ふん」と鼻で笑うと、突とつ然ぜん、男の顔を思い切り殴り飛ばした。

　その勢いで、男がリョウに向かって倒たおれかかって来た。リョウは咄とつ嗟さに、男を支えるように抱だきとめていた。

　男は鼻と口を切っているのか、顔から血をポタポタと垂らしていた。その血がリョウの着ていた服にも付着した。

　いったいどういうつもりだっ……。

　意図の知れない言動に対する困こん惑わくと、それに、理由もなく人を殴り飛ばしたことへの怒りとが混ざり、リョウは、苛立ちを覚えながら隊長を見やった。

　対する隊長たちは、揃そろって下卑た笑えみを浮かべていて、

「おのれ。我々が所有する奴ど隷れいに手を出すとは！　飽あくまでも、我々に抵てい抗こうする気か！」

　隊長は、そんな見当外れなことを堂々と言い放ってきた。

　……あぁ。そういうことか。

　リョウはここで、自分が嵌はめられたことに気付いた。

　隊長は、自分で男を殴っておいて、その罪をリョウに着せようというのだ。

「何を言っている！　この男を殴ったのはお前ではないか！」

　と、一応は反論してみるが、

「抜かせ！　こちらには目もく撃げき者しやが大勢いるのだぞ。この全員が、『お前が殴った』と証言するだろう」

　隊長はこれ見よがしに隊員たちを指し示しながら、

「何より、お前の服に血が付いているのが動かぬ証拠！　権威ある帝国裁判所が、どちらの言い分を真実と見るかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

　と、予想通り、リョウに濡ぬれ衣ぎぬを着せてきた。

　しかも、この言いぶり。常習的にやっていて、しかも帝国のお墨すみ付つきというわけか。

　これはまるで、役割分担の完成している演劇を見せられている気分だ。

　隊員たちは、リョウを要かなめとした扇おうぎを開くかのように展開し、武器を構えていた。

「このまま帝国裁判所に突き出しても良いんだが、誠意のあり方によっては見み逃のがしてやろう。それ以上は逆らわず、俺たちに所持品を出すのだ」

　隊長は、自らの優位を誇こ示じするかのように、ニヤリと笑いながらリョウを見やってきた。

　……ここまで腐っているとは。交渉の余地なし、か。

「下がってろ」

　リョウは奴隷の男に声を掛かけながら、むしろ自分から半歩前に出た。

　一対三〇の圧あつ倒とう的てき大差、そして船上であるがゆえに逃にげ道みちもないという状況……

　にもかかわらず、リョウは不思議と落ち着いていた。

　こんな程度では窮地とは言えない。

　そんな思いがリョウにはあった。それはまるで、もっと酷い窮地を――死線をさまよう経験をして切きり抜けてきたことがあるかのような冷静さだった。

　不幸中の幸いで、船内に入るための扉とびらは固く閉ざされているため、この船のみんなが危険にさらされることはない。

　だから、安心して暴れられるのだ。

　リョウは腰の刀を抜き、隊員たちを睨にらみ付つけた。




「バカかアイツは!?　戦う気だぞ！」

　ブロムスの怒ど声せいが、ニーナの耳元で響ひびいた。

　船内に入るための扉には、小さなガラス窓がついている。そこに顔を寄せ合うようにして、ニーナとブロムス、そして他の船員たちも、外の様子を見守っているのだ。

　この状況……確かにリョウのピンチだ。ニーナは最悪の事態も想像してしまっていた。

「多勢に無勢じゃねぇか。こうなったら、俺たちも加勢を……」

「ダメだよ！」

　血気に逸はやるブロムスの言葉を遮さえぎるように、ニーナは叫んだ。

「私たちは、この中に居る。そう決断したからこその、リョウの作戦なんだから」

　ニーナの心には、確信に近い想おもいがあった。

　……ここで私たちが出て行っても、きっと、足手纏いになるだけだ。

　だからこそ、何があっても表に出ない。

　……それに。

　リョウだったら、何とかしてくれる。

　あの人のことを見ていると、不思議と、そんなふうに思えてしまうのだ。

「……チッ。どうせ死なばもろともよ」

　と、ブロムスは溜ため息いき混じりに呟つぶやいて、

「ま、あの男を見ていると、なんかやってくれそうな気がしちまうんだけどなぁ」

　ブロムスも、ニーナと同じようなことを感じていたらしい。

　そのことをニーナが言おうとして口を開いた、と同時に――

「抵抗すれば、ただでは済まんぞっ」

　隊長の、怒ど気きをはらんだ声が響き渡った。




　隊長が、怒りを込めた視線をリョウに向けてくる。

「ただでは済まさない？　それは、こちらの台詞せりふだ」

　リョウは、自分でも意外なほどに、声に怒りが込められていた。

　それはまるで、積年の想いをぶつけるかのように。

「ここまで腐りきった横暴など、二度と許されるとは思うなっ！」

「撃てぇ！」

　リョウの叫びに続くかのように、隊長の号令が響き渡った。

　リョウに向かって無数の矢が降り注いでくる。

　確実に自分を目め掛がけて飛んできているのは、二本だけ。あとは無視しても当たらない。

　それを一瞬で悟さとったリョウは、自らに迫せまってくる二本のみに集中していた。

「せぁっ！」

　気合いと共に、刀を一いつ閃せん、縦に振り下おろす。すると、二本の矢は纏めて叩たたき落おとされ、残りはリョウの身体からだをかすめることすらなく通り過ぎていった。

　完かん璧ぺきな見切り。的確に打ち出せた剣撃。

　この一連の動きは、まさに、頭ではなく身体が覚えていた。

　自分で言うのもなんだが、どうやら自分は、剣の達人と言えるような人間らしい。

　そんな剣けん技ぎを目まの当あたりにして、周囲の隊員に動揺が広がっていく。

　それはつまり、隙すきだ。

　リョウはそれを逃さず、隊員たちに向かって踏ふみ込んでいった。隊員たちは、間合いが狂くるったことで中ちゆう途と半はん端ぱな打だ撃げきしかできない。その隙にリョウは、隊員の手の指を的確に殴りつけていく。

　迅じん速そくに。精確に。

　格の違ちがいを見せつけるように――

　相手に恐きよう怖ふ心しんを植え付けるように。

「い、一いつ旦たん距きよ離りを取れ！　弓兵っ！」

　させるかっ！

　隊長の号令で後退しようとする隊員の、今度は足を狙ねらって刀を振り下ろす。そして動きの鈍にぶった隊員に体当たりをするように密着していった。

　この数を相手にするなら、同どう士し討うちを誘さそうように、敢えて敵に密着すべし――そう理解していた。

　案の定、弓兵は同士討ちを怖おそれ、その攻こう撃げきを完全に封ふうじ込めることができていた。

「ひ、ひっ!?」

　ついには、リョウに背を向けて逃げ出す隊員も現れていた。

　このまま追おい払ってしまえば、無駄な戦せん闘とうは避けられそうだ。

　リョウは深追いせずに、フッと短く息を吐いた。




「……凄すごい」

　ニーナは、溜息混じりに感かん嘆たんの声を漏もらしていた。

　思わず「綺き麗れい」と言いたくなってしまいそうになるほどの――剣けん舞ぶのような戦闘。

　自らは傷一つ負わず、相手にも必要最小限の傷しか与あたえない。動きも最小で、時間にすればたった数分。こんな戦いを、現実にやってのけるなんて……。

「ハハ……。アイツが味方の側で、良かったぜ」

　隣となりでブロムスが、苦く笑しようしながら感嘆の呟きを漏らしていた。

　思わずニーナも苦笑していた。

　現に、リョウと敵対してしまったフラガラックの隊員たちは、先を争あらそうように巡視艦へと逃げ帰かえっていた。

　これで窮きゆう地ちは脱だつしたかな……。ニーナはそう思って、安あん堵どの溜息を吐こうとした――

　次の瞬しゆん間かん、リョウの背後に巨きよ大だいな影かげが迫っているのが見えた。




「リョウ!?　後ろっ！」

「っ!?」

　ニーナの声がかすかに聞こえた、と同時にリョウは殺気を感じて、咄嗟に甲板を蹴けった。

「ぬんっ！」

　野太い掛け声ごえと共に長剣が振り下ろされる。直後、さっきまでリョウが立っていた甲板の木に深い切れ目が刻み込まれていた。

　隊長が、リョウの刀よりも長く重じゆう厚こうな長剣を構える。

　その構えを一見するだけで、その剣の質も人の質も、数段高いことがよく判わかる。ニーナの声が届くまで殺気を感じ取れなかったほどだ、なかなか戦いに慣れているのだろう。

　リョウは甲板を転がりながら遠ざかると、一転して足を踏ん張ばり、改めて刀を構え直そうとした……だが体勢は万ばん全ぜんではない。その隙を突くように隊長が踏み込んできて長剣を振り下ろしてきた。

　正面では受け止めきれない！　リョウは咄嗟にそう判断して、敢えて自分から体勢を崩していった。

　カィィン、という甲高い音をたて、隊長の長剣が、斜ななめに構えた刀の刃はをなぞるように滑すべっていく。

「くっ……うおぉっ！」

　力が流されて体勢を崩した隊長は、それでもすぐさま力任せに切り返しを放ってきた。速度はない。首を狙った一いち撃げきだ。リョウは上体を反らして避けた。

　隊長の剣は、荒あれていた。そもそも技術が数段高いと言っても、それはフラガラックの一いつ般ぱん隊員と比ひ較かくしてのこと。腕わん力りよくは目を瞠みはるものがあるが、当たらぬ力は無力に等しい。さらに今は、焦あせりのせいで心も乱れている。

　そんなモノに、自分の刀は負けない。

　相手が逸れば逸るほど、その分、自分は落ち着いていくようだ。

　体では劣おとるかもしれないが、心・技の優位はこちらにある。

「ぐぬぅっ！」

　隊長が横薙なぎの一撃を振るう。長剣と刀の間合いの差を考えての攻撃だろう……が。

　遅い！

　リョウは敢えて前に踏み込むと、隊長の足あし下もと目め掛がけて滑り込んだ。長剣がリョウの頭上を空から振ぶりしていく。その体勢のまま、リョウは隊長の腕うでを斬きり上げた。

　サシュッ――

「ぐっ!?　……う」

　隊長がうめき声を上げながら長剣を落とした。隊長の右手首から血が噴ふき出している。傷は浅いはずだが、腱けんを傷つけたため、もはや戦闘不能なのは確実だ。

　隊長は、手首の傷を押おさえながら膝ひざをついた、にもかかわらず、

「このままでは終わらんぞっ。貴様らは必ず、帝国の力に潰つぶされるのだ！」

　それが負まけ惜おしみではないことは、リョウも解っている。

　自分たちは、この末まつ端たんのフラガラックに勝っただけであって、その裏にある帝国に勝ったわけではないのだ。

　それどころか、このまま済ませてしまっては、帝国に対してケンカを売ったことにもなってしまう。

　だから、こちらこそ、このままで終わらせようとは思っていない。

　口くち封ふうじの策を講じるのだ。

「お前の言う帝国というのも、いまや一枚岩ではない。それはお前たちも知っているだろう。現皇こう帝ていの権力もいつまで続くか判らない。今の皇帝を賛美するのは良いが、それは永遠ではないと知れ」

　それを聞いた隊長の顔が、一気に青ざめた。他の隊員たちも、呆ぼう然ぜんとして固まっていた。

　予想以上に効こう果か覿てき面めんだった。ここまで怖れるようなことだろうか？

　そう思っていると、

「……聞いたことがあるぞ。一部の皇族に付いて暗あん躍やくしているという、『秘密警察オルラント』の話。段だん違ちがいの戦せん闘とう力りよくと策略で、政敵を潰していくという……まさかお前は」

　震ふるえる声を絞しぼり出すように、隊長が言ってきた。

「なるほど。そんな噂うわさになってしまっているのか――」

　正直言って、リョウは『オルラント』などと言われても意味が解らなかった。

　だが、これは予想以上に良い口封じができそうだ。折せつ角かくだから、リョウはここで正直に訊き返さず、この隊長たちの恐怖を利用させてもらうことにした。

「フラガラック第三管区の八番隊、だったな」

「っ!?」

　所属を確認しただけで、この怯えよう。実際の『オルラント』がどのような任務を負っているのかは知らないが、これを利用すれば口止めしやすそうだ。

「お前たちは、こことは違う海域で、手ごわい海かい賊ぞくに襲おそわれた。そう報告するだけで、互たがいが有益な結果を得ることができる。……判っているだろうな？」

　リョウは、刀の切っ先を隊長の喉のどに向けながら言った。

　隊長は、苦しそうに固かた唾ずを呑のみ込むと、真っ白になった顔を上下に動かした。

　その返事に、リョウは満足げに頷うなずいて見せると、一変して殺気を込めた睨みを利きかせ、

「去いね」

　とだけ言い放った。

「ぃっ!?」

　隊長たちは声にならない悲鳴を上げながら、這ほう這ほうの体で巡視艦に逃げ帰った。

　そして、もはやリョウたちのことを一いつ顧こだにせず、巡視艦を転回させて走り去っていった。

　思っていた以上に、『オルラント』という脅しが利いているようだ。

　今回は、このお陰かげで助かった。だが、この『オルラント』と言うモノ、もし敵になるようなことになれば厄やつ介かいそうだ。

「あ、あぁ～うぅ……」

　突然、リョウの背後で情けない声が上がった。

　あろうことか、フラガラックの連中は、先ほど殴られていた奴隷の男を、この船に放置したまま行ってしまったのだ。

　呆然と、巡視艦が遠ざかるのを眺ながめている男。

「……ま、この船の連中だったら、きっと良いようにしてくれるさ」

　と、リョウは気楽に言ってやって、

「お互い、助かったことを喜ぶとしよう」

　男の肩を叩くと、男はハッとしたようにリョウを振り返かえって、

「あ、ありがとう……ありがとう！」

　と、涙なみだを浮うかべ嗚お咽えつを混じらせながら、甲板に両手をついて感謝してきた。

「いや、まぁ、俺も居い候そうろうでな、偉えらそうなことが言える立場じゃないんだけどな」

　リョウは、どうにも感謝されるのがむず痒がゆくて、ニーナたちが隠れている扉の前まで逃げるように駆かけ寄よっていった。

　そこで扉をコンコンコンと三回叩く――作戦成功の合図として決めていたものだ。

　すると、それを待まち兼かねていたかのようにすぐさまニーナが出てきて、

「お、お疲つかれ様さま。ホント凄いよ！　あのフラガラックを戦いでも圧あつ倒とうするなんてっ」

　さっきの様子を見ていたのだろう、少し興奮しながら、ぎこちない笑え顔がおを見せてきた。

　続いてブロムスや、他の船員たちも揃って笑顔で出てきて、

「お前、とんでもない奴やつだったんだなぁ！　いやぁ只ただ者ものじゃないとは思ってたんだが」

「か、格好良かったです！」

「ありがとう！　これでニヴ島を助けることができるよ」

　口々に発せられる賞賛や感謝の言葉に、リョウは全身がむず痒くなりながらも、

「まぁ、これでどうにか、助けてもらった恩を返すことができたか？」

「そんなの、もちろんだよ！　て言うか、むしろ私たちの方こそ、助けてもらったようなものだよ。本当にありがとう」

　ニーナは語気強く、顔を赤くしながら言ってくると、

「……本当に、みんな無事で、良かった」

　その勢いに押されるように、瞳ひとみから涙がポロリとこぼれていた。

「ん……おう」

　リョウは頭を掻かきながら、半はん端ぱな返事しかできなかった。

　女性に泣かれてしまうと、どうしていいか判らないのだ。

「ご、ごめんっ……」

　ニーナは自分でも驚おどろいたように慌あわてて目を擦こすりながら、

「そ、それじゃ、さっそく行こう。ニヴ島へ！」

　そんな誤ご魔ま化かすような号令に、リョウも、近くにいたブロムスや他の船員たちも、思わず苦笑していた。

「ほら早く！　行くって言ったら行くんだってば！　手を抜かない！」

「お、おぅ！」

　ニーナの語気に押されるように、リョウたちは揃って答えていた。

　と同時に、笑顔が漏れる。

　ここは居い心地ごこちが良い。

　……ここに、いつまで居ていいのかは判らないが。

　行く先が一いつ緒しよである限りは、一緒に居たい。

　リョウは、心からそう感じていた。

　ニーナの見つめる先――ニヴ島の方角を見つめながら。




　　　　　～～～




　ドネストル帝国――

　第三の州であるテトラ州。

　その州都：トルーズ市は、内海に向かって刺とげのように突き出ている半島に位置する港町であり、かつては遠洋漁業の拠きよ点てんとして、そして現在は交易の要所としても栄えている。

　経済規模で言えば、帝国の首都バロール市をも凌しのぐほどの、帝国最大の商業都市だ。

　このトルーズ市には、大きく分けて、港が二つある。

　一つは、民間港――

　交易や漁業、それに観光の用に供されている。と同時に、民間の取とり締しまりをしやすくするため、フラガラックも利用している。

　もう一つは、軍港――

　ただしこの街には、軍港が二つある。

　帝国内で組織されている二つの軍――州立軍と帝国軍――が、まさに互いの勢力を牽けん制せいし合うかのように、同じ街の中にそれぞれの港を持っているのだ。

　それらの港のうち、民間港に、頭一つ突き出た格好の無機質なビルがある。

　これが、テトラ州を管かん轄かつの中心とする、フラガラック第三管区の本部庁舎だ。

　本部庁舎は、民間港の全体を見み渡わたせる位置にあり、ここの住民たちに『監かん視しされている』という意識を根深く植え付けている。

　そんなビルの屋上に、一人の少女が上がってきた。

　クラウ・ソラリス――

　フラガラック第三管区の五一番隊『隊長』でありながら、先せん輩ぱいの隊長に命じられるまま、屋上にあるハト小屋へ、伝でん書しよ鳩ばとの世話をしに来ていた。

　これが、クラウが隊長に就任して以来の半年間、任され続けている仕事だった。

　この伝書鳩は、フラガラック内の連れん絡らくだけでなく、地方の代表者からの定期連絡にも使われている。

　中には、厳重な封をされたものもあり、その内容はクラウにも窺い知れない。

　すなわち、ここには全国のあらゆる情報が集まってくるのだ。とりわけ商業に関する情報なら、このテトラ州トルーズ市に届かない情報はないだろう。

　その中でも、フラガラックの伝書鳩による情報は、他の情報伝達手段を置き去りにするほどの最新のものばかりだ。

　海路の船便よりも早く。

　陸路の馬よりも、また帝国の最新技術を駆く使しした『蒸気機関列車』なる物よりも早い。

　クラウは、そんな伝書鳩の世話をしている。

　幼い頃ころから探究心の塊かたまりで、何でも知りたがりな性格をしているクラウにとっては、ある意味では天職なのかもしれない。

『伝令係の責任者』……と言えば聞こえは良いが、伝書鳩の世話までするとなると、それは本来、隊長はおろか隊員でもやることはなく、事務員の雑用係の仕事になる。

　要するに、臭くさくて汚きたない仕事を女にさせることで、逃げ出すことを期待しているのだ。

　そもそも、法律上、フラガラックの各隊の間には上下関係がないはずだった。

　だが、男だん尊そん女じよ卑ひの激しい帝国民にして、さらに男の仕事と言われるフラガラックにおいては、史上初の女性隊長となった――しかも弱じやつ冠かん一八歳さいで――というクラウに対して、理り不ふ尽じんなほどに反発が強い。帝国民のエリート意識からは、受け入れ難がたいことらしい。

　全部で二七の小隊がある第三管区において、わざわざ別べつ枠わくで五〇番台の番号が付けられているのも、その表れの一つだと言える。

　クラウとしては、そんな不合理なことに従いたいわけではないのだけど、ここで争っても仕方ないので、我が慢まんできるものは我慢するようにしていた。

　他人を批判したところで、自分が偉くなれるわけではない。

　そんな無む駄だなことをするくらいなら、自分を磨みがいた方が良い。

　クラウはそう考えている。

　それに、こうして陸の仕事をしていることに、実は安心している面もある。

　もし船を出すような仕事に就ついたら、財政と人員の関係で、奴隷の人たちを水夫にしないといけなくなるから。

　無む償しようで、無休で、厳しい労働を強しいることになるのだ。

　他の隊員は奴隷を『物』として見ているから、それが当然だと思っているようだが。

　クラウは、奴隷も『人』だと考えている。だから、まるで何かの罰ばつであるかのような仕事をさせることなんてできない。まして物のように扱あつかうなど、クラウにはできないのだ。

　奴隷の地位は途と轍てつもなく低いけれど、法律上『人として扱ってはならない』と書かれてはいない以上、クラウは奴隷も人として見ているのだ。

　人として……。

　ふと、クラウは無意識的に、背中に装備している長ちよう弓きゆうに触ふれていた。

　この長弓の腕を買われて、自分は弱冠一八歳にして――そして女性でありながら、フラガラックの隊長にまで進むことができた。

　今は、この腕を認めてくれる人はごく僅わずかしかいないけれど、それでも、いつかこの腕が人々の役に立つことがあると信じて、備えている。

　人の役に立ちたい――人助けがしたい。

　それこそが、クラウがフラガラックになった理由なのだから。

　どんな『人』でも、助けたいのだ。

　……もしも私に、助けることができるのなら。

　その想いは、今、いっそう強まっていた。クラウには心配事があるのだ。

　それは、ニヴ島の食しよく料りよう難なんについて。

　クラウがその事実を知ったのは、二週間ほど前。ニヴ島の代表者であるダナンから送られてきた、週二回の定期連絡に、食料の不足を訴える内容が記されていたのだ。

　クラウは、その事実を第三管区の署長に報告した……が、署長はその手紙を一いち瞥べつすると、言葉通りに握り潰してしまったのだ。

　要するに、ニヴ島の食料難に関かん与よしている人間が、帝国側に居るということだ。

　それ以上、一隊長でしかなく立場も弱いクラウには、何も言えなかった。

　そのときクラウは、こっそりとニヴ島に返事を出していた。『返事』と言うよりは、ニヴ島を助けられない自分の力不足を嘆なげく『詫わび状じよう』のような物だったが。

『ニヴ島の苦境、お察し致いたします。ですが、州やフラガラックとして助けることはできず、また私個人の力では、どうしようもありません。申し訳ございません』

　そんな手紙を送った後、定期連絡よりも早く、ニヴ島から返事が来た。

『まさか、あのフラガラックから謝罪されるとは思わなかった』という冗じよう談だんめいた言葉と共に、『コレを誰だれが読んでるかは知らないが、正直に書かせてもらおう。あるいは遺書になるかもしれないが』

　と、どこまでも冗談めいた言こと葉ば遣づかいでありながら、ニヴ島の苦境が記されていた。

　それからというもの、幾いく度どとなく、ニヴ島の様子が伝えられてきた。

　……ですが、私に何ができるのでしょう？

　その想いは、日増しに強くなっていく。ニヴ島の現状を知れば知るほど、自分の無力を思い知らされるのだ。

　クラウは職務上、自分の船を持たせてもらっていない。だから、フラガラックの船を使って食料を届けるようなこともできない。

　なにより、そんなことをして今後クラウが無事に生きていけるとは思えない。

　ニヴ島を苦しめているのは他でもない。

『ハーメスト商会』――帝国最大の交易商会にして、世界の海運の八割を独どく占せんしている巨きよ大だい企き業ぎようだ。

　こんな存在が相手では、ただの地方海上警察の隊長が尽じん力りよくしたところで、何の影えい響きようも与えられないだろう。

　それどころか、帝国とハーメスト商会は蜜みつ月げつの関係にあるのだから、帝国の組織であるフラガラックの人間がハーメスト商会に逆らえば、未来はない。

　こんな自分では、助けることができないのか…………。

「あ、ここに居たッスか、クラウ姉さん」

　ふいに声を掛けられて、クラウは部屋の入口を振り返った。

　その入口を完全に塞ふさぐほどの大男が、笑顔のような糸目をしてこちらを見ていた。

　部下のワッハだ。

「何か用ですか、ワッハ」

「や、特に用はないッス。姉さんの手伝いをしようと思って捜さがしてただけッス」

「そうですか。では丁度、倉庫で高い所の荷物を整理したかったので、お願いします」

「喜んで！」

　ワッハは本当に嬉うれしそうに、ハト小屋に併へい設せつされた倉庫に駆けていくと、その場で四よつん這ばいになって「どうぞ姉さん、オレに乗るッス！」と言ってきた。

「…………そうじゃないです」

　クラウは大きく溜息をついた。

　悪い人ではないのだけど、自分とは性格が合っていない気がする。

「……ところでワッハ。やはり、その『姉さん』と言うのはやめてほしいのですよ」

　クラウとワッハには血けつ縁えん関係はない。それどころかワッハの方が年上だ。

「とんでもないッス！」と、ワッハは四つん這いのまま、「戦闘なら負けないと信じきっていた愚おろかなオレを、メッチャメチャのギッタギタに叩きのめしてくれたあの日から、オレは一生クラウ姉さんについて行くって決めたッス。この想いを込めた呼び方は、『クラウ姉さん』以外にないッスから」

「……そうですか」

　もう何度も繰くり返されたやりとりだった。

　慕したってくれるのは嬉しいし、第三管区の中では唯ゆい一いつの仲間とも言える人なのだけど。

　……やっぱり、恥はずかしいです。

　クラウがワッハを叩きのめしたという話も、実際は、模も擬ぎ戦のとき槍やりで接近戦をしようとするワッハに対して、クラウが長ちよう距きよ離り戦せんで弓を放って完勝した、というものなのだから。

　……もっとも。

　森の木こ陰かげに隠かくれていたワッハに対し、約二〇〇ｍ離はなれた距離から、的確に眉み間けんを撃うったことは、ちょっと自分でも出来すぎだと思うくらいだったけれど。

　……あのときの頭への衝しよう撃げきが、何か変な影響を与えてしまってなければ良いですけど。模擬戦用の布を巻いた矢とはいえ、普ふ通つうの人なら気絶するほどですし。

　ともあれ。

　それが要因となって、ワッハはクラウのことを慕っていた。

　このような理不尽な仕事にも付き合ってくれるほどに。

　クラウの部下は他にもいるが、基本的に五一番隊は落ちこぼれの流る刑けい地扱いとなっているため、まともな隊員が居ないのが現状だ。

「ところで姉さん」と、ワッハはまだ四つん這いのままで、「早く乗って欲ほしいッス」

「乗りませんっ」

「なんとっ!?」

　顔面蒼そう白はくになって失望しているワッハはさて置いて、クラウは自分でできる限りの整理をしようと歩き出だした。

　その視界に、サッと影が掛かった。

　空を見上げると同時に羽音が近づいてきた。伝書鳩が帰ってきたのだ。

　そのハトが小屋の止まり木に掴つかまった。クラウは、識別番号を見ずに顔を見ただけで、この子がフラガラック第三管区の八番隊から来た子だと判る。

　この子たちは、クラウにとって大事な同どう僚りようであり、友達だ。顔を見ればどの子か判るし、それに、実はこっそり名前も付けている。

　ちなみに、この子の名前は『はっちゃん』だ……八番隊だから。

　ただ、八番隊は今、定期監視航海中のはず……しかも、まさにクラウが考え込んでいたニヴ島に近い海域が担当だ。それが、わざわざ帰港を待たずに連絡をしてくるなんて。

　クラウは、はっちゃんに向かって手を伸のばした。するとはっちゃんは、喉を鳴らすような声を出しながら、クラウの腕にピョンと飛び乗ってきた。

　……かわいいです。

　丸みを帯びた胸と、ふわふわとして温かい羽。常にキョトンとしている円つぶらな瞳には、ついつい吸い込まれそうになってしまう。そんな子が自分に懐なついてトテトテと歩み寄って来てくれるのだから、これはもう愛さずにはいられない……

　と、つい頬ほおが綻ほころんでしまったクラウだったが、今は職務中だ。

　クラウは必要以上にキリッと表情を引ひき締しめると、まずはっちゃんを「長旅お疲れ様でした」と労ねぎらって、頭を撫なでた。そして、脚あしに付けられた小こ筒づつから紙を取り出して広げた。

『海賊の襲しゆう撃げき　隊長以下一八人負傷　奴隷一つ強ごう奪だつされる』

　クラウの表情が一層険しくなった。

　海賊が出たのなら、フラガラック全体に警けい戒かい情報を伝えなければならない。場合によっては軍に――まずは州立軍に伝える必要も出てくる。

　……けど。

　クラウは、ふと違い和わ感かんを覚えた。

「ワッハ。確か以前に、八番隊の隊長と戦闘訓練をしていましたよね。直接戦った身として、彼かれはどれくらい強かったです？」

「まぁまぁ強かったッスよ。こっちの武器が剣けんだったら面めん倒どうだったと思うッス」
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「ワッハが『まぁまぁ』と言うほどですか……」

　ということは、武術の師し範はんクラスか、少なくとも師範代が任せられるほどのレベルか。それほどまでに強い人間が、ただの海賊に負けたとは思えない。しかも、隊員を含ふくめれば一八人が負傷しているという。

　何かが、起ころうとしている。

　クラウは言い知れない不安を感じていた。

「とにかく、まずは報告に行きます。ワッハは、しばらくここをお願いします」

「喜んでっ」

　ワッハの返事を背に、クラウは屋上を後にした。

　不安を打ち消すためにも、今は仕事に打ち込むのだ。




　今日もまた――

　クラウのもとに、ニヴ島担当の『ニヴとん』が飛んできて、島の現状を伝えてくれた。

　そこには、『このことを、あんたに話さずにはいられない！』という興奮気味な言葉と共に、とある『救世主』の話が書かれていた。

　それは、ニヴ島に小麦粉を届けた、若き英えい雄ゆうたちの話だった。

　……この救世主って、まさか、フラガラックを襲撃したという『海賊』のこと？

　だとしたら……。

　クラウは激しい頭痛に襲われた。

　禁輸品の小麦粉を運うん搬ぱんし、その道中でフラガラックを襲撃した『海賊』が――

　食料難に陥おちいっていたニヴ島に食料を届け、『救世主』となった――

　それは、明らかに違い法ほう行こう為いだ。

　……ですが。

　これは悪？

　それとも、正義？

　法を破る正義？

　法を守る悪？

　ならば秩ちつ序じよはどこにある？

　クラウには、判らなかった。







第二章







１




　ラール号の船長室。

　夜明けの陽光が、窓から射し込んでいる。

　ニーナは、部屋の隅すみにある簡易ベッドから身を起こして、「うんっ」と伸びをした。

　正直、身体も頭も疲れていたのに、ほとんど眠ねむれなかった。それでも、普ふ段だん通り早朝に起きてしまったようだ。

　昨夜――

　ラール号は、敢あえて数時間ほど迂う回かいをしてからニヴ島に到とう着ちやくし、肝かん心じんの小麦粉も届けることができた。

　そのまま昨日は、荷降ろしをしたり、いつの間にか流れで同船していた奴ど隷れいの男性を社員として採用したりと、いろいろ慌ただしくて、みんな食事もままならない状態のまま、倒たおれるように眠り込んでしまったのだ。

　お陰で、あれからリョウと会話らしい会話もできていない。

　……いろいろ、話したいことがあるのに。

　ニーナは「はぁ～」と深く溜ため息いきを吐ついてから、身み支じ度たくを始めた。

　これから朝の散歩をしようと思っている。

　それは、こういった出先で目覚めたときの、ニーナの日課なのだ。

　目的はいろいろあるんだけど、一番大事なのは、情報収集だ。

　自宅にいるときには、伝書鳩がたくさん飼われているから、部屋にいても多くの情報が入ってくるようになっている。だけど、出先にうちの鳩はとは来ないから、代わりに自分の足で少しでも稼かせごうというわけだ。

　部屋に籠こもっているだけだと、世界は狭せまく、何も変化は起こらない。だから外に出て、もっと広い所に飛び出していって、何かの変化に遭そう遇ぐうするチャンスを増やしたい。

　何気ない会話にも社会情勢の変化が見えたり、道みち端ばたの植物だって珍ちん種しゆのものだったりするかもしれないのだから。

「商売にとって大事な財産――それは『情報』だ」

　というのは、メルクリオス商会の先代社長にしてニーナの父：コナーダの言葉だ。

　その言葉を実現するように、ニーナは、より広い場所に出て、より多くの人に出会いたいと思っている。

　それが、商人としての財産になると信じて。

　……だから。

　リョウと出会えたことも、きっと素す敵てきな『財産』になるはずだ。

　昨日の活かつ躍やくを見れば、リョウは、誰もが欲しがるような優ゆう秀しゆうな人材だということは間ま違ちがいない。

　このまま、彼がメルクリオス商会と一緒の道を進んでくれるのなら、それほど有あり難いことはない。

　ただ、それは、リョウが優秀な人材だからということだけが理由じゃない。

　……リョウの性格、嫌きらいじゃないんだよねぇ。

　ニーナは人を見るとき、何よりも、その性格を重視していた。

　一緒に働くことになる社員として――共に生きていく仲間として、その人が相応ふさわしいかどうか。

　リョウの飄ひよう々ひようとした性格は、ちょっと戸と惑まどうこともあるけれど、彼の決断の思い切りの良さは、一緒にいて気持ち良い。

　そうして鮮あざやかに苦境を打開して見せるんだから、もう、格好良いのだ。

　ただそれは、別に恋こいとか愛とかそういう気持ちじゃない……はずだ。

　……どことなく、お父さんに似てるかも。

　ふと、そんなことを考えていた。

　……でも、リョウは、これからどうするんだろ？

　もしできることなら、もう少しだけでも、一緒に仕事ができたらいいと思うけど。

　記き憶おく喪そう失しつ……過去が知れない……そういう人が、これからの未来、何をしようとするんだろう？

　かく言うニーナも、六歳くらいまでの記憶はほとんどないんだけど、それは自分が幼い子供だったからだと思うし、そういうのとは違ちがうだろう。

　……あまり考えすぎても、答えなんて出ないよね。いっそ本人に聞いちゃえばいい！

　ニーナは、これ見よがしに伸びをしながら大きく深呼吸をして、船長室を出た。

　しんと静まり返った船内。話し声も物音も聞こえない。

　まだ誰も起きていないらしい。それもそうか。みんな疲れているだろうし、まだまだ早朝なんだから。

　……それに、久々に安心しきった眠りにつくことができたんだろうし。

　そんなことを思いながら、ニーナは甲かん板ぱんに出た。

　目の前に広がるのは、まるで絵画のような美しい入いり江え。

　巨きよ大だい城じよう壁へきが海を護まもっているかのように、切り立った崖がけが周囲を取り囲んでいる――

　匣はこ庭にわの世界だ。

　穏おだやかな海と綺き麗れいな砂すな浜はま、そして、色とりどりの植物。

　それらが匣のような円えん筒とう状じようの入り江に閉じ込められ、完全に外界から遮しや断だんされている。

　どこか儚はかなげな美しさを感じる。それが、この入り江をさらに綺麗に見せていた。

　この匣庭の世界には、海に繋つながるたった一つの道がある。

　周囲を囲む崖、その一部だけが切り落とされた形になって、外の海と繋がっているのだ。

　ちょうど中型船せん舶ぱくが通とおり抜ぬけられるくらいの幅はばの海道が、唯一の出入り口として、そこにある。

　この入り江は、ニヴ島の一部――島の南側に位置している。

　ニヴ島民がメルクリオス商会のために教えてくれた、自然の要よう塞さいだ。

　この入り江を外側から見ようとしても、唯一の出入り口である海道の正面――方角で言えば真南まで来ないと内部は見えず、単なる崖にしか見えないようになっている。

　ニヴ島の港は西側にあり、南側には何もない。わざわざ南側に来るような船はないから、まずバレることはないのだ。

　ただ、この入り江は、ニヴ島の住居群の裏側に切り込んでいる形をしているため、ニヴ島にとっては最大の急所でもある。

　そんな場所を、メルクリオス商会のために教えてくれた。それこそが、ニヴ島の人たちの感謝の証あかしそのものだろう、とニーナは実感する。

　ふと。

　辺りを見渡すニーナの視界の隅で、何かが動いた。

　崖の上――海かい抜ばつ八〇ｍはあるだろう危険な場所。

　そこで、一人の人ひと影かげが動いていた――

　リョウだ！

　遠くから見ても判わかる特とく徴ちよう的てきなカタナを携たずさえて、リョウが崖の上に立っていた。腰こしに手を当てて、足を肩かた幅はばに開いて、堂々とした立たち振ふる舞まいだ。

　いったいどうやって登ったの……と思ったけど、それは意外と簡単なようだった。

　というのも、この周囲を取り囲んでいる崖の一方は、砂浜から続く緩ゆるやかな斜しや面めんになっていて、そこから崖の上に登れるようになっていた。そして、そこからずっと崖上の傾けい斜しやを登っていけば、八〇ｍほどの高さがある所まで行けるようになっていた。

　……いったい、あんな場所で何を？

　ニーナはそう思いながらも、その足は自然と動いていた。

　リョウの所へ、駆けるように。




　リョウが目覚めたのは、陽ひの出より前だった。

　ちょうど島の漁師が漁に出るところだったから、そこで少し、話をすることができた。

　昨夜、ニヴ島に小麦粉を届けてからというもの、メルクリオス商会はまさに命の恩人として讃たたえられ、特にリョウに至っては、まるで英雄にでもなったかのようだった。

「常識外れの奇き策さくと型破りの剣けん技ぎが、旧きゆう態たい依い然ぜんの『帝てい国こく』組織を破は壊かいした」だとか……

「無数の兵士に襲われても『この荷は絶対に渡わたさない』と守り通した武人」だとか……

「正義の使命は血で汚けがさない。不殺の誓ちかいを胸に刻んだ孤こ高こうの天才剣けん士し」だとか……

　どうも、一晩経たっただけで、話に変な尾おびれ背びれまで付き始めてしまっていたのは困ったものだが。

　ただ、それは島民たちの感謝の気持ちが強く強く込められている、ということなのだ。リョウには、それが何よりも嬉しかった。

　……自分は、そういうことをしたんだなぁ。

　リョウは、数刻前に見たみんなの笑顔を思い出しながら、改めてそんなことを思った。

　リョウの頬を、少し強めの潮風が撫でる。

　ふと、隣となりに数冊積まれている本がパラパラとめくれたので、リョウは咄とつ嗟さに押おさえた。

　この本は、そのとき島の人たちに頼たのんで、貸してもらったものだった。歴史や地理など、知っておきたい情報があったからだ。

　特に気になったのは、地図だ。

　こんな地形、リョウには見覚えがなかった。

　一見すると『い』の字に見えるような形をした、つがいの弧こを描えがく二つの陸地……ただ正確には、左側の陸地は『く』の字に近いうえに、よくよく見ると、この『二つの陸地』は上の部分で細く繋がっている『一つの陸地』だった。

『ウェルザス大陸』と呼ばれる巨きよ大だい大陸だ。

　この大陸は、見た感じが東西二つの大陸に見えるから、みんなは正式名めい称しようよりも、むしろ『西大陸』『東大陸』と呼ぶことが多いらしい。

　大きめの西大陸を支配しているのが、科学大国の『ドネストル帝国』――

　そして、小さめの東大陸を支配しているのが、宗教国の『聖せい教きよう国こくクァルシア』――

　そんな一つの陸地が、海を――『内海』を挟はさみこんでいる。

　一方で、この地図の周り――陸地の外側は、真っ黒に塗られていた。

　作成途と中ちゆうなのか、あるいは部分地図なのか……リョウには判らなかったが、いやに不気味な印象を与あたえてくる。

　そんな地図上に、小さな点と、『ニヴ島』という書き込みがある。

　内海の、中心から南西に少しだけズレた部分。

　……帝国からも宗教国からも、ほぼ等しい距離にある有人島。

　もし自分が商人なら、この島を中ちゆう継けい点てんにして、二大国家を股またに掛かけるような貿易をしてみたい。

　そして、もし軍人ならば、この島を前衛の軍事拠点として、相手国を攻せめるだろう。

　地政学上、この島は、途轍もなく重要な位置にあるのだ。

　なにより。

　この島の特産品は、真しん珠じゆだという。

　いわば宝の島。

　そんな島を、誰も彼もが我わが物にしようと触手を伸ばしている……。

　複雑で汚らわしい利害関係が、この島には渦うず巻まいているのだ。

　ふと、海を見れば、そこに動く影かげがいくつか見える。

　ぽつん、ぽつんと、ニヴ島民たちの舟ふねが漁に出ていた――

　――密漁だ。

　彼らは『航海赦しや免めん証』を持っていない。

　そうである以上、どんな目的であろうと、どんな距離であろうと、『船で海に出る』ことは犯罪になるらしい。

　もっとも、真珠を採取するときだけは、形式上『ある会社の傘さん下か』に入っていることにして、その会社の『赦免証』の影響下に置かれることで、なんとか『密輸ではない』という状態になっているらしいのだが……。

　それは、要するに、その『会社』の意思に従わなければいけなくなる、ということだ。

　リョウは、ここに来て知った。

　ニヴ島の『敵』となっているのは、帝国だけではない。

　その会社もまた、敵になっているのだ。

『ハーメスト商会』――

　この世界の交易の三分の二を支配し、そして、ニヴ島の物品流通を完全に支配している、巨大商会。

　特に、今の社長であるアレモス・ヴァン・ハーメストの力は、皇こう帝ていに勝まさるとも劣おとらないとすら言われており、『経済皇帝』との異名もあるほどだ。

　そんな社長が率いるハーメスト商会は、財力も政治的影えい響きよう力りよくも、ほとんどの地方領主を遥はるかに凌りよう駕がする。実際、ハーメスト商会のために作られた法律も多いという。

　例えば、小麦粉の禁輸措そ置ち……。

　海かい賊ぞくに対たい抗こうしうる力を持つ商会しか取とり扱あつかえないという小麦、それは事実上、ハーメスト商会にしか取り扱いを認めないということと同じなのだから。

　国との癒ゆ着ちやく。

　このように言うと、まるで商会の方が国にすり寄っているようにも思えるのだが、実際は、むしろ国の方からハーメスト商会の機き嫌げんを取ろうとしていることが多いらしい。

　なにせ、ハーメスト商会は、この世界の交易のほとんどを支配している。その機嫌を損そこねたら、商品の流入・流出が乱され、市民生活が成り立たなくなるというわけだ。

　……まさに、この島のように。

　今回のニヴ島の窮きゆう地ちは、ハーメスト商会からの圧力によるものだ。

　ニヴ島の物流を完全に支配しているハーメスト商会は、ニヴ島が必要としている小麦粉を与えないようにする、その一方で、ニヴ島の名産品である真珠を買かい渋しぶる……

　要するに、『小麦粉が欲しければ、真珠をもっと安く買わせろ』と。

　これを「理不尽だ」「横暴だ」と叫さけんだところで、警察も州も国も、その声を聞かない。

　それどころか、ハーメスト商会は法律に従っているだけであり、これを「訴うつたえる」なんて言ったところで、逆に『名めい誉よ棄き損そん』とか『虚きよ偽ぎ告こく訴そ』として訴えられて、終わる。

　このハーメスト商会がある限り、ニヴ島を『助けた』ということになんてならない。

　この一回だけ小麦粉を運んで危機を脱だつしたところで、次回の危機があるだけだ。

　次も助けることができるという保証はない。

　そもそもニヴ島だけが危機にあるわけじゃない。

　まるで、町屋の大火を水みず桶おけ一つで消火していこうとするようなものだ、とリョウは思った。

　もし目前の火勢を弱められたとしても、原因となったモノを消さなければ終わらない。それは、延々と無駄な作業が続くだけだ。

　リョウは、それを痛感していた。

　知らず、厳しい視線で海を睨にらみつけていた。

　この海は、広くて、美しい。

　だけどこの海は、窮きゆう屈くつで、汚れている。

　果てなく広がっているように見えても、そこに進むことが許されないほど――窮屈で。

　光を受けて輝かがやき、清く透とう明めいに澄すんでいながら、権力と横暴でドロドロするほど――汚れている。

　リョウは、ずっと考えていた。

　ここでこれから何をしようか……。

　自分には記憶が無い。

　金も無い。

　友人もコネも……いや、それは幸運にも見つけることができたのだが。

　そんな自分に、今、何ができるのか？

　その答えは――

　何もできない。

　このままじゃ――こんな社会のままじゃ何もできないんだ。

　だから、『このまま』じゃなくする必要がある。

　そのためにも、まず俺おれは……

「おーい」

「……ん？」

　ふと、人の声がしてリョウは振り返かえった。

　ニーナが手を振りながら、崖の上に登って来ていた。




「……はぁ。こ、こんな所まで登ってきて……昨日の今日だけど、疲つかれてないの？」

　ニーナは、少し疲れながら、そして大いに呆あきれながら、リョウに聞いた。

「あぁ大だい丈じよう夫ぶだ。おかげさんで、あんな小島で夜を明かさなくて済んだからな。本当に、ニーナたちには助けられたよ」

「それはこっちの台詞せりふだよ。フラガラックに捕つかまりそうだったのを助けてもらって、だからこそ、お陰かげでニヴ島のことも助けることができたんだ」

「ま、役に立てたようで良かった――」

　リョウは、穏やかに微笑ほほえみながら海を見ていた。その先には、ニヴ島の漁師の船。

「あそこのみんなにも、何度も何度も礼を言われたよ。昨夜もずっと感謝してくれてたってのに、まだまだ感謝し続けてるんだもんなぁ」

　そう言うと、リョウは自分の後頭部を撫でるように掻かきながら、はにかんだように笑っていた。

「それは、それほどのことを、リョウがしてくれたからだよ」

「……そう、なんだろうな」

　リョウは、溜息を混じらせるように呟つぶやくと、

「もし、ニーナたちが捕まっていたら――小麦粉が届かなかったなら、この島の人々は、『島を捨てる』か『命を捨てる』かの二択たくしか道がなかったらしい」

「うん、そうだね……」

　ニヴ島は、年間を通して温暖で、また島であるがゆえに塩害が酷ひどいため、小麦やイモの栽さい培ばいには向いていない。

　そのため、どうしても、主食を外部から購こう入にゆうしなければならない……にもかかわらず。

　肝心の小麦粉は、法律によって、指定業者しか取扱いができなくされているという。

「とんでもない話だ。食料が不足しているってのに、そこに食料を届けようとしたら海賊呼ばわりされて、逮たい捕ほされちまうなんてなぁ」

「……それに、この島の『敵』は帝国だけじゃないから」

　もう一つの敵――むしろ真の敵とでも言うべきか。

　その話は、リョウも島民から聞いて知っていた。

「『ハーメスト商会』か」

「……あ。知ってるんだ？」

「あぁ。さっきあそこのみんなと話をしたし、それに、ちょっと本も読んだからな」

　リョウの隣に積まれた本、その中には、ニーナにも見覚えのある物もあった。帝国が出版している地理歴史の教科書だ。

「……その本、帝国を美化して書いてるから、事実とは掛け離れてるんだよ。あんまり信じちゃダメだからね」

「大丈夫。判ってるさ。事実はちゃんと目の前にある」

「そだね」

　ニーナは、少し安心したように答えていた。

　……リョウは、私たちと同じモノを見てる。

　目指してるモノも一いつ緒しよだったら、良いのに。

　そう思うものの、いざリョウの意志を確かめようとすると、最後の勇気が出てこない。

　すると、リョウが話を続けた。

「まぁ、こんな本でも、いろいろ判って良かったぞ」

「へぇ。たとえば？」

「俺は、この国の字が読めない」

「…………へ？」

　予想外すぎる返答を堂々とされたものだから、ニーナはまともに返事ができなかった。

「だけどな、おかしなことに、文字が読めないのに意味は解わかるんだよ」

「…………うん？」

「不思議だろ？　俺にも全く理由が解らん。実は会話のときも、聞いたことのない言葉なのに意味が解ることがあったんだ。まぁ、言葉を勉強しないで済むから楽でいいけどな」

「そんなお気楽な……」

　と言いつつも。

　ニーナは「やっぱり」と思っていた。

『異世界からの召しよう喚かん』――

　それが現実に為なされたのだとしたら、その『魔ま法ほう』の作用として、この国の――この世界の言語を理解できるようになる、と言われている。

　ただ――

　それは、子供のころに聞いたお伽話フエアリーテイルの内容だ。

「まぁ、お陽さんが二つある世界だ。ちょっとやそっとのことは気にしてられないさ」

「う、うーん……。そこまで吹ふっ切きれるのは、正直すごいと思うよ……」

「そうか？　お陽さんが二つあっても俺は死なないが、フラガラックに捕まったらきっと死ぬ。そう考えたら、お陽さんの優先順位なんて低いもんさ」

「なるほど」

　つい納なつ得とくしてしまった。妙みような説得力がある。

　そこでふと、会話が途と切ぎれてしまった。

　ニーナは気まずさに耐たえきれず、慌あわてて話題を探して質問した。

「リョウは、これからどうするの？」

　思わず口から出たのは、一番聞きたかったことだった。

「それなんだがな。俺は、ここでやりたいことを見つけたんだ」

「そっ、それって何？」

　ニーナは、不安と期待が混在する心境で聞いた。

　もし、リョウのやりたいことにニーナが協力できるなら、まだ一緒にいられる。

　だけど、そういうのが無理だったら……。

　いったいリョウは、何をしたいと言うんだろう？

「俺は、この海を自由に駆かけずり回まわりたいんだ」

　リョウは、目の前に広がる広大な海を指し示しながら、自分の思いを語った。

「この海では、今、自由な商売ができない。帝国の力やそれを借る者たちの横暴……理り不ふ尽じんな法律による抑よく圧あつ……窮屈で雁がん字じ搦がらめの苦しい世界だ。俺は、そんなグチャグチャしているモノを全部ぶち壊こわしたいのさ」

「それって……」

　メルクリオス商会のやろうとしていることと同じ……いやそれどころじゃなくて、それ以上のことをやろうとしている、ということだ。

「ニヴ島が苦しんでいるのは、『小麦粉が無い』とか『真珠を安く買い叩たたかれる』ってのが理由だが、じゃあ小麦粉があればいいのか？　真珠が高く売れればいいのか？　違うだろ？　そもそも、帝国やハーメスト商会が好き放題にやっているのが悪いんだ」

「う、うん。それはそうだけど」

「だから、そいつらをぶっ潰つぶす」

「つ、潰すって言っても……。相手は科学大国の帝国と、世界の交易の三分の二を支配する巨大商会なんだから、そう簡単には……」

「まぁな。これを実現するには、何十人何百人の規模じゃなくて、何千人何万人の規模で、人を動かさなけりゃいけないだろう。『人助けの為ために力を貸してほしい』と言ったところで、偽ぎ善ぜんも含めて賛成する者は多いだろうが、いざ身み銭ぜにを切って協力しようとする者は、限られてしまう。それでは駄だ目めなのだ」

「うん……」

　それは、今回のニヴ島の件でも、現に起こった問題だった。

『人助け』という綺き麗れい事ごとだけでは、賛同の意見は集まっても、実際の人や金は集まってくれない。それでは結局、『人助け』ができないのだ。

　今のメルクリオス商会では、数十人――頑がん張ばっても百数十人を動かすのが限度だ。この規模だと、人口四〇〇〇人程度のニヴ島を、一週間くらい救うのが精せい一いつ杯ぱいでしかない。

　なら、これ以上の人を、リョウはどうやって動かすつもりなんだろう？

「人間ってのは、『人助けのため』だけじゃ動かない者も多い。そもそも、帝国が横暴を振るっている中では、他人を助けるほどの余よ裕ゆうがあるとは思えない。だけど、俺の目的を達成するためには、そういう人間も動かせるような熱意がどうしても必要になる」

　そしてリョウは、そこで息を整えて言い放った。




「だから俺は、『貿易王』になってみせる」




「……え？」

　突とつ然ぜんの、突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、ニーナは思わず返答に困った。

　対するリョウは、まるで子供のようにキラキラと瞳ひとみを輝かせて、

「世界中の人間に、儲け話を見せつけるんだよ。帝国にもハーメストにも負けず、自由な商売をしてみせて、それで莫ばく大だいな儲もうけを手に入れてみせるんだ。これから俺が創つくるのは、無一文から始まる男の成り上がり物語だ！」

「……それは、現在の『経済皇帝』――ハーメスト商会とは違うこと、なんだよね？」

「当然っ！」

　リョウは、楽しそうな笑えみを浮うかべながら叫ぶ。

「俺が目指しているのは、自由で公平な商売だ。ハーメスト商会のような、独どく占せんと権力で集められた金なんて要いらないのさ。自由で公平で、誰だれもがみんな儲けられるかもしれない……そういう夢を見せつけたいんだ」

「……夢を？」

「あぁ。それが一いつ般ぱん市民を動かしていくんだ。『貿易王に出資すれば大儲けできる』と。さらには『貿易王のやっていることを真似まねすれば、もっと大儲けできる』と。そうやって人々の夢に――欲に、訴えかける。

　その夢を実現した者として、まずは俺が貿易王になってみせるってわけさ！」

「…………」

　ニーナは顔を強こわ張ばらせながら、もう、絶句するしかなかった。

　とんでもない大たい言げん壮そう語ご――まさに夢物語だ。

　リョウの考えていることは、自分たちとはスケールが一回りも二回りも違っている。

「それが結果として、この世界そのものを変える力になる――絶対的な権力をも覆くつがえすような力だ。俺は、そういうことをやりたい――やってみせる！」

　リョウはそう言って、海を見つめた。

　迷い無く、真まっ直すぐに。

「……リョウは、ハーメスト商会を相手にしても、勝てると思ってるの？」

　ニーナが不安を感じて聞くと、リョウは、意外そうな顔をしたまま固まっていた。

「え？　な、なに？　私の言ったこと、何か可笑おかしかった？」

「そういうニーナは、もう相手にして戦っているじゃないか」

「……え？」

「それどころか、帝国まで敵に回している。この島を助けるってことは、そういうことだ。俺はそれを見たからこそ、自分も何かできないかと思ってたんだが……それともまさか、ニーナは最初から失敗するつもりでこの島を助けたのか？」

「違う！　私がこの島を助けるのは、そんな中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちじゃない！」

　リョウの言葉に、自分でも驚おどろくくらいの大声を返していた。

　リョウは、少し呆あつ気けに取られながらも、

「だろ」

　と、笑え顔がおで言ってきた。

「……だね」

　ニーナも、思わず笑みを漏もらしていた。

　この気持ちに嘘うそはない。

　ただ、正直に言えば、ニーナには、ちょっとした私情もある。

　ハーメスト商会には、ニーナの知り合いが――幼おさな馴な染じみのライバルがいるから。

　ミレイユ・フォン・ハーメスト。

　アレモスの孫まご娘むすめの、ニーナと同い年の少女。

　彼かの女じよには、負けたくない。

　たとえ商会の規模に雲うん泥でいの差があるとしても、だからこそ、気持ちの面で負けるわけにはいかないのだ。

　今のハーメスト商会の仕事に、ミレイユがどれだけ関かかわっているのかは知らない。だけど無関係ではない以上、ハーメスト商会には負けたくない。

　ニーナは、西の海を見つめた。

　この海の先――ドネストル帝国にあるハーメスト商会を、見やるように。

　するとリョウが、ニーナと同じ方向を向きながら、言ってきた。

「ニーナ。俺を雇やとってくれないか？」

「ぇ…………えっ!?」

　自分が言おうとしていたことを先取りされて、ニーナはひどく困こん惑わくした。

「俺にはやりたいことがある……だけど俺一人では何もできない。ただ、俺はメルクリオス商会と――ニーナと同じ気持ちを持っていると思っているんだ。俺は、仲間が欲ほしい。信しん頼らいできる仲間と一緒にやっていきたいんだ」

「信頼できる、仲間……」

　ニーナは、その言葉を噛かみしめるように繰くり返して、

「でも、私たちでいいの？　他に、もっと良い人がいるかも……」

「いないさ」

「えっ……」

　リョウは、ニーナに向き直りながら、

「このニヴ島を助けるため、一番乗りでここに辿たどり着ついた。それはニーナたちしかいないんだ。だからこそ、俺は他の誰でもない、ニーナこそが最高だと思っているんだよ」

　リョウの真しん剣けんな表情に、ニーナは思わず息が詰つまってしまった。

　ニーナの心臓は、うるさいくらいに激しく脈打っている。別にそういう――恋れん愛あい的な話じゃないのに。

　多分、今の自分の顔は真っ赤だろう。凄すごく熱いのだ。そんなに見つめられていたら、余計に恥はずかしい。

「でも、それは、リョウの助けがあったからで……」

　ニーナは、照てれ隠かくしもあって視線をずらしていた。せっかくリョウの方から来てくれてるのに、ニーナがそれを受け止めきれてない。

　そこにリョウは、とどめになる一言を言ってきた。

「だったら尚なお更さらだ。俺とニーナが一緒にいれば、最強ってことだろ」

　無む邪じや気きな笑みを浮かべながら、そんなことを言ってきたのだ。

　……もうっ。

　ここまで言われたら、これに応こたえられない自分は、情けなさすぎるじゃないか。

　ニーナは、ゆっくりと呼吸をして、気持ちを強ごう引いんに落ちつけると、

「私の方こそ……リョウ。私たちと一緒に働いてほしい。……良いかな？」

「もちろん、喜んで」

　リョウは、満面の笑みを浮かべながら、スッと手を差し出だしてきた。

「まだまだ至らない社長だけど、これからもよろしくね」

　ニーナも、ちょっと照れた笑顔になっちゃったけど、リョウの手を握にぎり返した。

　大きくて、少し硬かたくて、そして、すごく熱い……。

　これはリョウの心を表しているんじゃないか、なんて思ったほどに。

「まずは、このニヴ島を助けよう。一緒に！」

　ニーナが言うと、

「あぁ。俺の仕事はここから始まるんだ。そしていつか……」

　リョウはここで、思い切り息を吸うと、

「俺は、この世界の貿易王になってみせるっ！」

　急に海に向かって、決意を込めて叫んだ。

　すると。

「誰だうるせぇぞ！」「朝っぱらからふざけんなっ！」

　眼下にあるラール号から、響ひびく怒ど声せい。

　ニーナとリョウは顔を見合わせて、同時に吹き出すと、そそくさとその場から逃にげた。




　　　　　～～～




　新入社員リョウの紹しよう介かいは、する意味がなかった。

　というのも。

　みんな昨夜から、ことあるごとに「リョウがうちに入ってくれればなぁ」みたいな話をしていたようなのだ。

　改めて、「リョウが社員になったよ～」と言ったところで、みんな「あぁ、やっぱり」とか「ですよねー」とか「あれ？　まだ入ってなかったんだっけ？」なんて言われる始末。

　……まぁ、とりあえず。

　リョウの入社に嫌いやな顔をするような人が一人もいなくて、それは良かった。

　それどころか、メルクリオス商会の面々にとっては、まさに恩人として活躍してくれた人なだけに、リョウはもう我が社しやの幹部のような――いわば『参さん謀ぼう』みたいな立ち位置として受け入れられていた。

　そのお陰もあって、リョウはニーナの隣に居るのが普ふ通つうだ、という感じになっていた。

　すると、それを見たブロムスがニヤニヤしながら言ってきた。

「ニーナ、ずいぶんリョウに惚ほれ込んだみたいだなぁ――」

「べっ別にっ！　惚れてるとかそういうわけじゃないしっ」

「――リョウの能力に、惚れこんでるみたいだな」

「…………え？」

「いやぁ。俺もリョウのセンスっつうか知略っつうか、そういう能力が凄すごすぎて、マジで惚れ惚するからな。当然っちゃあ当然だ」

「…………」

「……で。ニーナよ、なに顔を赤くしてんだ？　……痛ぇっ!?」

　ニーナは無言でブロムスの膝ひざを蹴けりつけた。

　まぎらわしいっ！　……恥ずかしいっ！

　ニーナは恥ずかしさとか怒いかりとかで身体からだがカッと熱くなって、いたたまれなくなった。

　でも。

　……別に、本当に、恋こい心ごころとかそういうのは、良く判らない。

　ただ。

　少なくとも、リョウのことを『ただの一社員』として見ているわけじゃない。そこに他の感情があるのは、否定しない。

　……良く判らない。

　今は、ただ単純に、リョウと一緒に仕事がしたい――同じ夢に向かって突つき進すすみたい。

　そういう気持ちが、凄く強いんだ。




　ニヴ島で迎むかえる、朝食の時間――

　ニヴ島のみんなが、「是ぜ非ひお礼に」と、簡単な食事会を開いてくれた。

　昨夜から何かと「お礼をさせてくれ」と言ってくる島の人たちに対して、ニーナたちは「無理はさせられない」と断固拒きよ否ひしてきていたんだけど……。

「島民四五〇〇人の総力で、あんたたちがお礼を受け取るまでは島から出さんぞ！」

　とかいう徹てつ底てい抗こう戦せんを受けて、ついにその熱意に負けてしまったというわけだ。

　と言っても。

　さすがに、あれだけ大変な思いをして運んできた小麦粉を、ニーナたちのために使われてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうだから、食材は限られている。

　それは、真しん珠じゆ貝がいの身だ。

　ニヴ島は真珠の名産地だから、必然、真珠貝をかなり獲とることになる。と同時に、みんな真珠ばかりに目が行って、真珠を取りだした後の貝の身は見向きもされない。

　正直、他の貝と比べても美味おいしいわけじゃないし腐くさりやすいから、商品価値なんてない。

　そのため、真珠貝の身は、それこそ腐るほどにあるのだ。

　他にも、カシューナッツなどの木の実が、それなりに採れるようだった。

　そういう意味だと、この島が『飢き餓が』状態になることはないらしい。

　それでも、この島の塩害と高こう湿しつ度どは作物の天敵なので、食しよく料りよう事情は非常に悪い。

　今回のように、一つ流通が停てい滞たいしただけで、経済的にも生命的にも、酷く揺ゆさぶられることになってしまうのだ。

　ニーナはそんな世間話で情報収集をしながら、ついつい女性たちの手伝いをして、一緒に料理を作っていた。

　美味しそうな食材を目まの当あたりにしたら、料理好きの心が疼うずいちゃったのだ。ちょうど島の人たちも、料理がマンネリになって悩なやんでいたらしい。

　ならば、ここはもう腕うでを振るうしかない、と。

　新しん鮮せんだからこそ食べられる貝の刺さし身みは当然ながら、それを酢すと香こう草そうで和あえたマリネを作ったり、島で作っている果実酒で蒸してみたり――

　さらには、カシューナッツと貝を炒いためてみたら、ナッツから油分が出て、良い感じに香かおりが付いた。

　そんなふうにニーナが張り切ってしまった結果……

　食事会には、想像していた以上の料理ができてしまって、島の多くの人も参加して歌えや踊おどれや、宴えん会かいのような状態になっていた。

「改めて、メルクリオス商会の皆みなさん。今回は本当にありがとう！　フラガラックに襲おそわれながらも届けてくれたと聞いている。島民全員、みなを心から尊敬し、心から歓かん迎げいさせてもらう」

　ニヴ島の代表の男：ダナンが、目に涙なみだを浮かべながら、深々と頭を下げてきた。

　ダナンのがっちりした骨格と、陽ひに焼けて黒光りする太めの肉体は、一見すると食しよく料りよう難なんとは無む縁えんのようにも見える。ただ、以前にもニヴ島に来たことがあるニーナが見れば、そのときから一番やつれたのは、このダナンだった。

　それだけでも、ここ最近のニヴ島の苦境が痛いほど伝わってきた。

「お陰で、島のみんなにも笑顔が戻もどってきた。特に、子供たちがはしゃぎ回るようになってな、一気に騒さわがしくなってくれたよ」

　そうダナンが話している間も、島の子供たちは元気いっぱい、会場になっている集会場を駆け回ったり笑ったりこけて泣いたりと、落ち着く暇ひまもないほど大おお忙いそがしみたいだった。

　ふと、ニーナは、この島に着いたときの光景を思い出していた。

　大人も子供も、日ひ陰かげで横になり、ピクリとも動いていなかった、異様な光景。

　それこそ本当に集団餓が死ししてしまったのかと思って慌ててしまったほどに。

　いつまともな食事ができるかも判わからないから、必要以上に動かない生活。

　会話も歌も踊りもない、無む為いな静せい寂じやく。

　そうやって、一日をただ生きているだけ……。

　それが、今は――

　走り回って踊り乱れて、笑い声や歌声がそこら中から聞こえてくる。

　自然と、ニーナの頬ほおも緩ゆるんでいた。

「この恩は、いつか必ず返させてもらう……と言いたいんだが、正直に言えば確約できるものじゃない。そういう気持ちは本当にあるんだ……だが、返せる物がない」

「いえ、そんな。別に私たちは……」

　と、ニーナが気を遣つかわせないように言おうとしたら、

「どうして真珠は貰もらえないんだ？」

　と、横で料理を頬張っていたリョウが言い放った。

　その真っ直ぐすぎる要求に、ニーナは口を開けたまま固まってしまった。

「そうかぁ……ははっ。やっぱり真珠が欲しいよなぁ」

　ダナンは、苦く笑しようしながら頭を掻いて、お酒をグイッと呷あおった。

　すると、リョウも苦笑しながら頭を掻いて、

「あぁ、まぁ、欲しい」

　と正直に言いながらも、

「ただ、俺もこの島が苦しいのは解っている。俺は、真珠が貰えない理由のことを詳くわしく聞きたいんだ。ハーメスト商会が、小麦粉をネタにして真珠を買い叩いていることは知ってるんだが、俺たちが買えない理由は知らないもんでな」

「おぉ、そういうことか。……お前さんは、リョウだよな。フラガラックを追おい払はらうときに、記き憶おくがないにもかかわらず、奇き抜ばつな策と圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とうを披ひ露ろうしたって聞いてるぞ」

「奇抜……と言うほどのものじゃなかったけどなぁ」

　自覚がなかったの？

　と思わず言いそうになったのを、ニーナは抑おさえた。

　考えてみれば、リョウは、普ふ段だんの行動からして奇抜だった。

　今朝も、あんな高い崖がけの上に立っていたし、そこでいきなり自分の野望を叫んだりしていた。

　そんなことを平然とやってのけるような人が普段通りに考えた策は、なるほど、奇抜な策になっちゃうだろう。

「ま、聞きたいなら説明するが、酒の愚ぐ痴ちになるのは勘かん弁べんしてくれな」

　そう断ってから、さっそくお酒で口を湿しめらせておいて、ダナンは説明を始めた。

「一言で言えば、この島の真しん珠じゆは、もう既すでにハーメスト商会に買い占しめられているんだ。だから、今から他人に売ったり譲ゆずったりが出来ないようになっている。それをやっちまったら莫大な『違い約やく金きん』を払う羽目になって、俺たちの財産が没ぼつ収しゆうされるどころか、島まで売らなきゃならなくなるんだよ」

　最後の方は、吐はき捨すてるような言い方になって、

「あの連中に掛かかれば、こんな小さな島、簡単に経済支配できちまう。その上で『交こう渉しよう』してくるわけだ。『小麦粉が欲しいか？　ならば、真珠を対価に売ってやろう』ってな」

「それは、実際どれくらいの対価になってたんですか？」

　というニーナの問いに、

「……うちの最高級の真珠ひとつで、小麦粉二〇㎏だ」

　ダナンは悔くやしそうに、そう答えた。

「え？」

　ニーナは聞き間ま違ちがえたと思った。ありえない。

「……本当に、たった二〇㎏？」

「そうだ」

　ダナンは、はっきりと頷うなずいていた。

「すまんニーナ」とリョウが声を掛けてきた。「相場はいくらだ？」

「ニヴ島産真珠の、最高級品なんて言ったら、一粒つぶで小麦粉八〇〇㎏以上……」

「はっぴゃ……」

「ここの最高級真珠って言ったら、金貨で一八枚とか二〇枚はするよ。金貨が一枚あれば、それだけで三人家族が冬を越こせるってくらいのものなのに」

「…………」

　これには、さすがのリョウも絶句していた。

　ニーナだって、リョウに説明しようとしているからこそ、言葉を話していられるけど、もし純じゆん粋すいに話を聞かされる側の人間だったら、顔を引ひき攣つらせて何も言えなかったと思う。

　それくらい、酷いんだ。

「ちょろいもんだろ？」

　ダナンが自じ嘲ちよう気味に吐き捨てる。

「安く仕入れた物を高く売る。商売の基本ってやつだ。しかも、ちょっと苦しめればどんどん仕入れが安くなる。『契けい約やくの交渉』とか言いながら、実際は強きよう迫はくさ。またしばらくしたら、今週分の『交渉』をしに来るんだろうけどなぁ……」

　そう呟くダナンの顔には、もう諦あきらめに近いような笑いが浮かんでいた。

「となると、その『交渉』が来る前に、なにか対策をとっておきたいな」

　リョウが呟いていた。

　……この人、もう頭を切り替かえて、次を見てる。いったいどんな頭をしてんの？

　こっちはまだ、真珠のショックが抜ぬけ切れてないって言うのに。

　するとそこに、ダナンが困惑したような顔を浮かべながら、

「ちょ、ちょっと待ってくれ。もしかして、これ以降も俺たちのことを助けようとしてくれるつもりなのか？」

「そりゃ当然だろ。なぁ？」

「ふぇ？」急に話を振ふられて、ニーナは珍ちん妙みような声を出しちゃったけど、「えと、助けるつもりです……て言うか、まだこの島は大変な状態だから、無視なんてできないですよ」

「だ、だが、これはそもそもニヴ島とハーメスト商会の間の問題だ。帝てい国こくも絡からんでいる。これ以上、部外者のあんたらを巻き込むわけには……」

「ん？　何を言ってるんだ？」

　と、リョウは飄ひよう々ひようとした感じで、

「俺は部外者なんかじゃないぞ。さっきも言ったじゃないか。俺は『真珠が欲しい』って。つまり俺は、取引を持ちかけようとしている商人だ」

「いや、だが、真珠は渡わたすことができないと……」

「そう。ハーメスト商会が買かい占めをしているせいで、俺は真珠を買えない。だったら、ハーメスト商会の買い占めを止めさせるべきだ」

「そ、それは、そうだが」

「これは人助けかもしれないが、それ以前に、れっきとした儲け話なんだよ。逆に、この後のニヴ島を見捨ててしまったら、今回のことが完全に無む駄だになる――損害になっちまう。俺たちが儲けるためにも、ニヴ島には普通の生活をしてもらわないと困るんだ」

「……そう言われても、そんなこと、できるのか？」

　ダナンは、希望と不安が入り乱れたような目でリョウを見つめていた。

「それは判らん」

「「…………へ？」」

　ダナンだけでなくニーナも、間の抜けた声を漏らしてしまった。

「それができるかどうかは、これから情報収集して考えるさ。今はただ、そうありたいと思っているだけだ」

　またしても大言壮語だ。

　根こん拠きよも何もあったもんじゃない。

　……まぁ、私も人のことを言えたものじゃないけど。

　なのに、なんでだろう？

　リョウならやってくれそう。

　そんなふうに思ってしまうのだ。

　それは、きっと……。

　リョウの抱いだいている想おもいが、強すぎるから。

　その固い信念が、周りにいる人を巻き込んでいくんだと思う。

　ここでも、もう一人――

「そういう話なら、俺おれもひとつ乗らせてもらおうか。ハーメストの連中がいなくなれば、あんたたちに真珠を渡そう。もちろん、今回の小麦粉の代金も含ふくめてな」

「ふふっ。商談成立だな」

　リョウが笑うと、ダナンも声を上げて笑って、二人ガッチリと握あく手しゆを交かわしていた。

　ダナンの表情に、明るさが出ていた。

　それはまるで、生きる希望を見つけたかのように。

　するとダナンは、ニーナの方に向き直ってきて、

「ただ、ニーナちゃんもニーナちゃんで、しっかり儲けないとダメなんだろ？　赦しや免めん証の『更こう新しん税』を払わないと、商売自体ができなくなっちまうぞ」

「いえいえっ、それは大だい丈じよう夫ぶですよ。うちには優ゆう秀しゆうな社員もいますからね」

　ニーナはダナンに無用な心配を掛けないよう、咄とつ嗟さに見み栄えを張っていた。

「なるほどなぁ」

　と、ダナンは納得したように、リョウを見やっていた。

　当のリョウは、『更新税』のことを知らないためか、あまりピンと来てないようだった。

　航海赦免証は、一回手に入れたらそれがずっと使える……というわけじゃない。

　メルクリオス商会では、半年前に、『相続』によって社長の地位がコナーダからニーナに継けい承しようされている状態にある。この場合、先代社長の赦免証を受うけ継つぐためには、一定期間内に『更新税』を支し払はらわなくちゃいけないのだ。

　その期間は、相続から一〇ヶか月げつ。

　帝国の法律にしてはまともな期間ではあるけれど、その額が莫大たった。

　金貨にして二〇〇〇枚――銀貨では四万枚を越えてしまう。

　もし、その額をニヴ島の真珠で払うなら、最高級品でも一二〇個が必要になる。ちなみに、ニヴ島での最高級品の年間採取数は、最盛期でも八〇個足らずでしかない。

　一応、今のメルクリオス商会の資産を掻かき集あつめたら――家も船も何もかも全部売うり払ったら、金貨一五〇〇枚にはなる。

　ただ、物を買うお金もなくなるし漁に出る船もなくなるから、今のニヴ島より悲ひ惨さんな状じよう況きように陥おちいることになるけれど。

　こんな状況で、よくも『大丈夫』だなんて言えるものだと、自分でも思う。

　……でも。

　だからって、クヨクヨしてるだけなら何も始まらないんだ。

　自分は、何かいい案が浮かぶような頭は持っていないから、だったらせめて、みんなが落ち込んだりしないように頑張っていきたい。

　それが、ニーナの社長としての仕事でもあるのだから。

「俺たちの救世主に幸運があるよう、祈いのってるよ。俺たちも、できる限り頑張るからよ」

「あ、ありがとうございます」

　ニーナがお礼を言うと、ダナンは笑みを返してから、別の席に絡みに行った。

　本当のところ、ニーナは『無理をし過ぎないように』と声を掛けてしまいそうだった。だけど、今のニヴ島は、無理をし過ぎないと生きていけないような状態なのだ。そんな状態の人に、余計に気を遣わせるようなことは、言えなかった。

　すると、リョウが声を掛けてきた。

「ニーナは、何かいい案はないのか？　ニヴ島を救うにも、どうも俺には情報が足りなくてなぁ」

「……私、そういうのを考えるのは苦手なんだ。今回のだって、小麦粉が無いって言うから小麦粉を持ってきただけで、実はこの後のことなんて考えてなかったし……あはは」

　ニーナは、周りを盛り上げて一つに纏まとめるのは得意なんだけど、実際、それで何かを具体的にやろうとすると、なかなか案が出てこなくて、上手うまいこと進んでくれない。

　みんなが持もて囃はやしている『直観』とか『決断』とか言われているモノも、いつもズバッと決まるようなモノじゃないのだ。

　ニヴ島を救いたい……じゃあ何をすればいい？

　ここが、ニーナには難しかった。

「とりあえず、本社のある私の故郷に戻らないと。伝でん書しよ鳩ばとが使えそうな情報を持って来てるかもだし、そこまでの道中も八時間くらいあるから、ゆっくり考えられるし」

「そっか。……確かに、ここに居ても受け身の防戦一方にしかならない。戦いには、攻せめも守りも講和も必要ってことだ」

　と、リョウは頷いて見せると、

「ニーナは、ハーメスト商会の中に知り合いは居ないか？」

「……え？　えと、居るには居るけど……」

　急に聞かれて、そして咄嗟に社長の孫娘であるミレイユのことが頭に浮かんで、ニーナは返答に困った。

「その知り合いは、具体的にはどういう人だ？」

「私の友達なんだ。ミレイユ……ミレイユ・フォン・ハーメスト。ハーメスト商会の社長の孫娘だよ」

「ほぉ……」

　リョウは少し驚いたように息を漏らすと、

「なるほど。社長の孫娘が、俺たちの仲間になってくれたら最高だな」

　満面の笑みを浮かべながら、とんでもないことを言ってきた。

「……え」

　……『仲間』に、する？

　あまりに予想外の言葉に、ニーナはちょっと理解が遅おくれながら、

「で、でも、『仲間』って……私たちは、これからハーメスト商会と敵対することになるんだよ？」

「だからこそさ」

　リョウは、いつも通りの飄々とした口調で、

「ハーメスト商会は、かなりの強敵なんだろ？　だったら、相手のことを良く知らなきゃ、勝てるものも勝てなくなる。こういうことは、外で噂うわさを聞いてるよりも、中の本人に話を聞いた方が手っ取り早いし、確実だ」

「う、うん。そりゃそうだろうけど」

「強大な相手と戦うときは、敵だからと言って常に全面対決ばかりしてたら勝ち目がない。相手の凄い点は認めて、その力を利用するんだ。昨日のフラガラックを相手にしたとき、帝国の力を利用したように……」

　……まぁ、あのときは失敗しちまったけどな。とリョウは苦笑して見せた。

「それでリョウは、ミレイユを仲間に？」

「あぁ」と、リョウは笑顔で頷くと、「まぁ、相手の意志にもよるが、もしニーナが乗り気じゃなかったら、一人でハーメスト商会に突っ込むつもりだ」

「そ、そんなこと……っ!?」

　困惑しているニーナの脳のう裏りに、突然、さらに困惑するような光景が浮かんできた。

　それは、癖くせのある黒くろ髪かみの男性と、ナチュラルウェーブのかかった長ちよう髪はつをなびかせる少女が、どこかのパーティ会場で豪ごう奢しやに着き飾かざりながら、楽しそうに談だん笑しようする姿……

　男性の方は、リョウ――

　少女の方は、ミレイユ――

　その二人が寄より添そう姿は、まるで夫ふう婦ふのようで……。

　……いやいや、まさか。

　リョウだけがハーメスト商会に行ったらこんな未来が待っている、とでも？

　ニーナは、そんな自分の不安を掻き消けしたくて頭を振った。こんなの、まったく根拠の無いただの妄もう想そうなのに。

「解ったよ。行こう、ミレイユの所に」

　ニーナは決めた。

　まるで、不安に押おし切きられたかのようにも思えるけれど、別の気持ちも強かった。

『直観』だとか『決断』だとかそんなものは抜きにして、ただ純粋に、リョウのことを信じてみたかった。

　だってリョウは、ニーナが曖あい昧まいにしか感じられない『目標』を、『具体的な形』にして、示してくれるのだから。

　それは、自うぬ惚ぼれとか勘かん違ちがいかも知れないけれど。

　信じてみたいと思わせるモノが、リョウにはある。

　そう感じていた。




　こうして。

　メルクリオス商会の、次の目的地が決まった。

　それは、ハーメスト商会の、ミレイユが居るであろう街――

　テトラ州の州都にして、帝てい都と最大の港こう湾わん商業都市：トルーズ市だ。




２




　ドネストル帝国テトラ州トルーズ市――

　帝国最大規模の港湾都市にして、商業・流通の中心にある街。

　その中心部には、頑がん丈じような街がい壁へきに守られている小高い丘おかがある。

　そこは、物理的な意味で高みにあるだけでなく、政治、経済においても高みにある者たちが集まっている。

　そんな中。

　街壁より高く築かれた見晴らしの良い建物と、広大な庭を擁ようしている豪ごう邸ていがあった。

　ここは、ハーメスト家が有している別べつ荘そうの一つだ。

「そんなこと、納なつ得とくできるわけないじゃないっ」

　その一室――豪奢な造りのダイニングルームに、凛りんとした声が響き渡った。

　声の主は、ミレイユ・フォン・ハーメスト。

　ミレイユは、天然のウェーブを帯びた長髪を揺らしながら立ち上がって抗こう議ぎしていた。

　だけど――

　その抗議を受けた相手も、周囲の使用人たちですら、ミレイユの声を気にしていない。

　いつものこと。日にち常じよう茶さ飯はん事じ。

　そんなふうに思われているのだ。

「おじい様。なぜここまでニヴ島の人々を苦しめる必要があるの？　子供までも食べ物がなくて苦しんでいる……そこまでして安く安く買い叩たたいた真珠に、何の価値があるって言うの？」

　厳しい表情で問とい質ただすミレイユだったが、彼女に対面している『おじい様』――アレモスは、まるで小鳥のさえずりでも聞いているかのように落おち着き払ったまま、

「現に、その差額は我々の利益となっている。お前がこうして豪ごう華かな食事をとり、高級な服を着ることができるのも、すべてはその利益の賜たま物ものなのだ」

　ゆっくりと、低く響く声で、教え諭さとすように言ってきた。

　ハーメスト商会社長：アレモス・ヴァン・ハーメスト。

　御おん歳とし六八。白しら髪がの目立つ髪かみに、細身の体つきは、年相応の弱さを感じさせる。だが、それを補って余りある鋭するどい眼光と、微み塵じんの動どう揺ようも見せない心の強さが、彼かれにはある。

　同業者は、彼に対たい峙じするだけで声が震ふるえ、目を真まっ直すぐ見ることすらできなくなる。

　もはや、同業者には比ひ肩けんする者がない。他の全商人の利益を合算したところで、このハーメスト商会の三分の一にも満たない。

　彼の相手たりうる存在は、帝国のみ。

　そんな事実を体現しているかのような容よう貌ぼうだ。

「私は、そんなに豪華な食事も、そんなに高級な衣服も求めていないわ。私たちがこんな無む駄だ遣づかいを止やめれば、その分、ニヴ島の人は穏おだやかに……」

「お前は――」

　アレモスの声がミレイユの声を断たち切った。

「この食事を作った人間が『無駄』なものだと言うのか？　この衣服を作った人間が『無駄』なものだと言うのか？」
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「そ、そんなことっ……」

「我々がこの食事をとらなくなるということは、この食材を作り出した者や、この料理を作った者の仕事が無くなるということだ。我々が衣服の質を落とすということは、高級な衣服を作る者の収入が減るということ……それだけではなく、高級な物を作っても売れないのならば、みな適当な物を作り出す。つまり被ひ服ふくの技術が下がることにもなる。お前はそれで良いと言うのだな？」

「そ、そんなの詭き弁べんだわ。それでニヴ島の人を苦しめて良いわけじゃないもの」

「あんな辺境の島の経済が良くなったとして、ならば、この世界にどのような影えい響きようが出てくるのだ？　我々ハーメスト商会は、世界を牽けん引いんしていく存在であり、現にその力を持っている。我々は、常に最先端を進まなければならないのだ」

「その裏で、どれだけの人を苦しめても？」

「その雑多な人間が苦しんだところで、経済的な影響は、皆かい無むだ」

　アレモスはそう言うと、もはや話すことはないとでも言うように、黙もく々もくと食事を始めた。

　ミレイユは思わずその顔に紅茶でもぶちまけてやろうかと思ったけれど、すんでのところで堪たえながら、ダイニングルームを出て行った。

　心の中は大おお荒あれでも、表向きだけはお嬢じよう様さま然としている。

　良くも悪くも、幼いころからの教育が身についてしまっているのだ。

　お陰かげさまで、表と裏の差が激しくなるばかりだけど。

　……まったく。おじい様には『人間味』ってモノが無いのかしら！　何を話しても二言目には『経済性』だとか『価値』だとか、まるでヒトも真珠も区別なく、ただの商品のように扱あつかわれている気分だわっ！

　まるでと言うか、きっと本当にそうなのだろう。

　……それなら。

　私の――ミレイユ・フォン・ハーメストの商品価値は、どこにあるの？

　思い当たる節はある。

　それは、交友関係だ。

『コネ』と言いい換かえた方が良いかもしれない。

　ミレイユは――自分で言うのもなんだけど――モテる。

　一七という年もあって、縁えん談だんも多いし、告白された回数も数えきれない。

　もちろん、そのほとんどが、ハーメスト商会の財産目当てだということは解わかっている。

　だけど、それだけに限らず、ミレイユ個人を目当てにしてくる人も多い。どこまで本気かは判らないけど、「財産目当てなんかじゃない。このまま駆かけ落ちしたっていい」なんて言ってくる者までいた。

　アレモスは、そういった交友関係――コネクションを広げるように、ミレイユが幼いころから常に社交の場へと連れ出していた。

　それが一種の広こう告こく塔とう・販はん促そく行動にもなっていたというわけだ。

　ミレイユと仲良くしたければハーメスト商会を贔屓ひいきにしろ、と。

　自分も自分で、どういう言動をすれば相手に好かれるかとか、敢あえて嫌きらわれるにはどうすればいいかとか、そういう人間関係の駆け引きばかりが上手くなっていた。

　本心とは別のところで、虚像アイドルの『ミレイユ』を演じているのだ。

　こんなことをしているせいだろう。

　歩み寄ってくる男ばかりが増えていくものの、逆に、同性には疎うとまれて嫌われていく。

　そもそも男性だって、本心のミレイユを解ってくれている人なんていないのだ。

　ミレイユには、友達と呼べるような人なんて一人も……

　…………いや。

　一人だけ、居た。

　ニーナ――ティルニーナ・トワ。

　彼かの女じよだけは、ミレイユのことを『友達』と呼んでくれていた。

　そのことは、今思い出だしても嬉うれしくなるし、ちょっと可笑おかしくて笑っちゃう。

　あのとき――

「私たち、きっとすごく仲良くなれるよ！　だから友達になろう！」

　彼女と初めて出会ったとき――二人が九歳さいのとき、ニーナの第一声がコレだった。

「どうして判るの？　私たちは初めて会ったばかりなのに」

　と尋たずねたミレイユに対して、ニーナは、

「そんな気がするからだよ！」

　と、満面の笑えみで言ってきたのだ。

　アホの子なのかしら……と不安になったミレイユだったけど、こんなふうに子供を使ってハーメスト商会にすり寄ろうとする人も多かったし、それに、アレモスから「どんな子とも仲良く振る舞まえ」と言われていたから、適当に「解ったわ」と返していた。

　この頃ころから既に、『虚像』は創つくられ始めていたのだ。

　いつもなら、ここから相手の子は、ミレイユを褒ほめたり妙みように優やさしくしたり、何とかしてミレイユと仲良くなろうとしてくる。

　そうなると、ミレイユは気のあるそぶりを見せたりしないといけなくなる。

　ただ、ニーナは違ちがった。

　ミレイユの返事を聞いて、ニーナは本当に嬉しそうに微笑ほほえむと、こんなことを言ってきたのだ。

「私のうち、メルクリオス商会って言って、ハーメスト商会と同じ仕事をしてるの。だから、私たちは友達だけど、敵でもあるんだよ」

「……敵？」

「そうだよ。もちろんハーメスト商会が凄すごいっていうのは知ってるけど、私のお父さんも凄いんだから。だからいつか、私たちはハーメスト商会に勝つんだからね」

「そんなことないわっ――」

　ミレイユは咄嗟に言い返していた。

「おじい様は――ハーメスト商会は負けない！　これからもずっと勝ち続けるの！　あなたみたいな、アホっぽい顔をしている人がいる商会になんか負けないんだから……」

　ハッと我に返って口を塞ふさいだ時には、内面をそのまま出した言葉をぶつけていた。

　そんなことを言われたニーナは、それこそ本当にアホっぽい顔で、口をポカンと開けて固まっていた。

　だけど、その表情が緩んでいって、そして満面の笑みになると、

「噂で聞いてたミレイユって、凄い大人びてて、上品な子だって思ってたんだけど。でも、今のが『本当のミレイユ』なんだね？　むきになっちゃって、かわいい～」

「なっ!?」

「負まけず嫌ぎらいのミレイユ、これからもよろしくね」

　そう言って手を差し出してきたニーナ。

　ミレイユは、恥はずかしさもあって凄くモヤモヤしていたから、その手を握にぎり返さないで、

「なんで、敵と仲良くしなくちゃいけないのよっ」

　と言い捨てながら、いーっとあっかんべぇをして見せた。

「えーっ。友達になってくれるって言ったじゃん！」

「そ、それはっ……その……」

　正直に言えば、ミレイユはニーナといたら楽しいだろうと思っていた。だけど、そんな正直に言うと、なんか負けた気がするから、言えないまま。

　それ以来ミレイユは、ニーナと会うたび、なんとなく敵対心が芽生えちゃって、いろいろ張り合ってしまっていた。

　実際、『敵』となっていたこともあった。

　ハーメスト商会が、商品の大量仕入れを目もく論ろんで地方に行ったとき、メルクリオス商会の方が先手を打って、商品を買い取っていたようなことがあったのだ。それも一度ではなく、何度も。

　会社規模は雲うん泥でいの差があるものの、ハーメスト商会にとってメルクリオス商会は、確実に脅きよう威いになろうとしていたのだ。

　ただ、そんな折に、ニーナの父：コナーダが亡なくなってしまった。

　それからというもの、ミレイユは、ニーナに会えない状態が続いていた。

　……まだ、私はニーナに返事を言えていないのに。

『こちらこそよろしく』って。

　そう言って、晴れて友達になりたいって。

「……はぁ。なんか変なことを考えすぎちゃったわ」

　ミレイユは、ふと湧わき上あがってきた寂さびしさを打ち消すように、独り言ごちた。

　今はまず、やるべきことがある。

　ニヴ島の現状を改善したい。

　ミレイユは、ハーメスト商会の人間として、そうすべき責任があると思っていた。

　自分の価値――コネと虚像アイドル性があるのだから、それを駆く使しするのだ。

　好都合なことに、明日の夜、うってつけの場が用意されている。

《夜会》だ。

　アレモスから命じられて、ミレイユが主しゆ催さい者しやとなって、週に数回開かい催さいしている《夜会》――これは、普ふ通つうの舞ぶ踏とう会かい・食事会になるときもあるし、ミレイユへのプロポーズ大会になるときもある。

　ただ、ミレイユにとって、少し楽しみに思っていることもある。

　それは、政治経済に関する情報収集だ。

　この《夜会》は、良くも悪くもハーメスト商会と関係を持ちたがっている商人や職人を、招待して呼び集めている。多少の参加費は必要だけど、ハーメスト商会やミレイユとのコネ欲ほしさに、多くの者が参加を熱望している。

　これにより、それぞれ専門としている分野で仕入れた情報を交こう換かんし合っているのだ。

　実のところ、さっき話をしたニヴ島の現状の情報も、ハーメスト商会の人間として知っている情報の他に、この《夜会》で聞いた情報も含まれていた。とりわけ、ニヴ島で暮らす子供たちの生活環かん境きようについては、ハーメスト商会の中にいては判らなかった情報だ。

　次回の《夜会》……そこでミレイユは、ニヴ島の人々を救うため、協力を提案してみようと考えていた。

　これまで、アレモスに用意されていたイベントで、アレモスの望む通りの虚像を演じることしかできなかったミレイユ……。

　それが今、自らの意思で、自らの実像を見せつけようとしている。

　始まりは《夜会》から。

　そして、『経済性』などでは計り知れないような動きを、ニヴ島で起こすのだ。




　　　　　～～～




　深夜。

　ニーナが故郷の村に戻もどり、翌日に備えて眠ねむりにつき――

　リョウがブロムスたちと酒盛りをして大おお騒さわぎし――

　ミレイユが次回の《夜会》に期待を込めて夢を見ている――

　そんな時間を費やしている間であっても。

　世界は、着々と動かされていた。




　テトラ州トルーズ市――

　ガス灯による明かりが街を照らし、昼夜の境もなく歓かん声せいや怒ど声せいが響ひびき渡る。『不夜街』とすら呼ばれるこの街であっても、光の届かない闇やみの部分は存在している。

　郊こう外がいに鬱うつ蒼そうと広がる、未開の森の中、そこに、人知れず佇たたずむ一軒けんの建物があった。

　そこでは、テトラ州における政治経済の二強が、ランプの明かりに揺ゆらめくテーブルを挟はさんで座すわっていた。

　経済の強者――アレモス・ヴァン・ハーメスト。

　世界を支配する巨きよ大だい交易商会：ハーメスト商会の社長。

　そしてもう一人は。

　政治の強者――インデッグ・フォモワール。

　皇位継けい承しよう権けん第三位の皇族にして、テトラ州の領主。

　帝てい国こく屈くつ指しの規模を誇ほこる州立軍を擁し、数多くの武ぶ勲くんで知られ、少数民族の蜂ほう起き鎮ちん圧あつなどでは自ら前線に出るほどの『闘とう将しよう』だ。

　年ねん齢れいは三五。全盛期こそ過ぎた感覚はあるものの、その体たい躯くは、アレモスの倍はあろうかという堅けん強きようさだ。

　その『力』の差を見せびらかすように、インデッグは大きく胸を張って、堂々と座っていた。

　テーブルの上には、ニヴ島産の真しん珠じゆが並べられている。ハーメスト商会が掻き集めた真珠は、こうしてインデッグのもとへと流れるようになっていた。

　このような密談は、これまで何度となく繰くり返かえされている。

　ただ、正直に言って、アレモスはこの密談が好きではない。

　インデッグは短たん絡らく的てきで思し慮りよが足りないのだ。理知的に築かれた合意でさえ、力任せに覆くつがえされてしまうのだから。

「アレモスよ。最近は真珠の入りが悪いぞ。何とかしろ」

　不ふ機き嫌げんをあらわに、インデッグが言ってきた。

「なにぶん、自然が相手のことだからな。採れる量には限りがある」

「そんな言い訳を聞いているわけではない！　これでは足りないから増やせと言っているのだ！」

　足りないのはお前の知能だ。

　そう言ってやりたい気持ちもあるが、コレでもインデッグには使い道がある。用済みになるまでは、下手な対立を生み出すべきではない。

　アレモスは、適当に「善処する」と受け流しながら、

「このままいけば、ニヴ島の連中は、みな餓が死しするだろうな」

　今朝のミレイユの言葉が頭をよぎっていた。自分がこんなことを言うとは、我ながら意外だった。

「構うものか。労働力なら大陸に腐くさるほどある。島のモノが朽くちたら、大陸から奴ど隷れいでも何でも連れて行って働かせればいいだけだろう」

「勝手に餓死するだけで済むならまだしも、追おい詰つめすぎるとネズミもネコを喰くらうことがある」

「ふん。所しよ詮せんはネズミよ。そして我々はネコなどではない、トラだ」

　インデッグは、下げ卑びた笑みを顔に浮うかべながら、

「我わが軍の最新戦せん艦かんが完成すれば、その一隻せきで、あの島などいとも容易たやすく潰つぶすことだってできるのだ。そうなれば、お前の商会ももっと商売しやすくなるだろう。だからお前は、そのための資金を集めてくれば良いのだ」

　そうだろうか。

　アレモスは、そんなことを正直に言うつもりもなく、

「判わかっている」

　と、従順なふりをして頷いた。

　実際、このテトラ州は、内海における海運の要かなめとなる位置にある。それゆえに、このトルーズ市も、帝都に匹ひつ敵てきせんというほどの商業都市として発展している。

　ここで更さらなる発展が見込まれるのなら、ハーメスト商会としても喜ばしいことだ。

　……だが。

　それは、この『立地』があるが故の発展だ。領主が何かをしたわけではない。

　もし、より優秀な者が領主になっていたとしたら、既すでにテトラ州は帝都をも凌しのいでいたのではないか。

　それほどまでに、この地域の経済的ポテンシャルは高いのだ。

　とはいえ、インデッグにも使い道はある。この男の『価値』は、その軍事力にある。

　もし、その軍備が完成に至ったときには……

　この領主を見限って、より優秀な者を御み輿こしに担かつぎ上げた方が良いだろう。

　そのために、今は、この男に協力しているのだ。

　誰だれにも逆らうことのできない力を手に入れるために――

　未来永代に続く権力を、私の代で築き上げるために。




　密会が終わり、アレモスが先に席を立つのを見送ると、インデッグは鼻で笑った。

　……あの男、気に喰わんなぁ。

　あれでは、領主である自分と商人でしかないアレモスが、まるで対等であるかのようになっているではないか。

　そもそもは、我々領主がハーメスト商会に対して営業を許してやっているというのに、おかしな話だ。

　いまや、ハーメスト商会が運んでくる物品が無ければ帝都も干ひ上あがる、とすら言われるほどになっている。

　商人ごときが、皇族を食い物にするなど絶対に許されないのだ。

　大きな顔をしていられるのも、今のうちだ。

　これまでは、新型戦艦を建造し動かすために、どうしても資金が必要になっていたからこそ、ハーメスト商会に真しん珠じゆを集めさせていた。

　それももう、既に終わっている。資材も資金も、既に十分集まっているのだ。

　その上で、さらに絞しぼり取とれそうだから絞り取っているだけのこと。

　戦艦の完成は、もはや時間の問題のみ――それすらあと数日だ。

　最強の砲ほう撃げきと、最強の防ぼう御ぎよ力りよく、そして最強の機動力を備えた戦艦なのだ。

　これが完成した暁あかつきには、この圧あつ倒とう的てきな戦力は内海を支配し、ハーメスト商会など歯し牙がにもかけず、もはや帝てい国こく軍も取るに足らない相手となるだろう。

　未来の皇こう帝ていは、この俺だ。

　インデッグが不敵に笑みを浮かべた、と同時に、

「インデッグ様」

　突とつ然ぜん自分の名を呼ばれて、インデッグは頬ほおが引ひき攣つってしまった。

　背後の物もの陰かげに、いつの間にか男が一人、立っていた。

「……なんだルークか」

　ここまで気配なく近寄られるとは……。インデッグは、ある種の辱はずかしめを受けたような気分になって、声に不機嫌さが表れてしまった。

　ルーク・ホリアレイン。

　インデッグの部下にして、私設組織である秘密警察：オルラントの一員だ。

　訳あって、帝国に居場所のないこの男を、インデッグが雇やとってやっている。その恩義を抱いだかせているからこそ、ルークは自分に従順なのだ、とインデッグは思っている。

「フラガラックの八番隊の問題、処理が終わりましたので、その報告です」

「あぁ、アレか」

　フラガラック八番隊が『海かい賊ぞく』に襲おそわれたという。どうせ、真珠目的の海賊がフラガラックに見つかったから暴れた、というだけの話に決まっているというのに。

　インデッグは興味すら無かったのだが、『秘密警察』の話題が出たというし、ルークがやけにこだわるものだから、それならと処理を任せていたのだった。

「まず、あらゆる手段を使って、隊員たちには知っていること全すべてを話してもらいました。その後は、『秘密警察』のことを下手に話されても困るので、八番隊全員の舌を切り取り、筆談の可能性もあるので眼めも潰しておきました。その時点で死んだ者もいますが、まだまだ元気なものも多かったので、奴隷として使うつもりです」

「手間を掛かけおって。皆みな殺ごろしにした方が、楽に口くち封ふうじできただろうに」

「使えるものは使います。そうしないと勿もつ体たいないですから」

　そんなことを、淡たん々たんと報告してくるルーク。

「そんな面めん倒どうなことをして、何か『使える』ような情報は手に入ったか？」

　インデッグは、どうせ重要な情報はないだろうと思いながら、ルークの言葉を使って皮肉を言ってやった。

　だが、ルークは相も変わらず淡々とした口調で、

「そもそも、相手はただの海賊ではないようです」

「あぁ？　どういう意味だ？」

「フラガラックを襲ったと思われる船は、その後、ニヴ島に現れ、そして、食料を届けたようなのです」

「……食料を届けた？　バカらしい。そんな海賊がいるものか」

「ですから、ただの海賊ではないのです。何やら別の目的があるようですが……」

　ルークは、何かを勿体ぶるように語ご尾びを濁にごしていた。

　だが、そもそもインデッグにとっては、興味を惹ひかれるような話題ではなかった。

　ルークの話は、いつも回りくどくて要領を得ないのだ。

「相手の目的なんぞどうでもいい。我々の邪じや魔まになるなら潰せ。その程度の判断、お前でも出来るだろう？」

「……はい。仰おおせのままに」

　邪魔者は潰す。

　それだけで良い。回りくどいことを考える必要などないのだ。

　こうして、自分は皇帝への道を着実に進んでいる――

　インデッグは、そう確信していた。




　従順なふりをして無能の相手をしてやるのは、やはり疲つかれる。

　ルークは、心の中で溜ため息いきをついた。

　とはいえ。

　自分は『反逆者ホリアレイン家』の人間。正当な皇族の人間には逆らうことができないのだ――表面上は。

　ルークの父：アンティコア・ホリアレインは、反逆者だ。

　帝都の北に接する帝国第五位の州：シリエ州の領主だったアンティコアは、自前の州立軍を鍛きたえながら、帝国軍の一部を抱だき込むことで、クーデターを謀はかったのだ。

　だが、直前になってその計画が漏もれ、アンティコアは斬ざん首しゆ刑けい、ホリアレイン家は領地も皇位継承権も没ぼつ収しゆうされ、第五位の地位から堕おちた。

　その結果、ルークはこうして、インデッグの従順な部下という立場に追いやられてしまったのだ。

　他方で、このクーデター失敗にかこつけて、皇帝の交代劇が発生していた。

　当時の皇帝を倒たおしたという意味では、クーデターが起こったようなものだが、結局、体制は変わっていないし、何より、前皇帝よりも無能な現皇帝が誕生しているという、いかにも無様な結果だ。

　……果たして。

　今回のクーデターは成功するだろうか？

　ルークは、表立って行動ができない以上、傀かい儡らいが大事になってくる。

　傀儡は無能で良い。せめて、すぐには壊こわれないよう、大事に扱わないといけない。

　新しいモノを見つけるまでは。

　そういう意味では、今回、既に面白おもしろそうなモノを見つけている。

　メルクリオス商会――

　八番隊を撃げき退たいして、ニヴ島に小麦粉を届けた者たちだ。

　秘密警察にかかれば、このような情報は容易く入手できている。ただ、この情報をインデッグに与あたえてしまえば、さっきあの男が自分で言っていたように、それこそ力任せで潰してしまう。だから、あの男には教えないでおいたのだ。

　もっとも、メルクリオス商会を傀儡として操あやつることは難しいだろう。

　あれはインデッグと違って、無能ではないのだ。

　それに……

　一つ、引っ掛かっていることがある。フラガラック八番隊の見張りの証言に、妙なモノがあったのだ。

「空が割れて、青空の奥おくに夜空が見えた。そこから何かが堕ちてきた……気がする」

　似たような話を、ルークは帝都の皇族書庫内で読んだことがあった。各地の異い端たん教徒らに関する調査記録の一つ――

『英龍リヴイアス』の降臨。

　一三年前の粛清によって滅亡した、北海の異端教徒どもが信じていた伝承だ。

　もし、その伝承がただの作り話ではなく、過去の事実に基もとづいた体験談だとしたら……

　そして、その英龍が今回のニヴ島に関かん与よしているのだとしたら……

　それを使わない手は、無い。

　……ちょうど良い駒こまを手に入れることができましたよ。

　ルークは、知らず、心の底から笑え顔がおを漏らしていた。

　このままでは数日でニヴ島が潰れるのでは、と危き惧ぐしていたが、今回の食しよく料りよう輸送により、改めて数日の猶ゆう予よが作られただろう。

　ニヴ島には、まだ潰れてもらっては困るのだ。後に、有用な捨すて駒ごまになってもらうべく、もう少し強くなってもらわなければならない。

　そのためにも、今は是ぜ非ひ、メルクリオス商会に助力させてもらおうじゃありませんか。

　たとえば……そうだ。

　ハーメスト商会の令れい嬢じよう：ミレイユが、週に数回開いている《夜会》――

　あそこには、ルークも秘密警察の業務や自分の目的のため、よく潜せん入にゆうしている。

　あれにメルクリオス商会が参加できるよう、情報を流して、手回ししておこうか。恐おそらくメルクリオス商会は、ニヴ島に絡からんで、ハーメスト商会との接点を求めるはずだ。

　そのときに――いつになるかは判らないが、簡単に会えるように融ゆう通ずうしておこう。

　そして、心ばかりのプレゼントを差し上げましょう。

　彼らが欲しがるであろう情報を――

　罠わなと共に。

　ルークは、本当に楽しそうに笑みを浮かべると、そのまま、闇の中へと消えていった。




　アレモス、インデッグ、そしてルーク。

　三者三様の思おも惑わくが渦うず巻まく夜は、こうして終わり――

　そして、朝が来た。
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　帝国が支配する西大陸、その南なん端たんに位置している、セルウィウス州――

　そのさらに南端に、三方を山に囲まれ、残りの一方が内海に繋つながる、辺へん鄙ぴな漁村がある。

　アヴェンティ村。

　ここが、メルクリオス商会の本社がある村であり、ニーナの故ゆえ郷だ。

　帝都から遠く、外海に近い。

　この、孤こ立りつ無む援えんな地理的環境にあった不便な村に、外界との交流と、人並みの生活を送れるような流通を生み出したのが、他ほかならぬメルクリオス商会、そしてその創業者にしてニーナの父：コナーダだった。

　ニーナの『人助け』の精神は、ここで育はぐくまれたものなのだ。

　午前七時。

　朝あさ霧ぎりの立ちこめた港から、一隻の中型商船が出航した。

　メルクリオス商会の主力船：メルキュリア号。

　ニーナは――そして想おもいを同じくする社員の面々は、人助けのために旅立っていく。

　目指すは、テトラ州トルーズ市。

　いつも通りの午前五時に起きて元気いっぱいのニーナ。

　夜な夜な飲み明かしていたはずなのに、今も陽気なリョウ。

　そんなリョウと酒飲み対決をして全戦全敗、今は自分の口から海に向かって撒まき餌えをしているブロムス等々……。

　トルーズ市に着くのは、だいたい一〇時間後を予定している。

　トルーズ市に着いたとして、どうやってミレイユに会うのか？

　ニーナは、しばらく会えていなかったミレイユに、どうやって会っていいのか判らなかったのだ。

　そんなニーナに対して、リョウは言っていた。

「そんなもの、ミレイユが居る所に行って、話はなし掛ければいいだけだ」

　実に単純明快！

　ニーナは苦く笑しようしながら、気付けば自分も、リョウと同じ気持ちでいた。

　ニーナの決断した道がどれだけ険しいものだったとしても、リョウの自信に溢あふれた声は、その道を進んでいくための力を与えてくれるんだ。

　ここで、肝かん心じんのミレイユの居場所なのだけど、それについては、今朝早く、トルーズ市にある支所から届けられた伝でん書しよ鳩ばとによって、有力情報を手に入れていた。

　ミレイユは、週に数回、《夜会》と呼ばれているパーティを開いていて、この《夜会》が、まさに今日の夜、開かれるというのだ。

　この《夜会》に参加できれば、ミレイユに会うことができるはずだ。

　ただ、参加するには招待状が必要だった。

　と言っても、出身地も職業も性別もバラバラの人が集まるものだから、厳格な身分証明は不要で、互たがいに見知らぬ人たちが集まることになる。その上、ドレスも貸し出されるので、見た目で身分や職業がバレることもない。

　つまり、招待状を持って会場の中に入ることさえできれば、そのまま正体がバレることなく紛まぎれ込むことができると踏ふんでいた。

　狙ねらい目めは、招待状を受けていながら、欠席しようとしている人。そういう人たちから招待状を買い取って、出席してしまおう、ということだ。




　恐ろしいほど順調に、事は運んでいた。

　トルーズ市への航海は、波と風向きに恵めぐまれて、八時間で完かん遂すいした。

　入港手続きに関しても、もしかしたらフラガラックに敵対したことがバレているんじゃないか、とも思ったが、まったく疑われることなく許可された。

　さらには、なんと、例の招待状を入手する目め途ども速そつ攻こうで立ったのだ。

　しかも二人分も。

　というのも、「ハーメスト商会は敵だ。毒を盛られてたら堪たまったもんじゃない」ということで、行きたくなかったのだとか……。

　ハーメスト商会の嫌われぶり、そして、毒盛りを疑われるような日ひ頃ごろの行い。いろいろ考えさせられるところもあった。

　とはいえ、事は順調に進んでいる。

　この勢いのまま行ければ、きっとミレイユとの話もうまくいく。

　そんなふうに思っちゃうほど、ニーナは浮かれていた。

「こんな順調すぎるときには、思わぬところで足を掬すくわれたりする。気を付けよう」

　と、リョウが忠告してきてくれた。

　事実――

　招待状を手にしたとき、ニーナは、これまでにない苦く悩のうを味わうことになった。




「……ふーふ」

　遅おそめの昼食をとりながら、ニーナは思わず、声に出していた。

「なんだ？　そのスープを冷ましてるのか？」

「違うってば！　『ふーふー』じゃなくて、『夫ふう婦ふ』ってこと！」

　勢いよくリョウに反論したものの、ニーナは自分で言った言葉を思い返して、いっそう恥ずかしくなった。

「あぁ、この招待状な」

　リョウは相変わらず飄ひよう々ひようとした様子で、招待状を見せてきた。

　招待状は、一通だけ。

　その招待客の名前欄らんには、『ウィリアム・ウィップス　ルオ・ウィップス』という夫婦の名前が記き載さいされていた。

　つまり、この招待状を使うということは……。

「まぁ、怪あやしまれないようにするには、夫婦のふりをした方が良いだろうな」

「う……」

「と言っても、絶対に夫婦二人で行かなくちゃならんってわけでもない。ニーナが嫌いやなら、俺おれが一人で行けばいいだけ……」

「それはダメ！」

　ニーナは反射的に言ってしまっていた。

　あのときの――リョウにミレイユのことを教えたときの妄もう想そうが、ニーナの頭にこびりついちゃって離はなれない。

　リョウとミレイユが、それこそ『夫婦』のように仲良く……。

　そんなのは、嫌なのだ。

「そっか」

　と、リョウはニーナの苦悩に気付くこともなく軽い調子で、

「ダメと言われたら、一いつ緒しよに行くしかないなぁ」

「そ、そうだよ。何かあったときに、二人態勢は大事だからね。単独行動はダメだよっ」

　自分で言ったことに慌あわててフォローを入れて、ニーナはもっともらしく頷うなずいた。

　こうなったらもう、覚かく悟ごを決めるしかない！

　会場に入るまでの間だけ、夫婦のフリをすればいいんだからっ。

　ニーナは覚悟を決めながら、勢いよくスープを喉のどに流し込んだ。

「あふっ!?」

　ふーふーと冷ましていなかったスープは、熱かった。
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　帝国に、夜の帳とばりが降りていく。

　その、暗く重い帳を貫つらぬくように、トルーズ市の街並みは明るく光ひかり輝かがやいていた。

　ガス灯が宵よい闇やみを削けずっていく、不夜の街。

　港や商店街の喧けん騒そうからは一線を画した、街の中央に佇む高台の世界。その見晴らしの良い一角に、より一層の光を浴びている建物があった。

　ハーメスト商会の迎げい賓ひん館かん。

　今からここで《夜会》が開催されるのだ。普ふ段だんは公人の接待や上客との交こう渉しようをするために使われている場所だけど、今だけは、一いつ般ぱん市民を迎むかえる場となっている。

　その一室――主あるじの控ひかえ室しつで、ミレイユはいつになく緊きん張ちようしていた。

　普段ならこんなことはないのに。

　普段なら――アレモスに言われた通りに、みんなに好かれるような態度をとっているだけなら、こんなに緊張はしない。

　その結果として嫌きらわれても、別に気にしないのに……

　……そうか。

　これまでは虚きよ像ぞうだったから。

　それは結局、『自分』じゃなかったんだ。

　好かれても嫌われても、それはまるで他人ひと事ごと。『自分自身』が嬉うれしかったり傷ついたりすることはない。

　……でも、今は違う。

　これからミレイユは、『自分自身』を出さなくちゃいけないんだ。

　それで好かれたら嬉しいけれど。

　嫌われたら……。

　ミレイユの胸がズキンと痛んだ。

　ミレイユは、その痛みを誤ご魔ま化かすように、何度も、何度も、深呼吸をしていた。




　リョウとニーナが招待状に描かかれていた案内地図に従うと、そこにあったのは、迎賓館ではなく服ふく飾しよく店てんだった。

　どうやら、それぞれの案内状に別々の服飾店への地図が描かれていて、そこでドレスアップしてから、迎賓館に向かうという手順になっているようだった。

　あくまでも、見た目で身分や職業の差が出ないようにしているのだろう。

　リョウはなぜか、それがとても嬉しかった。

　みな平等に、見た目に惑まどわされることなく、その中身だけで付き合おうとしている感じがして、凄く面白いのだ。

　思わず浮かれ気ぎ味みで表情も緩ゆるんでいるリョウ。

　一方、隣となりを歩くニーナは、さっきからずっと顔を強こわ張ばらせていて、実に対照的だった。

「どうした？　緊張してるのか？」

「そ、そりゃあ、世界最大のハーメスト商会が開くパーティに、嘘うそをついて侵しん入にゆうしようって言うんだから、緊張しない方がおかしいよ」

　ニーナは裏返りそうな声を絞り出だしていた。

「てことは、緊張してない俺はおかしいってことか」

「うん」

　冗じよう談だんのつもりが、即そく答とうされてしまった。

　ニーナはすぐにハッとした表情になって、

「や、そうじゃないのっ。悪い意味じゃなくて、堂々としてて凄すごいなぁって思ってたから……ごめん」

「お？　謝あやまることじゃないぞ。俺にとっては褒ほめ言こと葉ばみたいなものだ」

　リョウは笑いながらニーナに言うと、

「『おかしい』と言われるってことは、人と違ちがうことをやっているってことだ。その中には、俺にしかできないこともある。そういうとき、俺は途と轍てつもなく面白くなるんだよ」

「……あー。なんか解るかも。みんながやっていることをやるだけなら、それって、自分じゃなくても良いじゃんって思っちゃう。自分が居なくても――いっそ居ない方が、世界は良く動いていっちゃうんじゃないか。……何て言うか、『自分が自分である意味』って言うか、『自分はここに居てもいいんだ』っていう確証が欲しい、みたいな」

　ニーナは不安げに、どこか遠い目をしていた。

　その理由までは判らない。だが、そんなニーナの表情を見ていると、こちらも不安になってしまって、辛つらい。

「大だい丈じよう夫ぶ、ニーナはニーナだ」

　リョウは言った。

「ニーナは十分におかしい。俺が確信を持って言おう」

「ぐっ……」

　ニーナは眉まゆ根ねをくしゃっと寄せて変な顔になると、

「リョウみたいなおかしい人に言われたって、確信なんか持てないよっ」

　笑ったまま怒ど鳴なるという芸当を披ひ露ろうしてきた。

「そう褒めるな」

「褒めてないーっ」

　そんなことを言い合って、二人、笑った。

　どうやらニーナも、さっきよりは緊張が解けたようだ。

「んじゃ、行くか」

　リョウは笑顔を見せて、ニーナに腕うでを差し出した。

「あ……うん」

　ニーナは、一いつ瞬しゆんだけ表情を強張らせたが、それでも笑顔を返してきて、リョウの腕を両手でキュッと握にぎってきた。

　まずは、服飾店にいる案内人に、《夜会》の招待状を見せなければならない。

　今から、リョウとニーナは『夫婦』となるのだ。

　リョウが率そつ先せんして歩き、その陰かげに隠かくれるように、ニーナは少し後ろをついてくる。

「やあ、こんばんは」

　と、リョウは堂々と店に入りながら、案内人に気さくに話し掛ける。

「《夜会》に招待されたんだが、ここでいいのか？」

　リョウが招待状を差し出すと、案内人はそれを確かく認にんして、

「ウィップス夫妻でございますね。お待ちしておりました。それでは、奥へお入りください」と、にこやかに言ってきた。

　リョウは、「有あり難がとう」と答えながら、「あぁ、そうだ。ここに来たついでに聞いておきたいんだが」と話を振ふって、

「この店には、真珠の在庫はあるだろうか」

「真珠、でございますか」

　案内人の表情が、困ったように固まっていた。

「あぁ。別に今回のことで借りようとしているわけじゃない。別件で買いたいと思っていてね」

「それでしたら、現在、西海岸のアンヌン湾わんで採れる物がありますが……」

「アンヌン湾？」

　正直、それがどこにあるかなんてリョウには判らなかったが、

「いいや、せっかくだからニヴ島の物が欲ほしいんだが」

「そ、そんなの無理ですよっ」

　案内人は目を見開くように驚おどろいて、

「ニヴ島産の真珠なんて、品しな薄うすすぎて、私どものような小規模店は元より、大規模な業者にも在庫がない状態です。もし、高級品でお探しではないのなら、一応、アンヌン湾の物が数は安定していますし、そちらを用意できますが……」

「ニヴ島の物は、どこにもないのか？」

「少なくとも、私はここ数すうヶか月げつ、ニヴ島産の物は見てないですね。皆みなさんご存ぞんじのように、ニヴ島産の真珠はハーメスト商会の専売なのですが……話によると、どうも今年は貝の出来が非常に悪かったらしくて、新しい真珠も入ってきてないんですよ」

「……ほぅ。そうなのか」

　今度はリョウたちが驚く番だった。もちろん顔には出さないが。

　あれほどニヴ島を苦しめてまで、真珠を安価で大量に仕入れていたハーメスト商会。

　それが、『出来が悪い』なんて嘘をついてまで、真珠が市場に出回っていないという。

　真珠は、いったいどこに消えたのか？

　ハーメスト商会が売うり渋しぶっている？　これ以上の暴利を稼かせごうとしているのか？

　それとも、どこか裏の販はん路ろに流している？

「……あの、恐きよう縮しゆくですが、お着き替がえを早めにお願いできますでしょうか？　私どもの店から遅ち刻こくされてしまったとなると、その、私どもにも生活がありまして……」

　案内役は言葉を濁しながら、リョウたちを急せかしていた。要は『潰される』と言いたいのだろうが、さすがにそう明言はできないだろう。

「あぁ、済まなかった。それじゃ行こうか」

　リョウはニーナに微笑ほほえみかけ、ニーナもぎこちない笑顔を返しながら、二人は奥の衣装室へと向かった。




「ウィップス夫妻でございますね。お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　迎賓館の案内人に迎えられ、『ウィップス夫妻』と呼ばれた男女は、かしこまった装いで頷いた。

　黒のタキシードを纏まとい、黒くろ髪かみをきっちりと整えた長身の男性は、リョウ。

　いつものように堂々としていることで、かなり様になっている。

　一方、その隣――

　青のふんわり膨ふくらんだスカートのドレスを纏い、長ちよう髪はつを纏め上あげている女性は、ニーナ。

　こちらは、きつく絞られたウエストと、慣れないヒールに苦しんでいて、どうにも恰かつ好こうがつかない。

　ただ、ウエストを絞っている上、肩かたが完全に出ているドレスを着ているため、スタイルが際きわ立だっていた。自然と、周りにいる男だん性せい陣じんの視線はニーナに集まっている。

「みんなニーナを見ているな」

　リョウが小声で言うと、

「え？　わ、私、やっぱりどこか変なのかな？」

　と、顔を真っ赤にしながらキョロキョロと自分の姿を見返していた。

　……なんてこった。ニーナには自覚がないのか。

　リョウは呆あきれたように苦笑した。

　ニーナは、やや小こ柄がらで、性格も天てん真しん爛らん漫まんな子供っぽさがあるため、年ねん齢れいより幼く見える。服装にも無む頓とん着ちやくなようだが、その実、体形は健康的で肉付きも良い。普段が着き飾かざっていないだけに、こうして大人びた服を纏うと、グッと女性らしさが増して見える。

　これが男連中の目を惹ひかないわけがない。萎い縮しゆくしていたら、勿体ないのだ。

「あまりキョロキョロしてたら、その方が怪しいぞ。こういう服は堂々と着るものだ」

「あ、うん……」

　ニーナは照れたようにはにかみながら、リョウをちらりと見上げてきて、

「リョウは、似合ってて格好良いね」

　小さな声で、そう言ってきた。

「ん、何か言ったか？」

　リョウは、自分でも意外なほど照れてしまって、つい聞こえないふりをしていた。

「ううん。なんでもないよー」

　ニーナはそう言うと、笑顔を見せて歩き出した――

「きゃっ!?」

　その途と端たん、ヒールを引っ掛けて転びそうになった。

　リョウは咄とつ嗟さにニーナを受け止めると、

「気を付けろよ。ほれ」

　そのままニーナを支えるように、腕を差し出した。

「……ん。ごめんね。ありがと」

　ニーナは、リョウに身体からだを預けるように、腕を抱き締しめている。

　ニーナの体温が、熱いくらいに伝わってくる。

　そのまま、互いを気き遣づかうような足取りで、二人は歩き始めた。

「この姿、傍はたから見たら、きっと夫婦にしか見えないな」

「…………」

　ニーナは何も言わず、言葉にならない息を「うぅ」と漏らしていた。

　ただ、ちらりと見えたニーナの口もとは、どこか楽しそうにも見えた。
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　迎賓館のホールには、それぞれ着飾った市民たちが、三〇人ほど集まっていた。

　どうやら、互いに面識のない者たちばかりが集まっているようで、緊張しているような、そしてどこか警けい戒かいしているような、微び妙みような空気が充じゆう満まんしていた。

　みな、何を話して良いのか、誰だれと話して良いのか、考えあぐねているようだった。

　そんな様子を、ルークは腕を組み、壁かべに背を預けるように寄より掛かりながら眺ながめていた。

　この中に、ミレイユの命を狙う者がいる。

　そんな情報を、秘密警察の諜ちよう報ほう員いんが前もって入手していた。素人しろうと風ふ情ぜいが陰でこそこそ動き回ったところで、ルークらにとってみれば大陽ルグスの下で動くようなものなのだ。

　もっとも。

　だからといって、ルークはその件に関与する気など毛頭なかった

　ルークにとっては、ミレイユの命など特に価値の無いものなのだ。

　ハーメスト商会は、完全にアレモスのワンマン企き業ぎようだ。ミレイユも客寄せとして役立っているのかもしれないが、アレモスの財力の前では微び々びたるものでしかないのだから。

　それに、ルークの計画にとって、ミレイユは居なくても問題ない。

　彼かの女じよの役割は、メルクリオス商会に情報を与えること、その一点のみなのだから。

　いっそ、メルクリオス商会の社長とミレイユとが旧知の仲だという情報からすれば、死んでくれた方が効果的かもしれない。メルクリオス商会が『怒いかり』の復ふく讐しゆう心しんを持ってくれれば、ルークにとって相手にしやすいのだ。

　ともあれ。

　ルークは、ミレイユ暗殺については静観をするつもりだ。こちらはこちらでやることがある。

　現在、目当ての者はまだ姿を現していない。

　ならば、その前に、このホール内での会話の方向性を固めておこう。

　客同士、いつまでも探さぐり探りの会話をされては意味がないのだ。

　ルークは微笑みの仮面を顔に貼はり付つけると、ホール中央に所在なげに立っている三〇歳さいほどの男に、少し大きめの声で話し掛けた。

「はじめまして。こんばんは。僕ぼくは『ソレス』と言います。もちろんこれは、この場限りの偽ぎ名めいなんですけどね。……どうです？　折せつ角かくですからお互いを知らないまま、そして詮せん索さくしないまま、好き放題に話をしませんか？」

　相手が話しやすいように、あえて嘘を交えたものだと白状しながら声を掛けた。

　突然ルークに話し掛けられた男は、最初は困こん惑わくした表情を見せたものの、すぐに愛あい想そ笑わらいを浮うかべて、

「なるほど、そいつは面白い。私は、そうだな、『ブリアン』と呼んでもらおう」

「出会えて光栄です、ブリアンさん」

　と、ルークは友好的な笑顔を顔に貼り付けながら、互いに握あく手しゆを交かわした。

　正直に言えば。

　ルークは、この男の個人情報を把は握あくしている。

　本名は『ブレア』という。

　このテトラ州で海運貿易商をしていたところ、まさにハーメスト商会と競合し、そしてことごとく敗れたため、破産に瀕ひんしているような男だ。

　当然ながら、ハーメスト商会に対しては憎ぞう悪おのような感情を抱いている。

　そもそも。

　ここに来ているような連中は、ハーメスト商会との関係を築きたいと思っている者ばかりだが、それは必ずしも、ハーメスト商会のことを慕したっているわけではない。

　むしろ、ハーメスト商会の強ごう引いんな商戦に苦しめられる者ばかりで、誰しもが「ハーメスト商会さえ無ければ」と思っているだろう。

　ただ、あからさまに反発しては、容易たやすく潰つぶされてしまう。だからこそ、不平不満や憎悪を我が慢まんしながら、少しでも『おこぼれ』に与あずかれればと、擦すり寄ってきているのだ。

　ルークは、そんな人間を巧たくみに利用しようとしている。

　陰かげに生きる人間としての、処世術。

　このような者を一つに束ねるために必要なモノ――

　それは『怒り』と『恐きよう怖ふ』だ。

　原始的な感情――本能こそが、集団を縛り上げ、纏めることができる。

『正義』や『秩ちつ序じよ』などという理知では纏まらない。

『自由』や『平和』などという夢想には価値が無い。

　そんなモノは、脆もろく崩くずれ去るだけなのだ。

　……愚おろかな父親は、最さい期ごまでそんなモノに頼っていたようですけど。

　だからこそ失敗したのだ。

　……僕は、失敗しないですよ。

　ここにある『怒り』を、最大限に利用させてもらう。

　いかな衆愚でも、それを一つに纏めれば、大きな力となるのだ。

　ルークは、笑顔の仮面をさらに歪ゆがませるように、ニヤリと笑った。

　そして、さっそく話を始めた。

「ところで、最近の生活、一気に苦しくなっちゃいましたねぇ。それもこれも、あの無能なインデッグが重税を吹ふっ掛かけてきたせいですよ」

「なっ!?」

　ブレアは……そしてルークの声が聞こえたすべての人が、一いつ斉せいに息を呑のんでいた。

「どうしたんですか？　皆さん、そうは思わないんですか？」

　ルークは煽あおるように言葉を続けた。

　するとブレアが慌てたように、

「お、おい、ソレスくん。さすがに、ここで領主様を侮ぶ辱じよくするのはまずいだろう？」

「いえいえ。むしろ、ここで嘘をついたって仕方がないじゃないですか」

「だからって、こんな話をしていることが知れたら……そもそも、ここの給仕が聞いているじゃないか」

「給仕ですって？」

　ルークは、やや大げさな感じで辺りを見渡すと、適当な給仕に向かって、

「そこの貴方あなた。貴方は、ここでの客の話を漏もらすような人間なのですか？」

　給仕は、急に話を振られて驚いたように目を見開いて、ブンブンと首を横に振りながら、

「そんなことをしたら、僕はアレモス様に指導されてしま……あ、えと、お客様の話を外に流すなど、そのようなことは絶対にいたしません！」

　と言って、逃にげるように奥の部屋へと行ってしまった。

「だそうですよ？」

「……むぅ」

　ブレアは、反論ができなくなったようで、言葉もなく唸うなっていた。

　実のところ。

　この《夜会》で給仕をやっている人間は、秘密警察の息がかかっているのだ。

　つまりこの迎賓館にいる人間は、招待客を除けばすべて、秘密警察の側にある。ミレイユの護衛までもが、ルークの意のままに動くことになるのだ。

　つまり、ここでの会話内容がインデッグに漏れることはない。

　その点については、嘘は言っていないのだ。

「さぁ、もっと自由に話していきましょうよ。そうしないと、こうして出会えた意味が無くなってしまいます」

　と、ルークは周囲に語り掛けるように言うと、

「などと言っていますが、実は私は、小さな陸運商会をやっていましてね。何か面白い話はないかと思って、ここに来ているんですよ。なので、皆さんに自由に話をしてもらわないと、本当に私はここに来た意味がない。困ったものです」

　そう苦笑して、あたかも自分の身分を明かしたかのように見せた。すると、それで安心したのだろう、ブレアをはじめ、周囲の人間がつられて頬ほおを緩ませていた。

「……実は、私も増税が直撃したものでして」

　一人の男が、苦笑しつつ、その中に怒りのような感情を込めながら、話し始めた。

　すると周囲から、「私も」「実は俺も」と声が上がり始めた。

　こうなれば、話が進むのは早い。

　辺りは、インデッグに対する不平不満の話に――『怒り』に溢あふれていった。

　話の流れが、固まったのだ。

　ふと、そのとき、ホールの入口から一組の男女が中に入ってきた。

　女の顔に見覚えがあった。

　ティルニーナ・トワ――メルクリオス商会の社長だ。

　ルークは、さりげなく他の客に紛まぎれる立ち位置に移動しながら、メルクリオス商会にとって有用となる情報をリークしていくことにした。




　リョウがニーナと共にホールに入ると、既すでに客同士の会話が盛り上がっていた。

「まだミレイユは出て来てないみたいだ。……しかし、なんだか賑にぎやかだなぁ」

　と言ったものの、その盛り上がり方は、どこか異様だった。

「いったい私たちの税金は、どこに使われているの？　私たちは、ただ普ふ通つうに生活したいだけなのに……それも叶かなわないなんて」

「だが、州立軍に入ると、税金が優遇されるんだよなぁ」

「これなら、いっそ軍に入った方が」

「バカ言え！　あの戦争バカは、いつか必ず帝てい都とを襲う。帝てい国こく軍を相手に戦って、まさか勝てるわけないじゃないか」

「本当にそうでしょうか？」

「……どういう意味だ？」

「最近、インデッグはやけに軍の力を強くしています。皆さんも、少なからず噂うわさには聞いているでしょう？　インデッグが、州立軍のために最新戦せん艦かんを建造している、と」

「た、確かに、聞いたことはあるが」

「戦艦を作るには、材料と、人と、資金が必要になります。材料は、実際は資金で買うことになるわけですから、特に資金と人が必要になる。そこで……」

「今回の増税による苦境と、軍の優遇が合わされば、金と人が集まるということか！」

「えぇ。その通りですよ」

　……面白おもしろそうな話をしているじゃないか。

　リョウは、招待客たちの話を聞きながら、感心した。

　その内容も確かに興味深かったのだが、それと同時に、話の進め方が興味深かった。

　話の結論部分を敢あえて相手に言わせることで、当初は単なる『噂』として語られたことが、まるで複数人が知っている『事実』であったかのように錯覚させられる。

　この会話、一人の男によって方向性が操られている。

　そしてそれは、共通の不満を浮き彫りにし、『怒り』の感情へと誘ゆう導どうされているのだ。

　その男がどういうつもりでそんなことをしているかは判わからない。

　それでも、とりあえず、有用な情報を収集できたことは有り難かった。

　すると、その男が話を続けた。

「そうでした。『噂』と言えば、もう一つ」

　男は、まるで物わかりの悪い子供に言い聞かせるような、ゆったりとした口調で、

「専売ゆえに品薄になっているニヴ島産の真しん珠じゆ、あれも実は、今回の資金集めに使われている、なんて話も」

　その言葉に、ホール中の人間が一斉に息を呑んでいた。

　ピンと空気が張り詰める。この場に居るすべての人間が、『怒り』の感情を共有しているのだ。

「もっとも、あくまでただの噂ですからね。信じるか信じないかは、皆さん次第といったところです」

　苦笑を浮かべながら、そんなことを言ってきた。

　……この状じよう況きよう、まずいな。

　人は、『信じられる情報』よりも、『信じたい情報』こそを『真実』だと思ってしまう。

　この男の話した『噂』は、もはやここの招待客らにとっては『真実』になってしまっているだろう。

　もし、この後ミレイユが反論したとしても、それは『当事者の意見』だとして疑われることになりかねない。

　現時点では、この男の言葉の真しん偽ぎは不明だ。だが、いずれにせよ、これによってミレイユの言葉が『限りなく偽に近い真偽不明』の状態にされてしまったこととなる。

　意図的に狙ってこの状況に持ち込んだのだとしたら、この男、とんだ食わせ者だ。

「これより、ミレイユ様が登場されます！」

　そのとき突とつ然ぜん、給仕がミレイユの登場を宣言してきた。

　……なんだと？　給仕は、この最悪な空気を感じていないのか？

　だとしたら給仕失格だ。主人を危険にさらすことになる。

「ミレイユの近くに行こう」

　そう言った途端、リョウは、ピリッと痺しびれるような感覚を覚えていた。

　この気色悪い感覚は間ま違ちがいようがない――

　殺気だ。

　リョウは、ヒールを履はいたニーナを支えながら――不安に震ふるえている身体を抱だき寄せながら、急いでホールの前方へと向かった。




　ミレイユは、深呼吸をひとつ、そしてふたつ、さらにみっつ……

　給仕が「登場です」と叫さけんでから数秒、ミレイユはまだ、表に出る勇気がなかった。

　……予定と違うわ。もう少し静かに、ゆっくり登場するはずだったのに。

　そう文句を言ってやりたい気持ちもあったが、スタッフがミスしたことを、ここでグズグズしてて良いという理由にはできない。

　誇り高きハーメストの人間として。

　……こればかりは、おじい様の教育のお陰、だなんて言えるかも。

　ミレイユは、「これで最後」と決めた深呼吸をひとつして、ホールへの扉とびらを開けて一歩を踏み出していった。

「こんばんは、みなさん」

　いつもの《夜会》のように、虚像の笑え顔がおをふりまきながら挨あい拶さつをした瞬しゆん間かん――

　違う。

　そう感じた。

　空気感……という曖あい昧まいな言葉で表現するのはおかしい気もするけど、この空気の中心に立っているミレイユには、ソレを強く感じざるをえなかった――

　敵意を。

　このまま、ここに居続けるのは危ない。

　直観的にそう思った。

　だけど、理性がそれを押し潰す。

　誇り高きハーメストの人間として。

　おめおめ逃げたりはしない。

「何か、言いたいことがあるみたいですわね」

　ミレイユは、毅き然ぜんとした態度で言い放った。

「……ハーメスト商会の人間は、俺たち市民が増税で苦しんでいることを知ってるか？」

　一人の男が、まさに苦しそうに言ってきた。

　三〇歳くらいの男――彼かれは確か、『ブレア』という名の海運貿易商だ。仕事先で何度かすれ違ったことがあるだけの関係だが、そういう簡単な出会いでも、ミレイユはできる限り相手の顔や名前を覚えるようにしている。

　それもすべては、ハーメスト商会のコネを増やしていくため……なのだが。

「インデッグ卿きようの政治については、私も存じていますわ。もちろん、それが市民の方々を苦しめているということも」

　実際、こういう話は、よく《夜会》でも語られるものだった。特に、お酒が入ると、愚ぐ痴ちのようなことを聞くことも多かった。

　だから、

「この《夜会》は、まさに、そのようなことを話してもらうような場になっていますわ。政治への不満も経済の不満も、いっそハーメスト商会への不満も言い合うべき場なのです。ですから、是ぜ非ひみなさんもお話を……」

「なら言わせてもらおうじゃないか――」

　ミレイユの言葉は、ケンカ腰ごしの声に遮さえぎられた。

「そのインデッグの悪政に、ハーメスト商会が関かかわっているんだろう？　ハーメスト商会がニヴ島の真珠をインデッグに流して、テトラ州の軍を強化していると」

「……え？」

　そんなことは初耳だ。

　ただ、言われてみれば……。

　ニヴ島の真珠は、あれほど島民を苦しめて搾さく取しゆしておきながら、実は、販売の記録もないし、帳簿上の利益もない。現物を探そうにも、ハーメスト商会の倉庫には一粒つぶも入っていないのだ。

　あるのは、ニヴ島を苦しめて、真珠を搾取したという事実だけ。

　その行方ゆくえが気になっていたところなのだけど。

　もし、それがインデッグ卿に流れていて、軍備増強に使われているとしたら……。

　その全すべてに、理由が付く。

　あのインデッグ卿が対価を払はらって真珠を買うとは思えない。結果的に廉れん価かか無料かで出荷しないといけないのなら、ハーメスト商会としては、仕入れに関してどこまでも貪どん欲よくに真珠を買い叩たたくしかない。

　そうやって損失を小さくしておいて、いつか、インデッグから見返りを受けられるようにしないといけないのだから。

　ミレイユは、そう思い至ってしまった。自然と表情は険しくなる。

「その反応、どうやら図星のようだな」

「えっ？」

　ふとミレイユが視線を上げると、いつの間にかブレアがミレイユに近寄って来ていた。その手に握られた物が見えて、思わずビクッと肩が跳ねた。

　ナイフ……。

「お前がクズで良かった。これで俺おれも、心置きなくお前のことを殺せる」

「わ、私はおじい様とは違うわ！　ニヴ島の人たちを助け……っ!?」

「今さら言い訳などっ！」

　ブレアがナイフを振りかぶり、ミレイユに向かって踏ふみ込んできた。

　殺される!?

　ミレイユは目を瞑つぶって首をすくめ、その場に固まってしまった。

　客たちの悲鳴や叫び声が響ひびき渡わたる。

　ゴギッ――

　鈍にぶい音が響き、ミレイユの肩がビクッと震えた。

　………………。

　痛みは、ない。

　……斬きられて、ない？

　ミレイユは困惑しながら、恐る恐る目を開いた。

　そこにあったのは……タキシードを着た人の大きな背中。

　まるでミレイユを守るように立ちはだかる、男の人がいた。

　その奥おくには、顔を歪めて手を押おさえながらしゃがみこむブレアの姿。

　ナイフは、持っていない。いったいどこに？　と慌あわてて辺りを見回すと、横の壁に刺ささっていた。

　多分、このタキシードの男の人が、ブレアの手を攻こう撃げきしてナイフを飛ばしたのだろう。良く見ると、ブレアの手の指が、ひしゃげるように折れていた。

　……お陰で、助かったんだ。

　ついミレイユの瞳ひとみに涙なみだが浮かびそうになる。だけど、そんな弱さは人前で見せられない。ハーメストの人間として、ここは堪こらえなくてはいけない。頑張らなくちゃいけないんだ。

「話をしようとミレイユは言った。だがあんたは、今、何をした？」

　タキシードの男は、ゆっくりと、怒りのこもった声でブレアに尋たずねた。

「お、お前は、ハーメスト商会の仲間かっ!?」

　ブレアは質問に答えず、怒おこったように訊きき返していた。

　……仲間？　判らない。記き憶おくの限り、こんな男性とは出会ったことがない。

「いいや、ハーメスト商会の仲間なんかじゃない」

　案の定と言うか、タキシードの男は否定して、

「俺は――俺たちは、ミレイユの仲間だ」

「……え？」

　急にそんなことを言われて、ミレイユは思わず困惑の声を漏らしてしまっていた。

　……この人は、いったい何を言っているの？

　困惑するミレイユを置き去りにして、タキシードの男は話を続けた。

「ハーメスト商会は仲間じゃない。敵だ。だが、ミレイユは俺たちの仲間だ。なぜなら」

　男は話をしながら、その身体を少しずらしてみせた。

　その奥――男の隣となりに立っていたのは、青い色のドレスを纏った少女――

「だって私たちは友達だもん。ね、ミレイユ」

　少女は――ニーナは、こんな状況なのに笑顔を見せながら、ミレイユのことを見ていた。

　恐おそろしいほど緊きん張ちよう感のない……まるで既に勝ちを確信しているかのような。

「くっ！」

　忌いま々いましげに顔を歪めたブレアは、これを隙すきと見たのか、招待客たちを押しのけるように出口へと走り去ろうとした。

「捕とらえろ！」

　とタキシードの男が叫んだ。だが給仕たちはうろたえるばかりで、何もできなかった。

　結局、ブレアは難なくホールから出て行ってしまった。

　悔くやしいような、哀かなしいような、嫌いやな気持ちが胸をグチャグチャにかき乱していた。

　ただ、それと同時に、安心感も大きく膨らんでいく。

　目の前の大きな背中が、ミレイユのことを守ってくれている。

　それに、友達に会えた。

　その安心感のせいだろう……緊張の糸がプツリと切れた。

　ミレイユの意識は、フッと暗くら闇やみの中に落ちて行った……




　　　　　～～～




「…………もう他の客は帰ったのか。さすがに、あんなことがあったらなぁ」

　男の声がした。さっきの、タキシードの男の声だ。

「犯人以外は怪我けがもなくて、とりあえずは安心だけど」

　という少女の声。ニーナの声だ。

　ミレイユは、自分がベッドで横になっているのだと気付いた。気を失って、運びこまれたようだ。となると、ここはおそらく、迎げい賓ひん館かんに付属している宿泊所の一室だろう。

　ミレイユは、目を瞑ったまま、いろいろ頭を整理した。

　目を開けることは、できない。

　自分が情けなさすぎて、ニーナたちの顔を見ることができないのだ。

「……でも、ミレイユのことを、あそこまで嫌ってる人がいるなんて」

　ニーナの哀しげな声。まるで自分のことのように思ってくれているんだと伝わってくる。

　正直、ミレイユ自身も、自分があそこまで――殺されそうになるほどまで嫌きらわれているとは思っていなかった。

　だからこそ、今にして思えば呑のん気きなまでに、《夜会》を開いていたわけで。

　現にこれまでは、議論が熱くなることはあっても、あそこまで問答無用で襲おそわれることになるなんて思ってもいなかったのだ。

　自分の話に共感してもらえるかどうかは、確かに自信がなかったけれど、まさか、会話すらさせてもらえないなんて……。

　……悔しい。

　自分の無力さを突き付けられた。

「あれは、あの男がバカなだけさ。気にするな」

「……え？」

　ニーナが困惑した声を上げた。

　思わずミレイユも声を出だしそうだったけど、すんでのところで飲み込んだ。

「あの犯人は、最初からミレイユを殺すつもりだったんだろう。しかも、会話が通じないほどの、ただの逆さか恨うらみでしかない。ああいう輩やからのことは考えるだけ無む駄だだ」

「で、でも……」

「ミレイユは、『ハーメスト商会への不満も言い合おう』とか『おじい様とは違ちがう』って言ってたろ。その時点で、ミレイユをハーメスト商会の一員として『嫌う』のはおかしい。筋が通っていないのさ。実際、あのあと他の客と話をしても、ミレイユのことを心配する者たちばかりで、あの犯人は一いつ顧こだに擁よう護ごされなかったしな」

「あ、うん。それは本当に、良かったなって思う」

「声だけうるさい僅わずかな例外ばかり気にして、他の大多数を無視してたら本ほん末まつ転てん倒とうだろ。ミレイユは、ごく一部の変な奴やつには嫌われているのかもしれないが、みんなには好かれているのさ」

　そんなことを、男は飄ひよう々ひようとした口調で言ってのけた。

　ミレイユは顔が熱くなってきてしまった。今の顔を見られたら、どれだけ血色の良い病人になっていることだろう。

「さて、これからどうする？　いっそ、このままミレイユを誘ゆう拐かいしちまおうか」

「ちょっ!?　……あのねぇ、リョウ。ミレイユはミレイユで、きっとやりたいことがあるんだよ。ミレイユの意見も聞かずに、勝手に仲間に引き込んじゃったらダメでしょ」

　誘拐などという素すっ頓とん狂きようなことを言われながら、ミレイユの頭は別のことを考えていた。

　……仲間に……私を？

　そういえば、さっきもそんなことを言っていた。

　……だけど。

　私なんかを仲間にして、どうするつもりなんだろう。

　私に何ができるんだろう。

「襲われる直前、ミレイユが叫んでたじゃないか。『ニヴ島の人たちを助けたい』みたいな感じでさ。だから大だい丈じよう夫ぶだっての」

「いや誘拐は犯罪だから。大丈夫じゃないから」

　ニーナは呆れたように言うと、

「それに、リョウはハーメスト商会の情報を手に入れたくて、ミレイユのとこに来たんじゃないの？　誘拐しちゃったら、その後のハーメスト商会の情報は手に入らなくなるよ」

　…………あ。

　やっぱり、この人も、結局はハーメスト商会が目的なのね。

　ミレイユの胸がズキンと痛んだ。

『ミレイユ』という人間には何もできない……

『アレモスの孫まご娘むすめ』という地位だけが役に立つ――『価値』がある……

　そんな現実を突き付けられたかたちだ。

　……だと思ったのに。

「そんなことはどうでもいいさ」

　リョウは、飄々とした感じで言ってきた。

「俺たちと同じく、ニヴ島を助けたいと思っている人が居たんだ。だったら仲間になりたいじゃないか」

「……それだけ？」

「それだけだ」

　リョウは即そく答とうすると、

「人ってのは、知力や体力には限界がある……衰おとろえがある。だけど、意志の力には限界がない……決して衰えない。どっちを優先すべきか、判りやすいだろ？」

「……なんか、言い包くるめられた気がするけど。でもまぁ、私もミレイユの気持ちを確かめられただけで大満足なわけだし、リョウと同じ気持ちかな」

「良し。だったらさっそく誘拐を……」

「そこは同じじゃないよっ!?」

　そんな二人の会話を聞いていて、ミレイユは忸じく怩じたる思いに駆かられていた。

　……私も、ここで悔しがってるだけじゃいけない！

　今の私は、情けないかもしれないけど……無力かもしれないけど……。

　ここで逃げるように縮こまってたら、それこそ情けない！　それこそ無力だ！

　……そうと決まればっ！

　ミレイユは意を決したようにガバッと起き上がった。

「にゅあ!?」

　と変な声を上げて、ニーナが飛び跳ねるように後ずさっていた。

　一方、リョウは落ち着いた様子で、

「おぉ。やっと起き上がったか」

　そんなことを言ってきた。

「……貴方、もしかして、私が目を覚ましていたことに気付いていたの？」

「あぁ、呼吸が途と中ちゆうで変わってたからな。そりゃ気付くさ」

　さも当然のように言う男に、ミレイユは呆あつ気けに取られた。

「ミ、ミレイユ……脅おどかさないでよ、もー」

　怒ったように、呆あきれたように、ニーナが眉まゆを寄せながら言ってきた。

「それはこっちの台詞せりふよ。いきなり……本当に突然、《夜会》に出席してるなんて」

「う……それは、まぁ、のっぴきならない事情があるものであるからして……」

　しどろもどろに、言い訳みたいなことを言うニーナ。

「……お陰かげで、恥はずかしいところを見せちゃったわね。大人ぶって、空回りして、背伸のびしていたヒールがポッキリと折れちゃった」

　ミレイユは自じ嘲ちようするように言った。

「それは……」

　ニーナは少し言い淀よどんでから、ふと小首を傾かしげると、

「いつものことじゃん？」

　と言ってきた。

　言われてみると、確かにニーナの前ではいつもそうだったのだけど……

「……貴女あなた、相変わらず憎にくたらしいほど正直なのねっ」

「ミレイユが捻ひねくれてるんだってば」

　そう言い合うと、どちらともなく「あはっ」「ふふ」と笑いだしていた。

　二人揃そろって一通り笑ってから、ミレイユは言った。

「でも、嬉うれしかったわ」

「え、何が？」

「……私のこと、『友達』って言ってくれたこと」

　そう言って、はにかみながら笑った。

「へへ……」

　ニーナも照れたように笑ってきた。

　そこでミレイユは、表情を真しん剣けんなものに変えると、まだ弱っている身体からだを無理に立ち上がらせて、

「今回のこと、私を助けてくれてありがとう。本当に感謝しているわ」

　飽あくまでも、誇り高きハーメストの人間として、凛りんとした立たち振ふる舞まいをもって謝辞を述べた。

　それはもちろん、偶像としてではなく、心からの感謝を込めて。

　その上で、話を元に戻す。

「ニヴ島の話だけど、私もニヴ島を助けたい。今のハーメスト商会のやり方は……裏に領主のインデッグ卿がいるとしても、やっぱり私は許せないわ」

「え。じゃあ……」

「私にできることなら、協力したい。仲間として……何より友達として」

　八年越しの返事になってしまったけれど、やっと言うことができた。

　ニーナは、満面の笑えみを見せてくれるほど喜んでくれた。

　そして、もう一人。

「自己紹しよう介かいが遅れたが、俺はリョウと言う。だがコレは偽名でな。実は、記き憶おく喪そう失しつで血ち塗まみれで刀しか持っていなかった状態で無人島に倒たおれていたところを、偶ぐう然ぜんニーナたちの船に助けてもらったのが縁で、こうして一いつ緒しよに居るんだ。とりあえず、よろしくな」

「あ、ええ。こちらこそよろしく」

　……怪あやしい。

　ミレイユにとっては命の恩人なのに、それでもちょっと警けい戒かいしそうになった。

　だけど。

　ニーナが仲間として選んでいる人に、悪い人なんていない。

　そう確信している。




　そこに、さらにもう一人。

　そんな三人の様子を、天井裏の隙間から覗のぞいている男――ルークだ。

　……あの『リョウ』と言う男。想像以上の逸いつ材ざいだ。

　戦せん闘とう能力も高く、頭の回転も一段と速い。

　とりわけ、あの男の言動は、周囲を惹きつける魅力――カリスマ性を持っている。

　それこそ、本当に『英龍』であるかのように。

　となれば、こちらが手心を加える必要はない。少し強引な手に出ても問題はないだろう。

　ニヴ島を、より理り不ふ尽じんな苦境に叩き落とす――そして怒いかりを燃えさせるのだ。

　いっそう逼ひつ迫ぱくした窮きゆう地ちに陥おちいらせ――そして恐怖を刻み込むのだ。

　この『怒り』と『恐怖』の結び付きが、ニヴ島を一つに纏まとめるだろう。

　そして、彼らは巨きよ大だいな敵に立ち向かい……

　砕くだけ散るのだ。




　　　　　～～～




　その日の深夜――

　早朝業務に向けて仮眠していたクラウのところに、伝でん書しよ鳩ばとの帰き還かんを告げる鈴が鳴った。

　慌てて屋上に向かったクラウは、そこで情報を確かく認にんして、

「……えっ!?」

　時間のことも忘れて、大声を上げていた。

　思わず、ハトに付けられた識別番号を確認するクラウ。それは確かに、ニヴ島の物だ。

　その手紙は、州の法律を管理するインデッグ卿に宛あてて、こう書かれていた。

『ニヴ島は、航海赦しや免めん証の申しん請せい手続を要求する』

　ニヴ島が、自らの力で交易を始めようという……

　それは確かに、ハーメスト商会による経済封ふう鎖さを打破する手段となるだろう。

　だが。

　これは当然、『ニヴ島が、ハーメスト商会の儲もうけを削けずる』ことを意味している。

　こんなこと、ハーメスト商会が――そしてその裏にいる帝国が――許すわけがない。

　これは、事実上の宣戦布告だ。







第三章







１




　ニヴ島が独自に航海赦免証を手に入れようとしている、という情報は、一いつ瞬しゆんにして関係各所に伝わり、波は紋もんを広げていた。




　メルクリオス商会の主力船：メルキュリア号――

　ニーナ、リョウ、ブロムスが、船長室のテーブルを囲んでいる。

「何を考えてんだ、ダナンの野郎は!?　今ここで航海赦免証だと！」

　ダンッ！　と船長室の壁かべを叩きがならブロムスが叫んだ。

「ちょ、落ち着いてブロムスさん！　船が壊れちゃう」

　ニーナが声を掛かけるものの、そんなニーナ自身も困こん惑わくしきりで、声が震えていた。

　ここでニヴ島が航海赦免証を請求するということは、ハーメスト商会と縁を切るということ――いわば宣戦布告のようなものだ。

　こんな表立った対立を生んでしまったら、相手も表立った攻撃が可能になってしまう。そうなったら、弱い立場でしかないニヴ島は、完全に力負けしてしまう。

　だからこそ、メルクリオス商会は、裏からニヴ島を支援していたのに……。

「こんなの、自殺行こう為いじゃねぇか。俺たちが助けようとしたところで、こんなことをされちまったら、努力が水の泡だ」

「か、海運商会なだけにね？」

「…………」

「……ごめん」

　ニーナが必死に考えた冗じよう談だんは盛大に滑すべり、余計に空気を重くしてしまった。

「『自殺』なのか、それとも、『偽装自殺』なのか……」

　突然、リョウがぼんやりとした口調で呟つぶやいた。

　思わず、ニーナもブロムスも言葉を止めて、リョウのことを見やっていた。

「今回の件、ニヴ島を助けようとしている者にとっては致ち命めい的だが、逆に、ニヴ島を潰つぶしたり支配しようとしている連中にとっては、渡りに船だ――」

　海運商会なだけにな。

　と、リョウは笑顔で言ってきて、お陰でまた微び妙みような空気になってしまった。

　それでもリョウは、そんな空気を気にすることもなく飄々と話を続けた。

「これによって、ニヴ島を助けようとしていた者は、『裏切られた』と思ってニヴ島から離れるだろう。一方、ニヴ島を潰したい側は、協力者がいなくなれば制圧が楽になる」

「……まさか偽にせの情報!?　陽動かっ？」

　ブロムスが怒ど気きを混じらせて吐き捨てた。

「俺はそう思っている。少なくとも、俺が知っているダナンは、ニーナたちの行動を無に帰すような行動をとったりはしない」

「……うん。私の知ってるダナンさんも、こんなことはしない」

　ニーナは、そんな思いが強かったからこそ、動どう揺ようも強くなってしまっていた。

　……こういう『裏切り』なんて、本当に、凄すごく、嫌だから。

　ニーナは人を強く信じることができる。だからこそ、その反動が大きすぎるのだ。

「よしっ」

　と、ニーナは自分の弱気を掻かき消すように声を出すと、

「とにもかくにも！　まずはニヴ島に直接行って、そして話を聞かないとだね」

　ちょっとリョウを真似まねしたように言ってみた。

　ただ――

　リョウが言ったときとは違って、こちらはなかなか上手うまく事が運んでくれなかった。




　インデッグの館やかた――

　トルーズ市の中央にある、城じよう壁へきに囲まれた高台の中で、ひときわ背の高い建物。

　その見晴らしの良い応接間で、インデッグは、東の海を睨にらみ付けていた。

　……ニヴ島め。『航海赦免証』をよこせだと？　そんなこと、認めるわけないだろうが。

　自分は今、ハーメスト商会を意のままに操り、ニヴ島の真珠を独どく占せんしているのだ、という自負がインデッグにはある。

　なればこそ、自ら進んで独占状態を解くわけがないではないか。

　ニヴ島の請求は認めない――それだけではない。

　それだけで済ませてしまっては、また懲こりずに赦免証を要求してくるかもしれないのだ。

　身の程を弁わきまえさせなければならない。

「ルーク、居るな？」

　と、どことなしに声を掛けると、

「はい、ここに」

　物もの陰かげから返事がきた。

「アレモスに命じて、ニヴ島に対して、何か適当な物の流通を止めさせろ」

「減らすのではなく、止めるのですね？」

「そうだ。私の邪じや魔まをすればどうなるか、とくと思い知らせてやるのだよ」

「承知しました。そのように命じておきます」

　ルークはそう言うと、ふと「そう言えば」と話を振ってきた。

「ニヴ島に小麦粉を届けた組織、その正体が何なのか、判りました」

「ほぉ。いったい何者だ？」

　ルークは、ひとつ呼吸を整えてから言ってきた。

「聖教国クァルシアです」

「……なんだと？　まさか、あんな下げ劣れつな国と通じていると言うのか!?」

「ニヴ島は、歴史的にも、帝てい国こくと聖せい教きよう国こくとが奪い合っていた内海の要所ですよ。漁業・交易・軍事的な有用性は、内海に浮うかぶ他の島々の中でも群を抜いています。それが今、再び争奪戦となろうとしている……いえ。既すでにこちらは劣勢に立たされています。現に先日のミレイユ嬢じようの事件も……」

「アレにもクァルシアが関わっていたのか！」

「……ご察しの通りです」

　ルークは重苦しい声で、インデッグの推察を肯こう定ていすると、

「あの《夜会》に、『ソレス』と名乗る男が出席していました。その男は、ウィップスという者に宛てられた招待状を強ごう奪だつして《夜会》に参加し、実行犯のブレアという男を唆そそのかしてミレイユ嬢を襲わせたようなのです。『ソレス』とは、古代クァルシア語で大陽ルグスを意味する言葉です。『陽ひの出づる国クァルシア』を象徴しているつもりなのでしょう」

　インデッグは、ギギギと音が響くほどに歯を食い縛ると、

「……クァルシアごときが。帝国から逃にげ出した異い端たん教徒どもの分際で、どこまでも主人である我々に楯たて突つこうと言うのか」

　聖教国クァルシアは、今でこそ『二大大国』などと言われているが、かつては帝国内にいた異教徒の一派に過ぎなかった。

　それが、一二〇年ほど前に、『異教』として虐しいたげられる生活に耐たえ切れなくなり、一いつ斉せいに集団で東大陸へと逃げ込むように移り住み、そこで新たな国を築きあげたのだ。

　今では、『反・帝国』を掲げる者が集まり、帝国としても無視できないほどの力を手に入れているようだ。

　だが――
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　所しよ詮せんは帝国民になれなかった劣等民にすぎない。

　これが帝国民にとっての――とりわけ皇族にとっての、クァルシアに対する認識だった。

「ニヴ島の赦免証請求……あれは事実上の宣戦布告です。あんなもの、既に強力なバックアップが築かれていなければ、できるようなことではありません。……つまり、我々は完全に、聖教国に先を越されてしまったのです」

「ぐぅっ……」

　インデッグは怒りに震え、唸うなり声が漏もれていた。

　……劣等民に、先を越されただと？　皇族である俺が!?

「判わかった」

　インデッグは、低い声を絞しぼり出すように、

「フラガラックに命じて、ニヴ島付近の海域を厳重に警戒させろ。こちらが許した船以外は、絶対に通さないようにするのだ」

「はっ」

「それと、もう一つ」

　インデッグは、目を怒らせながら口角を上げて、

「帝てい都とよりも前に、まずはニヴ島を潰す。その準備を進めておけ」

「仰おおせのままに」

　そう言い残して、ルークは陰の中へと消えていった。

　暗闇の中、その表情はよく見えなかった。




　ルークはほくそ笑んでいた。

　やはりバカは操りやすい。

　簡単に『怒り』の感情に囚とらわれながら、まるで自分の意志で決めたかのように錯覚しつつ、こちらの思い通りに流されてくれるのだから。

　そもそも。

『ニヴ島が航海赦免証を請求した』というのは、ルークたち秘密警察オルラントが創り上げた嘘うそだ。

『聖教国がニヴ島の裏にいる』などという話も、もちろん嘘だ。

　およそ関係者は、寝耳に水で驚おどろいたことだろう。何の予兆もなかったところに、急にこの話を聞かされたことになるのだから。

　とはいえ、メルクリオスの連中は、これが嘘だと気付くだろう。それで良い。

　これらの嘘の目的は、主に、インデッグの興味をニヴ島に集中させることにあった。

　帝国民というものは、こと聖教国との関係になると我を忘れやすい。特に皇族の連中は、「比ひ較かくされて劣勢にある」などと言われた日には、冷静で居られるわけがなかった。

　なにせ、かつては彼かれらを下層に敷しいて支配していたのだから。そんな人間が、比ひ肩けんしているどころか上にいる、などという話になったら、それは屈くつ辱じよく以外の何物でもない。

　そうすることで、ルークは、インデッグの怒りの矛ほこ先さきをニヴ島に向けさせた。

　インデッグは気付いていないのだ。

　インデッグが背中を見せた、その方向にこそ、無数の『怒りの矛』があるということに。

　ルークは、インデッグの背後となるトルーズ市で『矛』を研とぎ、その数も増やしている。

　あとは、そう……。

　インデッグに、ニヴ島へ向かって一歩を踏み出させる――トルーズ市の外へと誘い出す。

　そのためには……

　メルクリオス商会――リョウと言う男。

　あの男は、格好の的として使える。インデッグを十分に引き付けてもらうのだ。

　そのときにこそ、ルークの野望は、第二幕の完結を迎むかえるだろう。

　父親を自ら謀ぼう殺さつした第一幕に続くものとして。




　ハーメスト家の別べつ荘そう――

　先ほど、インデッグからの使者が現れ、アレモスと交こう渉しようをしていたのだが……。

　その間、部屋を追い出されていたミレイユは、その内容をついさっき知らされた。

『ハーメスト商会は、ニヴ島に向けた小麦粉と油の運うん搬ぱんを停止する』

　小麦粉も油も、基本的には『禁輸品』に指定されていて、特定業者のみが流通を許されている。どちらも、ニヴ島に対しては、ハーメスト商会が流通を独占している物品だ。

　その運搬を停止するということは……。

「こんなもの、もう『商売』なんて呼べるようなモノじゃないわ！」

　ミレイユはアレモスの書しよ斎さいに駆かけ込み、アレモスに向かって叫さけんだ。防音の行き届いた部屋ながら、それでも外に漏れ聞こえてしまいそうなほどの大声だった。

「『商売』とは何か……そんな概念の論議など、する価値があるのか？」

　アレモスは、机上にある書類から顔を上げることもなく、言い捨てた。

「またそれ……」

　ミレイユはため息交じりに、

「私は、今、ハーメスト商会のやっていることこそ価値を感じないわ。金儲けに政治癒ゆ着ちやく、そんなことばかりに躍やつ起きになって、市民から嫌われている悪徳商会に成り下がっているんだもの」

「温室の中から一度も出たことのない人間が、『外は寒い』と言い続ける。まさにお嬢じよう様さま。あまりに世間知らずで、あまりに滑こつ稽けいだ」

「私は、そんな情けない人間じゃないわ。外に出て行く覚かく悟ごもあるんだから！」

「外の連中に騙だまされたか、唆されたか。所しよ詮せんは、この家の財産が目当てなのだろうに」

　アレモスの言葉を聞いて、ミレイユの脳のう裏りに仲間の顔がよぎっていく。

　ニーナ、そしてリョウ……。

　彼らのことを侮辱するような言葉は、許せない。

「誰だれに何を言われたとかじゃない。これは、私の意志よ！」

　ミレイユはそう言い捨てて、身を翻ひるがえした。

「どこへ行く？」

「……外だって言ってるでしょう」

「あてはあるのか？」

「えぇ。私の行きたいところで、私を待ってくれている人がいるわ」

「メルクリオスの娘か」

「…………」

　思わず無言になってしまったが、それが如によ実じつな答えになっていた。

　アレモスは「なるほど」と呟くと、なぜか、少し笑いを含ふくめたように頬ほおを緩ゆるめて、

「あの者たちと共に外に出て、この温室を壊すというのか」

　ミレイユは、一瞬だけ言葉に詰つまった。それでも、自分の言葉で想いを告げる。

「それだと、世界全部が寒くなってしまう。……私は、この世界全体を温かくしたいの。ここと同じとまでは言えなくても、せめて、みんなが笑え顔がおで暮らせるくらいに」

「夢物語だな」

「あら、知らなかった？　お嬢様っていうのはね、いつでも夢を見ているものなのよ」

　ミレイユは、アレモスを振り返かえって笑顔を見せつけると、身を翻して、書斎を出るため歩き出した。

　絨じゆう毯たんの上を歩くミレイユの足音だけが、かすかに聞こえる。ドアの前まで来て、ノブに手を掛けようとして、ミレイユは、そこをジッと見つめたまま動きを止めていた。

「……止めないのね」

　思わず出た言葉。

　自分で言ってビックリするほど、ミレイユの声はかすれて、震ふるえていた。

「止める必要などない。そんなことには価値を見出せないのだからな」

「そう……よね」

　いつも通りのアレモスの言葉に、ミレイユの胸がズキンと痛んだ。

　こんなときにまで何かを期待していた自分も、可笑おかしなものだ。

　ミレイユは胸の痛みを誤ご魔ま化かすように、力を込めてドアを開けると、書斎を後にした。

　……さて。

　ミレイユは、自室に戻もどって出発の準備をしながら、果たしてこれからどうしようか悩なやんでいた。

　ニーナのところに行ってみることは決めていた。だけど、今の自分に何ができるのか。

　……どんな『価値』があるのか。

　そんなことを考えてしまっていた。

　すると扉とびらがノックされて、「ミレイユ様、よろしいでしょうか？」と声を掛けられた。「どうぞ」と返すと、静かに召めし使つかいが入ってきた。

「ミレイユ様へ、アレモス様から、『餞せん別べつ』をお預かりしております」

「餞別？」

　ミレイユが訊きき返すと、

「こちらの、証書となります」

　と、別の召使が、書類ケースを持って進み出てきた。

　ミレイユは、その中にある書類の束たばから、数枚の証書を手に取ってみた。

「……これって」

　それは、両替商・金融商の預金証書や、船の権利証に、土地の権利証等々……

　すべて、『ミレイユ』名義の物だった。

「これは、ミレイユ様のこれまでの働きに対する『給与』であるとのことでございます」

「…………」

　予想外の言葉に、ミレイユは声が出てこなかった。

　思わず書類ケースの中を凝ぎよう視ししたまま、固まってしまった。すると、ケースの中に一枚、他の証書とは明らかに違う紙――メモ用に使っている雑紙が入っているのが見えた。

　そこには、殴なぐり書きしたような荒れた字で――だけどアレモスの字だと判るもので――こう書かれていた。

『お前を護れなかった人間の傍そばに居ることに、価値など無い。お前は、お前を助けることのできる人間の傍に居るべきだ』

　……まさか、これが、おじい様が私を止めなかった理由？

『経済性』とか『価値』とか、そういうことでしか世界を見ていない、おじい様。

　あの人は、どこまでも冷めていて、どこまでも厳格な人だったのだ。

　そんな人が……いいえ……そんな人だからこそ。

　あの《夜会》での襲しゆう撃げき事件に責任を感じて、自分を『価値』なき者だと判断して。

　他方では、こんなふうにミレイユの『価値』をちゃんと認めてくれていた……。

　それは、ハーメスト商会の一いつ般ぱん社員が一生を注ぎ込んでも稼げない財として、ミレイユの目の前に明示されている。

　……バカみたい。こんなことをされただけで、おじい様なりの優しさだと思っちゃうなんて。

　だったら、ミレイユは、このまま素直に餞別として受け取ることなんてできなかった。

　ミレイユは部屋の机に駆け寄ると、適当な羊皮紙を広げてペンを走らせた。

　そして、そうして出来上がった物を召使に押し付けるように渡わたした。

「こ、これは？」

　と戸と惑まどう召使に、

「『借用書』よ。ここの証書にある物を、おじい様から『借り受ける』ためのね」

　と、ミレイユは笑顔で言い放った。

「出世払いだけど、必ず利子を付けて返してやるんだから」

　ミレイユは、荷物の中に証書を入れると、堂々と、軽快な足取りで、ハーメスト家を後にした。
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　高台から降りていく道。海風が強く吹き付けて、少し肌はだ寒い。

　ふと、その先に、見知った二つの影かげが立っていた。

　ミレイユは、重い荷物を物ともせず、知らない間に歩調が速くなっていたのだった。




２




　中型武装商船：ケリュケウス号は、内海を順調に航海していた。

「海は、良いわねぇ」

　船橋ブリツジの上、風を背にして立つ船長が、しみじみと呟いていた。

「まったくだ」

　とリョウが船長に同意して、

「あ、うん。それは確かに良いんだけど……」

　とニーナも同意した。同意しながらも、やっぱり引っ掛かる点があるわけで、

「でも、本当に良いの？　ミレイユ」

　と、船長に訊いていた。

「え？　なによ、私が『海は良い』って言ったら嘘っぽいってこと？」

「いやいやそうじゃなくて！　……そうじゃなくて、この船のこと」

　この船――ケリュケウス号は、ミレイユの船なのだ。

　ハーメスト商会という企き業ぎよう所有ではなくて、ミレイユという個人所有だというのも凄すごいんだけど。いわく、これまでの自分の稼ぎで購こう入にゆうした船だとか……桁けたが違ちがいすぎる。

　そもそも、なぜニーナたちが、ミレイユの船で一緒に航海しているかといえば。

　ニヴ島に行きたいと思っていたメルクリオス商会の面々は、『フラガラックがニヴ島近海を重点的に警戒している』という情報と、『ハーメスト商会関係以外の船はニヴ島に通さず、厳格に対処される』という情報に触ふれていたため、八方塞ふさがりだった。

　そこに、ミレイユが現れて、「だったら丁度良いわ」と、この船を提供してくれたのだ。

　そこには、いろいろなリスクがあるというのに。

「なによ、どこか不満なの？　赦免証も持ってるし、水夫もちゃんと優ゆう秀しゆうな人たちを雇やとってる。一応ハーメスト商会関連の船だから、ニヴ島付近の警戒態勢も通過できるのよ」

「……そりゃあ、メルクリオス商会に協力してくれるってところが」

「……あぁ、そういうこと」

　ミレイユは、どこか思案げに中空を見つめると、

「ニーナってば、彼の周りに女子が増えるのが嫌いやなのね？」

「うぃ!?」

　予想外すぎることを言われて、ニーナは変な声を漏らしていた。思わずリョウの方を見てしまって、そこで目が合っちゃったものだから顔が一気に熱くなって、慌あわてて視線を逸そらしていた。

「それだから、私がメルクリオス商会に協力するのが嫌、と」

「ちっちちち違うってば!?　わ、わ、私たちには、ニヴ島を助けるっていう一緒の目標があるんだから、だからっ、仲間が多い方が良いんだからね！」

「あらら、そこまで慌てなくってもいいじゃない」

「あ、慌ててるわけじゃないってば。ミレイユが変なこと言うから動揺してるだけ」

「はいはい。そういうことにしといてあげるわ」

「ぬーっ」

　ニーナは不満げに膨れた。

　……正直、恋こい心ごころとかそういうのは、よく解わからない。こういうのは、周りに囃はやされるから意識するっていうのは、違うと思うし。

　思わずリョウの方をチラリと見やると、リョウは特に気にしていないのか、飄ひよう々ひようとした顔でニーナとミレイユとを見ていた。

　するとそのとき、ミレイユはスッと真ま面じ目めな表情になって、

「ニヴ島の生活を壊したのは、ハーメスト商会なのよ。だからこれは、私にとっての罪つみ滅ほろぼしなのかもしれないわ。……人に嫌きらわれたままでいるのは、私は耐えられない」

「……ミレイユ」

　ミレイユの立場を思うと、ニーナは、掛ける言葉を見つけることができなかった。

「俺おれは、ミレイユが協力してくれることになって、凄く嬉しいけどなぁ」

「「えっ？」」

　突とつ然ぜんリョウが話に入ってきて、ニーナとミレイユは揃ってリョウを見やっていた。

「ミレイユはミレイユだ。ハーメスト商会とは違う。少なくとも、ここにいるみんなはそれを知ってる。ここの人間は、みんなミレイユのことが好きだぞ」

　臆おく面めんもなく、そんなことを言い放つリョウに、ミレイユは「ぐ」と俯うつむいちゃって、

「……ありがと」

　と小さく呟き、赤くなった頬を緩めていた。

　……リョウと話すと、どうしても、こんな反応になっちゃうんだよねぇ。

　身に覚えのあるニーナは、小さく苦く笑しようを漏らしていた。

　しかも厄やつ介かいなことに、リョウはこれを男女問わず、みんなに同じようなことを言っているということ……。

　典型的な『人たらし』だ。

　お陰で、どんどん仲間が増えていっているんだけど。

　でも、女の子が増えるのは、正直、ちょっと寂しいかも……。




　これがハーメスト商会の力、とでも言うのだろうか。

　リョウは、思わず感かん嘆たんして、そして呆れてしまうほどだった。

　ニヴ島に近づくにつれ、碇てい泊はくして監かん視しするフラガラックの巡じゆん視し艦かんとも出会うのだが、こちらの船がミレイユの――ハーメスト商会関係の船だと判ると、卑ひ屈くつなまでに丁寧になって、道を開けていく。

　自分が権力の側に立っているという感覚……。

　リョウはこの日、初めて船ふな酔よいをしてしまった。

　どうも自分には、『権力』なんてモノは合わないらしい。

「……リョウも、酔ったの？」

「……あら、お二人とも」

　消え入りそうな声が、ふたつ、リョウに掛けられた。

　見れば、ニーナとミレイユが、顔を真っ青にしながら、甲かん板ぱんにへたりこんでいた。

「海運商会の娘が、揃って船酔いか」

　リョウは笑ってやろうとしたが、自分もちょっとそれどころじゃないため、頬が引ひき攣つっただけだった。

「し、仕方ないでしょ……。今回通ってるこの海域、どんなベテラン操そう舵だ士しでも失敗することがあるくらい、複雑な浅瀬が広がってるんだから。回かい避ひして回避して回避して、とにかくユラユラしちゃって、そりゃもう……う」

　ニーナは口を押おさえながら顔を逸らした。それでもどうにか耐えられたらしく、「……はぁ」と深呼吸をしていた。

「浅瀬の海図を見せてもらっているのに、この有様。早く平然と通れるようになってもらいたいものだわ」

　と、ミレイユが言った。

　何気なく言ったであろうその言葉は、ミレイユが今後も協力するつもりでいるからこそ言えるものだった。それを聞いて、リョウは思わず嬉しくなっていた。

　道中、そんな小さな苦難はあったものの。

　ケリュケウス号は、とりあえず無事と言える範はん囲いで、ニヴ島に辿り着くことができた。

　ここからは、先頭に立つのはリョウとニーナだった。一方ミレイユは、やっぱりまだ合わせる顔がないからと、船の中で待機していた。

　数日ぶりに会うダナンは、満面の笑みでニーナたちを迎えてくれた。

　その顔を見て、リョウもニーナも拍ひよう子し抜ぬけしそうになった。

「ダナン、『航海赦免証』のことで話があるんだが」

　リョウは、これまでの情報に基もとづいて、赦免証関係の一連の事態を説明した。

　するとダナンは、目を見開きながら驚いて、

「俺たちは、そんなことはしていないぞ!?」

　と、困惑した声を漏らした。

「やはり、『ニヴ島が赦免証を請求した』という話は……」

「そんなの嘘だ！　でたらめだ！」

　ダナンは怒ど声せいを響かせた。

「だが、厄介なことに、ハーメスト商会も、テトラ州の領主も、ニヴ島が赦免証を請求してきたことを事実と受け止めて、対応をさらに厳しくしていくようなんだ」

「……なんだと？」

　リョウたちは、ハーメスト商会やテトラ州の領主インデッグが、ニヴ島に対してどう対応していくかという情報を、ミレイユから聞いていた。

　それに基づいて、小麦粉と油の流通制限についてや、ニヴ島周辺の厳戒監視体制について、リョウはダナンに説明した。

「小麦粉は、まだこの間の物が残っている。……だが、油は厳しい状じよう況きようだ」

　ダナンは眉根を歪ゆがめながら呟いた。

　ガスなどないニヴ島では、油は食用だけでなく、薪まきに染み込ませて明かりとしても使われている重要な物品だった。

　油が無ければ、この島は、陽の入りと共に完全な暗くら闇やみとなり、まともな仕事ができなくなってしまうのだ。

　真しん珠じゆの採取や漁の準備などでは、夜間の仕事も必要になる。

　松明たいまつを作ろうにも、島に生育する木々は、そのままでは松明として使いづらい上、大量に燃やさないと明かりとして用をなさない。当然ながら島の木々は有限であるため、あまり伐ばつ採さいすることもできない。

　そのため、ニヴ島にとっての油の重要度は、他の地域よりも高かった。

　にもかかわらず。

　ニヴ島は、ハーメスト商会によって、油の流通が独占されてしまっている。

　地理的にも経済的にも孤島なのだ。弱みが多い上に、そのすべてをハーメスト商会が押さえているような状態にある。

　これを打破していかなければ、『ニヴ島を助けた』とは言えない。

「とりあえず、ニヴ島としては、赦免証の申請を取り下げることにする。これで、せめて油の供給遮しや断だんがされなくなればいいんだが……」

　ダナンは、不安そうに呟きながら、申請取り下げの手紙を伝書鳩に託たくした。

「大だい丈じよう夫ぶです。いざとなったら、また小麦粉のときみたいに……」

「バカ言うなっ」

　ニーナの提案はダナンの怒声に打ち消された。

「……ニーナちゃん、無理すんなっての。この島の周りを、あのときとは比べもんにならない数のフラガラックが巡じゆん回かいしてるんだろ？　ここを、禁輸品を持って通り抜けようなんて、そんなの無茶だ」

「で、ですけどっ」

　ニーナが尚なおも言おうとするが、ダナンは困ったように笑っていて、そのまま、二人とも黙だまってしまった。

「なぁ、ちょっといいか」

　リョウは、ひとつ気になったことがあって、話に割り込んだ。

「油くらいなら、自分で作った方が楽なんじゃないか？」

「……自分で？」「……作る？」

　ダナンとニーナは揃そろって首を傾げた。するとニーナが口を開いて、

「リョウは、油を作ったことがあるの？」

「いや、ない」

「じゃあ、作り方を知ってる……？」

「そういや、知らないな」

「え、えと……じゃあニヴ島のみんなが知ってたり……」

　とニーナがダナンを見たけれど、ダナンは肩かたをすくめて困った顔をしたまま、

「そんな知識は持ってない。そもそも、知ってたらここまで苦しむこともない」

　と呟いた。

「……リョウ、さすがに、あんまり無責任なことを言うのは……」

　ニーナが怒おこったような、呆あきれたような口調で言ってきた。

「おいおい。むしろ、その程度で諦あきらめないでくれよ」

　と、リョウは逆に呆れたような口調で、

「知らないなら学べばいい。技術がないなら技術を身につける。材料がないなら材料を探す、見つからなければ材料だけを輸送する。まだまだやってないことが多すぎるのに、諦めるなんておかしいだろ」

「……情報の輸送」

　ニーナは驚いたような顔のまま、ふと呟いていた。

「おぉ、良い言葉だな。つまりそういうことだ」

　リョウは笑顔を見せて、

「たとえ『油』を禁輸にしたって、『油の製造方法』という『情報』までは禁輸にできない。これなら、きっと合法的にいけるはずだ」

　リョウの言葉に、ニーナはパッと表情を明るくして、

「うん……うんっ！　コレいけるかも！　どうかな、ダナンさん？」

「あ、いや……」ダナンは少し呆ぼう然ぜんとしていたのか、返答に遅れて、「いける、のか？」

「何か不安があるなら、遠えん慮りよなく言ってくれ」

「そうじゃない……ちょっと、これまで考えもしなかったことを言われたから、なにか、頭がうまく働かなくなっちまって」

「たしかにそうかも――」

　と賛同したのは、ニーナだった。

「私も、ずっと油とか小麦粉とか、そういうのをお店で買ってたけど、いざ、それを作るってなったら、方法も解らないし、物によっては原材料も知らなかったりするし」

「まぁ、商人ってのは、そういう『他人が作った物』を『別の他人』に運んでいって、それをうまく組み合わせて、みんなで楽をしようって話だからな。わざわざ自分から苦労することを考えようとは思わないだろう」

「……それを、リョウはやっちゃうんだね」

　ニーナが可笑しそうに言ってきた。

「なんだよ、まるで俺が変人みたいな目で見てきて」

「みたいなって言うか……ねぇ」

　ニーナが言葉を濁にごすように言っていた。

　するとそこに、

「リョウ、ニーナちゃん――」

　と、ダナンが改まった様子で二人の名前を呼び、向き直ってきた。

「トルーズ市に行ったら、あんたたちに会って欲ほしい人がいるんだ」

「会って欲しい人？」

　突然の話の展開に、リョウは聞き返していた。

「あぁ。俺が言うのもおかしいけど、今回の件、きっと力になってくれるはずだ」

「えと、名前とか、住所とかは判りますか？」

　と、ニーナが訊いていた。これらは、リョウが聞いても思い当たることがない。

「住所は、職場なら判るんだが……」

「あ、じゃあ職場の方に行ってみますので、そちらを教えてください」

　ニーナが言うと、ダナンはひとつ頷うなずいてから、ゆっくりと言った。

「名前は、クラウ・ソラリス。彼かの女じよは、フラガラック第三管区の庁舎内、屋上にある伝令所にいるはずだ」
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　翌日の午後。

　フラガラック第三管区庁舎――

　庁舎内は静かだった。

　多くの隊員が、緊急の巡回命令を出だされて海に出ているのだ。

　その屋上に続く階段を、クラウは一人登っていた。

　今日のクラウは、物を運べば落っことし、掃除をすれば水をぶちまけ、会話をしても上の空。この階段も、何度踏ふみ外しそうになったことか……。

　いつものキッチリしている姿は、どこにもなかった。

　昨日から、ニヴ島のことが気になって仕方ないのだ。

　……ニヴ島が、本当に航海赦しや免めん証の申請をするつもりとは思えません。いったい何が。

　正直、ここまで気に掛かるなんて、自分でも不思議なものだと思っている。

　仲の良い知り合いが居るわけでもないし、真珠が好きなわけでもない。それこそ、学校の地理歴史で学んだだけというくらいの興味しかなかった。

　……ただ。

　今のニヴ島は、合法的に苦しめられている。

　それが、クラウにとって衝しよう撃げき的だった。

　違い法ほうな人間を逮たい捕ほして、それで善良な市民を守りたい。そう思ってフラガラックに入ったクラウには、判らなくなっていたのだ。

　ニヴ島民を守るためには、どうしたらいいんでしょう……。

「……はぁ」

　知らず、溜ため息いきが漏れてしまう。

　クラウは扉をゆっくり開けて、屋上に出た。潮風が鼻をくすぐる。

　何やら伝でん書しよ鳩ばとの小屋が騒がしい。襲おそわれているのとは違うが、いつもよりよく鳴いている。

　クラウが小屋に近づいていく……と、小屋の中から人の声がしていた。

　ワッハ？　……いえ。ワッハは夜勤のために下で仮眠中のはず。

　ならば、侵しん入にゆう者？

　クラウは、万一のために弓ゆみを構えながら、小屋に近づいていく。

　すると、小屋の中に男が一人居て、鳩はとと戯たわむれるように遊んでいた。まるで子供のように、無む邪じや気きに笑っている。

　鳩たちも鳩たちで、その侵入者に攻こう撃げきを加えることもなく、むしろ懐なついているようにも見えた。

　……なんですか、コレ？

　クラウは目の前の光景が理解できず、その場に固まってしまった。

　というか、自分以外の人に鳩たちが懐いていることに、嫉しつ妬とみたいな感情を覚えている自分がいて、それもそれでちょっと困こん惑わくだ。

「……おっ？」

　すると、小屋の中の男がクラウに気付いたようで、

「あぁ、あんたがここの責任者か？　……えぇと、『クラウ』――クラウ・ソラリス？」

「え、あ、はい。クラウと申します」

「俺は『リョウ』と言う。どうかよろしくな」

　と、男は――リョウは名乗ってきた。

「あ、リョウさんですね。こちらこそ、よろ……」

　……って、そうじゃないですって！

「ここは、許可なき者の立ち入りを禁じています！　そもそも、この庁舎自体が、私服で入れるような所ではないのですよ！」

　クラウはすぐに本来の職務に戻った。

　背中に常備している弓に手を掛かけ、すぐにでも構えられるような準備姿勢をとる。

　クラウとリョウの間には金かな網あみがある。その目の大きさは、一辺が五cmほどの菱ひし形がただ。この程度の大きさなら、こうして一〇ｍほど離れていても余よ裕ゆうで貫き通せる。

「あぁ、それは済まなかった」

　と、リョウは困ったように頭を掻かきながら、

「どうしても、あんたに会いたくてな」

「れ？」

　クラウは『え？』を噛かんでしまうほど動どう揺ようした。臆面もなくそんなことを言ってくるリョウに、クラウは照れや怒いかりや呆れが混じったような複雑な気分になってしまった。

　それでも意識的に呼吸を整えて、どうにか冷静な対処を心掛けようとする。

「……その『どうしても』という理由は、何ですか？」

「ニヴ島について聞きたかったんだ。特に、航海赦免証の申請について」

　その言葉を聞いて、クラウは思わず反応しそうになったけど、それを押し隠かくしながら、

「あなたは、ニヴ島の関係者なんですか？」

「関係者どころか、救世主らしいぞ。ニヴ島を救う英えい雄ゆうだ」

　リョウは笑顔で、そんなことを言ってきた。

「……私を、からかっているんですか？」

「いいや、本気さ。本気だからこそ、ここに来てるんだしな」

　リョウはそこで表情を一変させて、言葉通りに真しん剣けんなものにすると、

「あの島では『救世主』や『英雄』が求められている。あんただって知ってるだろう？」

「それは……」

　クラウは言葉が返せなかった。

　リョウは続けて、

「数日前、ニヴ島に小麦粉を届けたのは、俺たちだ」

「えっ!?」

　クラウは思わず、驚おどろいた顔をリョウに見せていた。それが本当だとしたら、この人は、島の人にとって、まさに『救世主』や『英雄』になる。

「それと一いつ緒しよに、フラガラックの八番隊を撃げき退たいしたのも俺だけどな」

「なっ!?」

　クラウは息が詰つまるほどに驚いた。だけど、どうにか声を絞しぼり出して、

「……あなたが、あの事件の犯人」

「あぁ、そうだ」

　リョウは飄々と、正直に返事をしてきた。

　クラウは咄とつ嗟さに弓を掴つかみ、リョウに向けて矢を構えていた。

「あなたがやったことは犯罪行こう為いです。これよりあなたを逮捕します」

「逮捕？　それは困るなぁ」

　リョウは、こんな状況でも飄々とした態度に変わりはなく、

「俺はこれからも、ニヴ島を助けたいと思っているんだ。ここで逮捕されるわけにはいかないんでね」

「このフラガラックに、違い法ほう行為を見逃せと言うつもりですか？」

「『違法』ねぇ……」

　リョウは、後頭部を撫なでるように掻きながら、

「それでも、俺たちがやったことで助かった人がいたのも事実じゃないか？　ニヴ島のみんなも、フラガラックに見捨てられた奴ど隷れいの男も、俺たちがその『違法行為』をやったからこそ死なずに済んだんだ」

「そ、それは……」

　まさにクラウが感じているジレンマそのものだ。

　頭がズンズンと重く疼うずいている。

　自分の中に矛盾がある。それは解わかっている……解っているのだ。

　弓の構えが乱れている。もはや矢を放てるような精神状態ではなかった。

「まぁ、ニヴ島は今のところは『助かった』とは言えない状況だけどな。だが少なくとも、あのとき奴隷だった男は、今は幸せそうに、俺の同どう僚りようとして過ごしている。なんでも、ニヴ島で怪我けがを手当てしてくれた女とよろしい関係になったらしくてな、しっかり働いて、給料を女に仕送りしたいんだそうだ」

「……奴隷だった人が、同僚として、給料を？」

　そういえば、あのときの報告では、奴隷が一人『強ごう奪だつ』された、という内容もあった。だが実際は強奪なんかではなかった、ということ……。

　もっとも、クラウが特に引っ掛かったのはそこではない。

　リョウが何気なく言った言葉、その重大さにクラウは困惑していた。

　この社会にとって、奴隷は『物』として扱あつかわれてしまっている。

　そして奴隷階級は、いつまでたっても奴隷のまま。脱だつする条件なんて認められていない。

　自由もなく、権利もなく、ただ命令に従う義務だけがある者たち。

　給料を支し払はらわなくても仕事をさせることができる――まるで家畜――そういう便利な存在として、社会が構築されてしまっている。

　そんな奴隷が、奴隷階級を脱して、しかも給料も貰もらえているだなんて。

　……それは、この人が、私のやりたい『人助け』をやってみせているということ？

　だけどそれは、法を破らないとできないことなのだ。

　違法に、人助けをしているのだ…………

「……『違法行為』は、悪いことなのでしょうか？」

　クラウは、どうしても頭の中の整理がつかなくて、思わず自分の想おもいを漏もらしていた。

「正直、俺は『違法』だとか『合法』だとか、そういうことはサッパリ解らない。と言うか、ここの国の法律なんてものはまったく知らん。そもそも記き憶おくが無いからな」

「……はい？」

　予想外すぎる返答に、思わず声が裏返りそうになった。

「ただ、そんな俺にも解ることがある。それは、『ニヴ島の人々は現実に苦しんでいて、必死に助けを求めている』ということだ。俺たちはそれを助けたいと思った。この想いに合法・違法なんて関係ない。助けることができるかできないか、俺たちにとってはそれだけが重要だったのさ」

「そ、そんな理屈で……」

「だが、今はそうはいかない。どうしても、合法的にやっていかなくちゃいけないことがあるんだ」

　リョウは、クラウの目を真まっ直すぐ見て、

「そのためには、クラウ・ソラリス。どうしてもあんたの協力が必要なんだ。合法と違法を判断できる、確かな目を持っている人間が」

　その視線に、クラウはついこちらの視線を外しそうになってしまう。だけど、相手から目を離すわけにはいかない。

「……ど、どうして私が」

「ダナンの推すい薦せんがあったというのが、ひとつ」

「……あの手紙の話を、聞いたんですね」

　クラウが言うと、リョウは小さく頷いてから、

「その手紙のお陰かげで、ニヴ島の現状を把は握あくできているのがひとつ。フラガラックとして、合法・違法の判断に長けているのがひとつ」

　クラウは、肯こう定ていも否定もできないまま、ジッとリョウのことを見やっていた。

　するとリョウは、

「最後に、コレが何よりの決め手になったんだが……」

　と微笑ほほえみながら、

「俺たちと同じ想いを持っていること――『ニヴ島のことを助けたい』と強く思っていること」

「……それは」

「これも手紙にあったことだ。自分の力不足を嘆なげくように、助けられないことを謝罪してきたんだってな。そこまでニヴ島のことを思ってくれている奴やつだったら、是ぜ非ひ協力してほしいと思ったんだ」

　その言葉を聞いて、クラウは、もう、弓矢を構えることなんてできなかった。

　この人は『敵』ではない。そう確信したから。

　そんなクラウに、リョウは穏おだやかに微笑みかけてくると、

「どうしても、あんたの力が必要なんだ。協力してほしい」

　改めての、勧かん誘ゆう。

　リョウは、小屋の中からゆっくり出てくると、こちらに手を差し出してきた。

　クラウは、それをジッと見つめるだけで、

「私は……ですが、何ができるのでしょう？　きっと合法的なことしかできませんよ？」

　クラウの心に詰つまっていた、忸じく怩じたる思い。自分の無力さを感じてきた苦しみの吐と露ろ。

　それに対して、リョウは言ってきた。

「それがいいのさ。俺みたいな無法者には、あんたみたいな人が必要なんだ」

「ぅぐ。……そ、そうですか」

　クラウは動揺を隠しきれずに、まともな返事ができなかった。こんなことを言われたのは初めてで、どうして良いか判らないのだ。

『あんたに会いに来た』とか、『あんたみたいな人が必要だ』とか……

　言葉だけ抜き取ったら、まるでプロポーズみたいではないかっ。

　もちろん、リョウの態度を見ていれば、いくらそういう話が未経験で疎うといクラウでも、彼かれにそんな気が無いことくらい判る。

　判っているのに……。

　それらは、今のクラウが心から欲していた言葉たちだったのだ。

　力不足を嘆いていた自分に、リョウは、この力こそが必要だと言ってくれた。

　迷い続ける私に対して、私にも『人助け』ができるのだと、力強く引っ張り上げてくれたのだ。

　自分を引っ張り上げてくれる手は、今も、まだこちらに差し出されたままで。

　クラウは、ひとつ小さく息を吐はいて、そして、その手を握にぎり返した。

「改めて、クラウ・ソラリスです。ニヴ島を助けるため、私にできる限り協力します」

「おぉ、ありがとう！　さっそく一緒にニヴ島まで行きたいんだが、いつなら行ける？」

「え……えぇっ？　あの、いきなりそんなことを言われましても」

　こんなの、力強く引っ張り上げすぎです！

「実は、ちょっとした器具を運うん搬ぱんしようとしてるんだがな、その中に禁輸品がないか確かく認にんしてもらって、その上でニヴ島まで同行してもらいたいんだ」

「で、ですが、私は立場上、仕事を放り投げるわけにも……」

　仕事とニヴ島のどっちを取るか、と比ひ較かくできるようなものではないのだ。

「部下に任せることはできないのか？」

「あぁ…………どうでしょう」

　そう言ったものの、あのワッハが、自分からの頼みを断る状況なんて想像できなかった。

　案の定――

「喜んでっ！」

　仮眠から起きてきたワッハに話をしたら、詳しいことを話す前に喜ばれてしまった。

　しかも、

「さすがのオレも察したッス。……あの男の人と上手うまくいくと良いッスね」

「ち、違いますから」

　クラウは頭を押さえながら、何とかワッハの誤解を解く羽目になったのだった。




　油を精製するための機械を積みながら、クラウに『合法』のお墨すみ付つきをもらったケリュケウス号は、まさに敵無しだった。

　そもそも合法なのだから、『敵』は存在しえない。
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　臨検を受けても堂々と、合法の物品を指し示せばいいのだから。

　……ただ。

　正直言えば、帝てい国こく側がこちらの意図に気付いてしまうと、今は合法でも次は違法になりうる。だから、臨検を受けても、自分たちが何をしようとしているのか気付かれないように、慎重に事を運んでいった。

　そんなギリギリの状況にありながら、丸二日。

　コツコツと運んだ材料を基に、ついに、ニヴ島において、小型ながらも製油機を組み立てることができた。

　その間、製油の知識についても、しっかりと学んでもらっていた。

　結果、油の材料として選んだものは――

　それは、ニヴ島でも大量に採ることができる、カシューナッツだ。

　当初は、周りに海があるということで『魚油』についても考えてみた。確かにニヴ島は魚が獲とれる。だが、安定的に魚油を作るには加熱が必要で、加熱のためには強力な火力が必要で、強力な火力を出すためには油が必要……という事実に至り、抽ちゆう出しゆつ量を考えると本ほん末まつ転てん倒とうになってしまう。

　そんな中で、植物油に狙いを絞って選んだのが、カシューナッツオイルだったのだ。

　きっかけは、ニーナの記憶だった。

　以前ニヴ島に小麦粉を届けた際の料理で、カシューナッツを炒いためたら油分が出てきた、ということを覚えていたのだ。

　さっそく、試しに製油機の中にカシューナッツを放り込んで、油を搾しぼり出していく。

　すると、多少の濁りはあるものの、しっかりと油として使える物が抽出された。

　成功だ！

　……と、つい浮かれそうになってしまうが、これはまだ通過点に過ぎない。

　今は、『油が無い』というマイナス部分が無くなって、平常値に戻もどっただけの状態だ。

　ここからニヴ島は、何かプラスになるようなモノを見つけないと、『助けた』なんて言えるものじゃない。

　経済力を向上させなければならない。

　今ここで必要なのは、名産品だ。

　真珠の取引がハーメスト商会に独どく占せんされている状態で、ニヴ島は、自由に取引できるような新たな名産品を作りださなければならない。

　……だが、何が良い？　何か特産と言えるようなものは……

　リョウは、そんなことを考えながら、ゆっくりと油が抽出される過程を見つめていた。

　するとリョウは、ひとつ妙みようなことに気付いた。

　油の抽出に使われていた木製の桶おけ、その内側が、異様に黒光りしていたのだ。

　油が腐くさったのか……と思ったが、どうも違ちがう。臭においがあるわけでもないし、その面は、木目が見えないほど滑なめらかになっている。

　しかし、この色いろ艶つや、これは……これは、どこかで見たことがあるような……

　……っ!?

　次の瞬しゆん間かん、リョウの脳のう裏りに不思議な光景が広がっていた。

　ニヴ島とは似ても似つかない、街の風景。

　今にも威勢の良い声が聞こえてきそうな、往おう来らいの激しい町屋。

　木道の家々に、瓦かわら屋根。

　すらりと延びた街道の奥おく、かすかに御お濠ほりが見て取れる。

　……あぁ、懐かしい。

　毎日のように汗を流していた、道場近くの街並みだ。

　ここには、全国の名産・特産が集まってきている。

　それはまるで、『国』同士の技術を競い合うかのように、良い物だけが集まるのだ。

　とりわけ特に目を惹ひくのは、色鮮やかな商品が並んでいる店先――

　鼈べつ甲こうの櫛くしや髪かみ飾り、口紅が刷はかれた貝殻など、女性向けの工芸品が並んでいる。

　リョウは思わず目を瞑って、その光景をもっとはっきり見ようとした。

　せっかくここにいるなら、あいつにみやげの一つも買って帰りたいものだが……

　そう思ったところで、現実はまったく違う所に居るという事実に気付く。

　混乱している。『ここ』とはどこなのか……『あいつ』とはいったい誰だれなのか……

　……判らない。

　それでもリョウは、記憶の糸を手た繰ぐりたくて、脳内の光景に意識を集中させた。

　ふと。

　店先に並んだ商品の中に、ひとつ、黒光りする工芸品が置かれていた。

　この色合い。カシューナッツの色合いに似て、だけど違う。これは……

　……う……うる、し？

　……そうだ。漆だ！

　とすると、この工芸品は……

　木製の茶碗やお盆に漆うるしを塗って、その上に――あるいは多重に、貝殻の裏側を削けずった破片を、模様のように散りばめていく工芸品――

　螺鈿細工。

　……コレは、ニヴ島で作れるんじゃないか？

　黒塗りになってしまうカシューナッツの抽出液……

　この島には、真しん珠じゆを採取した後の貝殻がまさに腐るほどあって、山と積まれている……

　これは、使える！

　そう思った瞬間、リョウが見ていたはずの街並みは、スッと消えてしまった。

　カシューナッツの黒光りする液を見たことに触発されて、リョウの奥底に眠っていた漆の記憶が呼び起こされた、ということなのか。

　改めて何かを思い出そうとしても、そんなふうに意識してしまうのが悪いのか、新たに何かを思い出すようなことはなかった。

　……まぁ、今はそれよりもだ。

　リョウは、とりあえず記憶を頼りに、試しで螺ら鈿でん細ざい工くをひとつ作ってみることにした。とはいえリョウは正式な制作方法を知らない。見た目だけを真似まねしただけの物だ。

　木で作られたお盆に、カシューナッツの抽出液を塗っていく。案外、それなりに綺き麗れいな黒光りを帯びていた。あまり定着が上手くいっていないが、まだ改良する余地はある。

　そこに、真珠貝の貝殻の裏面を削り取って、散りばめていく。

　さすがに素人しろうとの猿真似、模様としては不格好だ。だが、漆しつ黒こくの中に虹にじ色いろの光が瞬またたいているように見えて、それはまるで夜空のように、綺麗だった。

　リョウは、まず第一にこれをクラウに見せることにした。

　なぜかニーナやミレイユがジッとこちらを見ている。それがクラウは気になったのか、

「あ、あの、せっかく初めての完成品ができたということですし、先にニーナさんやミレイユさんに見せた方が……」

「いや、俺おれはまずクラウに見せたいんだよ」

「そ、そうですか……」

　クラウは戸と惑まどったような、だけど少し楽しそうな顔をしていた。

　対して、ニーナやミレイユの視線がなぜか鋭するどくなり、痛みを錯覚しそうなほどだった。

「さぁクラウ。じっくり見てくれ。これが『禁輸品』に当たるかそうじゃないか、そこが何よりも重要なんだ」

「………………あ、はい」

　クラウは、急に感情が削られたかのような暗い表情になっていた。

　なぜか不ふ機き嫌げんそうにも見えたクラウだったが、螺鈿細工を目にした途と端たん、

「ふわぁ……きれいです～」

　普ふ段だんのキリッとしたクラウと打って変わって、トロンと溶けたような緩い表情になった。

「黒い部分は格好良いんですけど、そこに散らばる虹色の粒つぶが本当に綺麗ですよぉ。まるで、夜空に浮うかぶ満天の星を独ひとり占じめしてしまったかのような美しさです。……そう。それはまさに、女の子の夢を詰め込んだ宝石箱のよう…………」

　と語り出すクラウ。

　思わず周囲の面々は反応ができず、固まったように無言のままクラウを見つめていた。

「……ハッ!?」

　と、クラウはようやく周囲の視線を感じたのか、我に返ったように声に出すと、真っ赤になってしまった頬ほおを隠すように逸らしながら「コホンッ」と空から咳ぜきをして、

「だ、大丈夫ですね。これは、禁輸品には当たりません。私が保証しますよ」

　と答えてくれた。

「そ、そうか。なら良かった」

　さすがのリョウも、動揺が隠しきれなかった。

　とはいえ、クラウの意外な一面――可愛かわいい物が好きなのだろう――そんな姿が垣かい間ま見られて、それは思わぬ収穫があったと言えそうだ。

　そんなことを考えながら、ついつい顔を綻ほころばせてクラウを見ていると、

「……なんですか？」

　クラウが、まだ赤いままの頬を膨らませるように、不満げにこちらを見やってきた。

　それがまた意外性のある子供っぽさで、リョウは更さらに表情が緩ゆるんでしまう。

「な、なんなんですかもうっ。確かに私は可愛いものが好きですよ！　ただそれだけのことですよ！　私が可愛い物好きだと何かの法律に抵触しますか？　誰かに迷惑を掛けましたか？　これは完全に合法行為なんですから問題ないです！　以上！」

　クラウはそう言って、逃にげるように駆かけて行ってしまった。

「クラウのためにも、もっと可愛い物が作れるといいな」

　リョウが言うと、ニーナもミレイユも笑え顔がおで頷いていた。




　螺鈿細工という、聞き慣れない、そして見慣れない工芸品。

　リョウが集会場で披ひ露ろうすると、ニヴ島の人々は、感かん嘆たんやら困惑やらさまざまな感情が込められた瞳ひとみで、これを見つめていた。

「……こんな綺麗な物が、ニヴ島にあるものだけで作れるのか」

「それどころか、俺たちが全然見向きもしていなかった物ばかりを使ってだ。……俺たちは、これまで何を見てたんだ」

「凄すごい……。私だったら、真しん珠じゆよりもこっちの細工の方が欲しいわ」

　想定以上に好評だった。

「では、これからは、この『螺鈿細工』をニヴ島の新名産品として売っていこうと思う。異論のある者は、今のうちに言ってくれ」

　ダナンが集会場の人に言い放った。

　それから十数秒、集会場はシンと静まり返ったまま。

「なら、さっそく今からでも作り始めよう！　判らないことはリョウに聞け。だが、絶対にコレと同じものは創るなよ！　これまでの真珠加工で鍛えられた技術力をもって、このリョウが作ったヤツよりも立派なもんを作り上げてみせるんだ！」

「うおぉっ！」「っしゃあ！」「頑がん張ばるぞー」「ハーメストに一泡吹かせてやる」

　さまざまな気合いの声を上げながら、ニヴ島民は螺鈿細工の作製を始めた。

　その一方で。

　リョウやニーナ、そして何よりミレイユには、まだまだ他にやることがあった。

　それは、ミレイユだからできること――

《夜会》の開かい催さいだ。




　　　　　～～～




「……ふぅ」

　ここ数日、連日連夜の《夜会》の開催に、ミレイユは思わず溜ため息いきをついていた。

　今日も無事に《夜会》を終え、トルーズ市内のレンタルホールの控ひかえ室しつで椅子に座すわった瞬間、疲つかれがどっと出てきたのだ。

「お疲れさま、ミレイユ」

　ミレイユに少し遅れて、ニーナも控室に戻ってきた。

「ニーナもお疲れさま。なんかもう、すっかり上流階級のお嬢じよう様さまって感じかしら？」

「うーん。私はそういう性格じゃないって～」

　ニーナはちょっと照れながら、軽く自じ嘲ちようするような感じで言ってきた。

　最初は笑いそうになっちゃうほど違い和わ感かんのあったニーナのドレス姿も、ようやく見慣れてきた感じがある。

　ニーナの快活な性格は、《夜会》でも抜群の社交性を発揮していた。

　上品な高たか嶺ねの花として見られるミレイユと、元気良く咲き誇ほこる野花のニーナ――客の間では、そんな対比をもって好意的に語られているらしい。

　そのとき、リョウも戻ってきた。こちらは相変わらずタキシード姿が似合っている。

「リョウ、お疲れさまでしたわ」「リョウ、お疲れー」

　ミレイユとニーナは、声を揃えて挨拶していた。

「あぁ、二人ともお疲れさん」

　リョウは椅子に座ると、さっそく、

「じゃ、情報整理といきますか」

　リョウの言葉に、ミレイユとニーナも頷いた。

　最近の《夜会》では、これを日課にしている。

　それぞれ見聞きした情報を、忘れないうちに、しっかり共有して、そして纏まとめるのだ。

　場合によっては、ここにクラウも入ることになるけど、むしろクラウは、自身の仕事の方が情報を仕入れやすいので、そちらで別行動をとっていることの方が多い。

　共に居ることは少ないけれど、クラウもまた、れっきとした仲間であり、友達なのだ。

「螺鈿細工の販はん路ろ、だいぶ拡大してるわね」

　ミレイユは、手元のメモを見ながら言った。

　螺鈿細工の販売を始めて二週間足らず。にもかかわらず、テトラ州をはじめ、帝てい都とのような中心地や、リアス州のような遠方にまで、螺鈿細工の評判は流れていっている。

　ハーメスト商会の後ろ盾だてが無くなったミレイユだったが、ミレイユには、これまで紡つむいできたコネという名の情報網が残っている。

　誰がどんな嗜し好こうをしているか、これまで対面したことのある者たちの情報が、しっかりとミレイユには刻まれているのだ。

　そんなミレイユの情報網を駆く使しすることで、展示会と即売会を兼ねた《夜会》の出席希望者は増える一方となり、途と轍てつもない勢いで宣伝情報が波は及きゆうしていった。

　特に、これまで真珠が手に入らなくてやきもきしていた層が、物珍しさも相まって、その貯め込んだお金を螺鈿細工に使っているようだった。

　たとえ良い商品を作っても――どれだけそこに努力しても――それが誰にも知ってもらえないようでは売れるわけがない。それではせっかくの努力が報われないのだ。

　誰かが知らせなきゃいけない。世界中の人に伝えなきゃいけない。

　皆の努力を、結果に繋げる大事な役割。

　ミレイユは、そこに『自分だからこそできること』を見つけることができたのだ。

　それが楽しくて、嬉うれしくて堪らない！

　……ただ。

　そちらは良いニュース。

　他方で、悪いニュースもあるのだ。

「あとは、いつもの物ぶつ騒そうな話よ。『もうインデッグは終わりだ』みたいな」

「またそれか」

　リョウは苦く笑しようしながら、髪を掻き上げるように頭を押おさえて、

「実際、トルーズ市では、怪あやしい動きも見えてるんだよなぁ。しかも、かなりの人数だ」

「そうね……」

　ミレイユは、やるせない気持ちを抱いだきながら、呟つぶやいた。

　最近のトルーズ市では、ところどころに『自警団』を称する団体が作られていた。

　それは、公的な警察とは別に、市民が自主的に街のパトロールなどを行っている、というものなのだけど。

　そもそも、そこまでトルーズ市の治安が悪くなったという事実は、存在しないのだ。

　にもかかわらず、自警団はそれぞれ、お金を出し合って武器を購こう入にゆうしているという。

　ならば、その武器は、どこに向けられたものなのか？

　市民の『怒り』の矛ほこ先さきは、既すでに固まっているように見えた。

　正直、ミレイユが初めてその話を聞いたときには、ハーメスト商会が狙ねらわれているのだと思っていた。ハーメスト商会が至る所で恨みを買っていることは知っていたし、何より、ミレイユ自身が襲われたこともあったのだ。

　でも、違った。

『違った』と言うか、より正確には『変わった』と言うべきか。

　いつの間にか、人々の視線はハーメスト商会を通り抜ぬけ、その『裏』に向けられていた。

　そこに黒幕がいるのだ、と。

　だから黒幕を潰つぶせ、と。

　そういう大きな流れ――憎ぞう悪おのうねりとでも言うべき空気ができていたのだ。

　まるで、この世にある全すべての不条理がその黒幕のせいであるかのように、纏まっている。

　キリキリ……胃が痛い。

　……私は、やっぱり世間知らずのお嬢様でしかなかったのかしら。

　ニヴ島の件について、簡単に首を突っ込み過ぎたのかもしれない。

　今回の始まりは、ハーメスト商会による経済封ふう鎖さだった。

　そこには、帝国の人間の思おも惑わくが絡からんでいて。

　これに対たい抗こうするため、リョウやニーナたちが経済封鎖の穴を突いた。

　これは、経済対決になっているはずだったのに……。

　裏では、州立軍が深く関かかわっていて。

　市民たちも、武器をかざし始めた。

　経済から、軍事へ。

　対立の内容が変わっていっているように思えて、ミレイユは辛つらかった。




　テトラ州トルーズ市――

　人知れず、ガス灯の明かりも届かない森の奥に佇たたずむ、小さな建物。

　そこで、アレモスとインデッグ――経済・政治の二大権力者が顔を合わせていた。

　だが、この会合、始まる前から既に、物別れに終わることが決まっていたと言える。

　なぜなら、アレモスの意志が既に固まっていたからだ。

　建物の中の一室。ランプの明かりに照らし出だされて、二人の男が対たい峙じしている。

　一人は、いつも通りに落おち着つき払はらっている、アレモス。

　もう一人は、眉み間けんに皺しわを寄せ口を歪ゆがませ、見るからに苛いら立だたしげな、インデッグ。

「ここ二週間、真珠がまったく来ないではないか！　どういうことだ!?」

　ダンッと思い切りテーブルを叩きながらインデッグが叫さけんだ。ランプが揺らされ、光と影かげが歪んでいた。

「ニヴ島が、真珠を売らなくても生きてゆけるようになったのだよ。真珠の販路を独占していたところで、そもそも売買契けい約やくを拒きよ否ひされるのだ。契約無しでは、運搬もできん」

「知ったことか！　そんなもの、奪い取ってしまえばよいのだ」

「我々は海かい賊ぞくではない。そこを誤解されては困る」

「あ、あの螺鈿細工とか言う物を、新しく禁輸にすれば……」

「そんなことをしたところで、また新たな脱法の品が考案されるだけだ」

　……ましてや、頭のキレが違い過ぎる。インデッグのような連中が何百人と集まっても、この螺鈿細工を考案した者一人に及ばないのは当然のこと。

　……この一件に、ミレイユも一枚噛んでいるのだな。

　これまで流通がハーメスト商会に支配されていたニヴ島、そんな孤島が急に始めた新規事業であるにもかかわらず、販路の拡大が著しいのだ。

　こんな真似まねができるのは、ミレイユのコネクションを基にしていると考えて間ま違ちがいない。

　現に、《夜会》が開催されているという話はアレモスの耳にも入って来ている。

　……あの子の価値を、判ってやれる者がいるのだな。

　そう考えるアレモスの心に広がる感情は、安あん堵ど。

　およそ、守りきれなかった自分の近くに居るよりも、そこはミレイユにとって安全な場所だろう。

　と、そんなことまで考えたところで、情などは一いつ旦たん切り捨てて。

　アレモスは、今日の目的となる言葉を言うため口を開いた。

「我々ハーメスト商会は、ここで身を引かせてもらう」

「身を引く、だと？　それはどういうことだ!?」

「そのままの意味だ。ハーメスト商会は、もうこの件には関わらない。ニヴ島の経済封鎖も、時を見て解除するつもりだ」

　アレモスは微み塵じんも動じることなく、言い放った。

「いきなりそんなことを言って、許されると思うのか!?」

「許されるか許されないかなど問題ではない。これ以上ニヴ島の件に関かん与よしても、こちらの益に転じることはない。むしろ憎悪のみが集まり、このまま損が拡大していくだけだ」

「ぐうぅ……」

　インデッグは苦々しく、言葉にならない声を漏らすと、

「俺は、まだあの島を諦あきらめんぞ！」

　渾こん身しんの怒いかりを込めて叫んでいた。

「このまま引き下がっては、まるで俺が弱いみたいではないか。そんなわけがない……そんなわけがないのだ！　俺は、愚おろかな皇こう帝ていに変わってこの国を支配する男だ。あんなちっぽけな島などに……あんな島など……」

　アレモスは、インデッグの言葉に返事をする価値も見出せず、その場を後にした。




「……許さん。許さんぞ」

　インデッグは、一人になってもしばらく呟き続けていた。

　このまま終われるわけがない――あの島から手を引けるわけがない。

　自分はこれから帝都をも潰そうというのだ。

　それが、あんなちっぽけな島ひとつも潰せないでは、諸しよ侯こうの連中に見下されてしまう。

　今の帝国――西大陸は、誰も彼もが潰し合い、弱肉強食の世界となっている。そこで隙すきなどを見せるわけにはいかないのだ。

　それに、あの島の裏には忌いまわしき聖教国クァルシアがいるという。なれば、誇り高き帝国民として、絶対に負けるわけにはいかない。

　圧あつ倒とう的てきな勝利を、見せつけなければならないのだ！

　こちらには、それを可能とする力がある。

　最強の海軍――

　そして何より、《装甲蒸気戦せん艦かん》という切り札をもって――

　ニヴ島を潰すのだ。







第四章







１




　ニヴ島に届けられた、たった一枚の紙が、島全体を騒然とさせていた。

　その紙には、こう書かれている――




『昨今、ニヴ島の近海において、海賊による襲しゆう撃げき・略奪事件が横行している。

　にもかかわらず、当のニヴ島からは被害届が出された形跡がない。

　他方、近海でフラガラックを襲撃した船が、ニヴ島へ寄港したという証言がある。

　その他、諸々の証しよう拠こを総合的に勘かん案あんした結果、ニヴ島こそが海賊の拠きよ点てんであるとの結論以外に至ることは不可能であった。

　我々テトラ州は、この内海の平和を希求する者である。

　故ゆえに。

　ここに、海賊の拠点であるニヴ島を解放し、この海に安あん寧ねいをもたらすべく、海賊掃そう討とうのための州立軍を派遣する。

　この宣言は、州立軍の派兵に正当性のあることを世界に公表するとともに、ニヴ島に対して、武力衝突を避けるための投降を促うながすものである。

　期日は　陽活季　中月　三日　とする。

陽活季　上月　三〇日

インデッグ・フォモワール』




　宣戦布告。

　反論の場も設けられない、一方的な決定だった。

　ニヴ島では、緊急の集会が開かれ、怒ど声せいや泣き声が響ひびく悲ひ惨さんな状じよう況きようとなっていた。

「こんなことになるなら、ずっとハーメスト商会に苦しめられていた方がマシだった」

「奴ど隷れいに、されちまうんだろうなぁ。軍ぐん艦かんに乗せられてこき使われて……。ま、そしたら海の上で死ねるかもな…………はは」

「奴隷なんて駄だ目めだ！　みんな、あんなモノになっちゃいけない！　……ヒトであることを、捨てちゃいけないんだよ」

　悲痛な叫びを上げたのは、メルクリオス商会の社員。あの、かつて奴隷だった男だ。

　思わず、しんと静まり返る面々。

　それでもすぐに、不安に駆られた声が上げられる。

「い、今から投降すればいいって、この手紙には書いてるじゃないか。だったら……」

「お前の頭ん中だと、帝国はどんだけ慈悲深いんだよ。……投降して奴隷になるか、戦って負けて奴隷になるか、どっちが良いんだ？　うん？」

　もはや諦めに近い言葉も、聞こえてくる。

　他方で、激しい言い争あらそいも絶えなかった。

「真珠をあれだけ納めて、貰えるのはほんのわずかの食料だ。あんな生活に耐たえることなんてできなかった！　いずれ、戦うしかなかったんだ」

「そんなふうに考えて、逆らった結果がコレじゃないか！」

「ならハーメスト商会に従属してた方が正しいって言うのか!?」

「た、正しいなんて言ってない！　あんなモノが正しいわけがない！　許せない！　許したくないっ！　……だけど、だけど俺たちには、そうするしかなかったじゃないかぁ！」

　男が悔しさを露あらわに泣き叫ぶ。

　それを見て、言い争っていた男の目にも涙なみだが浮かんでいた。声を上げないよう唇をグッと噛みしめ、血が滲にじむ。

「どうして、こうなっちまったんだろうなぁ……」

　ダナンが、哀しそうに呟いた。

「俺たちは、ただ、この海で暮らしたいだけなのに……。目の前の海ですら、自由に漕こぎ出すこともできない。この海も、この島も、俺たちの命も……すべて『帝国の所有物』だ。手を伸のばして掴める物すべて、俺たちが持っているものなんて、何一つないんだ」

　それを聞いて、リョウはハッとなっていた。

　それは、以前リョウも感じていた想おもいだったのだ。

　この世界の旧きゆう態たい依い然ぜんとした制度を知ったときに感じた苦しさ、窮きゆう屈くつさ――

　それだけじゃない。

　もっと前――

　何年も前に感じたもどかしさ。

　自分は、過去に、これと似たような苦く悩のうを味わったことがあるのだ。

　だが、そのとき自分は…………

　旧きモノを打ち砕くことができた。

　自由を縛り付けていた不条理を、無くすことができた。

　ならば、今もまた、目の前の不条理をぶち壊こわしてみせようじゃないか！

　命を掛かけて！

　ふと。

　リョウの頭の中が、シンと静まりかえったように感じた。

　熱い意志とは裏腹に、思考は努めて冷静だった。

　目指すべきは、この島の人々が、自由に船を浮かべて、海と共に暮らす光景。

　そんな未来が訪れるには、何が必要か……何が邪じや魔まか……

　リョウは頭の中で、ひとつひとつ組み立てていく。

　ニヴ島という場所。

　テトラ州立軍――インデッグという敵。

　そして、同じ意志の下、仲間となった者たち。

　そこに、これまでリョウが見知ったすべての知識と経験を基に、現実にある事象を組み合わせて、あくまで現実的に思考する……。

　そしてリョウは、一つの結論に至った。




「俺たちはインデッグに勝てる！　そう思っているのは、俺だけなのか？」




　リョウが大声で言い切った。

　すべての視線がリョウに集まる。

　その場が一いつ瞬しゆん、しんと静まり返った。だがその直後、

「何を言ってるんだ!?　そんなバカなこと」

「これ以上敵対したって、もっとみじめになるだけだ！」

「お前は部外者だからそんな無責任なことが言えるんだ！」

　困こん惑わくや怒りのこもった声が響き渡わたる。

「部外者が、ニヴ島を助けたいと思ったらいけないのかっ！」

　リョウは堂々と、揺らぎない声を張り上げた。

「この綺麗な海を……綺麗な島を……どんな困難も笑顔で乗り越こえてきたみんなを、好きになったらいけないのか！　好きなものを守りたいと願ったらいけないのか！」

　リョウの言葉に、再びこの場が静まり返る。

「……リョウ」

　その静せい寂じやくの中、ダナンが苦しそうに言葉を絞しぼり出していた。

「俺だって……俺たちだって、リョウと同じ気持ちだ。だがな……」

「『同じ気持ち』だと？　全然違うじゃないか！」

　リョウはダナンの言葉を遮さえぎるように叫んだ。

「俺は、自分の気持ちが折れたことなど一度もない！　自分の意志を曲げたことなど微塵もない！　自分の夢を諦めたことなど、ありはしない！」

　俺は死ぬまで――いや――きっと死んでからも、自分の夢を諦めたりはしない。

　だからこそ叫ぶのだ。

「俺と同じ気持ちだと言うのなら、折れるな！　曲げるな！　諦めるな！　俺はこの島を守りたい。そのためには、たとえ相手が何だろうと戦うつもりだ。部外者だからと言って、ここで逃げ出すつもりはない！」

「リョウ……」

　ダナンは、相変わらず苦しそうな声で、

「……これから始まるのは、戦争だ。この島には武器なんてない。軍艦もない。戦う力は、どこにもないんだ。無む謀ぼうな戦いに出て行くようなことは、できないんだ」

　実際、ニヴ島は小さな漁村でしかない。

　人口は、老若男女すべて合わせて四五〇〇人ほど。

　銛もりや斧おのは持っていても、剣けんや槍やりは持っていない。

　ボートや漁船はあっても、大たい砲ほうを積んだ戦艦も、それどころか武装商船すらもないのだ。

　一方――

　インデッグ率いるテトラ州立軍の規模は、クラウから仕入れていた情報によれば。

　総勢は、約七〇〇〇人――そのうち海軍は三〇〇〇人。この海軍の人数に、船を動かすための水夫や奴隷、それに傭よう兵へいなどを入れると、一〇〇〇〇人を優ゆうに越える。

　さらに軍は、剣や槍、それに銃じゆうなどの武器も装備している。

　戦艦もあり、特に最近完成したという新型戦艦は、その一隻せきで他の州の海軍を圧あつ倒とうしうるほどの力を有している、とも言われている。

　その差は、誰が見ても歴然としている。

　それでもリョウは――

「勝つ方法ならあると言っている！」

　自信を示すように堂々と、大声で言い放った。

「それは、本気で言ってるのか？　このちっぽけな島が……」

「このニヴ島だからこそ、勝てるのさ。地の利を生かした、大防衛戦でな！」

　そう言い切った。

「地の利を生かした……」

「大、防衛戦……」

　ピンときていない島民たちが、リョウの言葉を繰くり返かえしていた。

　そんなみんなに、リョウは、自分が考えた作戦の一部を話して聞かせた。

　すると、最初は半信半疑で聞いていた島民たちも、聞き終わる頃ころには、「行けるかもしれない」と希望を見ていた。

「凄い……行けるぞ、この作戦なら！」

「確かに、地の利は俺たちにある。あの浅瀬を知り尽つくしている俺たちなら」

「守るんだ、俺たちの島を……生活を！」

「部外者だけに格好良いことをさせられるか。俺たちの方が、この島を愛してるってことを見せてやる！」

　そんな皆の声を――想いを聞いて、リョウは言った。

「俺は、皆と同じ気持ちだ」

　沢たく山さんの想いを込めた、その言葉。

　すると、島民たちは、はっきりと頷うなずきを返してくれた。

　なればこそ、同じ意志を持って突き進むことができる。

「この海も、この島も、皆の命も、『帝てい国こくの所有物』じゃない。漁に出るのも食料を買うのも真珠を売るのも、帝国が勝手に決めて良いものじゃない。皆が決めるものだ！」

　旧態依然としている世界の秩ちつ序じよを、壊すために。

　リョウは、この戦いの先にあるモノを指し示す――




「この防衛戦に勝利して、ニヴ島は自由になるんだ！

　この海と！

　この島と！

　この命と！

　そして未来を！

　自らの手に取り戻すためにっ！」




　リョウの言葉に、集会場がしんと静まり返る。

　だが、それは一瞬のこと。

「「「「うおぉぉぉっ！」」」」

　何人、何十人、何百人もの声が響き渡る。その声は幾重にも重なって、途切れることなく続いていく。

「俺たちは、やってやるぞ！」

　次々と、海に向かって突つき出されていく拳こぶし。

「リョウ！」「さぁ、リョウ」

　ニーナとミレイユに手を引かれ、リョウもその中に入っていく。

　そして、一いつ緒しよになって拳を突き出した。

　皆の見つめる先――拳を向ける相手は、ひとつ。

　その先には、ドネストル帝国テトラ州領主：インデッグ。

　小さな島にある、小さな拳の集まりは、やがて一つに纏まり、大きな力となる。




　　　　　～～～




　その夜――

　ダナンの家の一室では、今後の作戦会議が開かれていた。

　リョウ、ニーナ、ミレイユ、ダナン、それにブロムスや、島の青年団が集まっている。

　これは、リョウが「信しん頼らいできるものだけを集めて話がしたい」と言って、集まってもらったものだった。
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　彼かれらを前に、さっそく、リョウが申し訳なさそうに口を開いた。

「いやぁ。みんなの手前、格好良いことを言ったものの、実は負ける可能性も高いんだ」

「……あぁ、やっぱりかぁ」

　ダナンは、芝しば居い役者並みに大おお袈げ裟さな身み振ぶりで、肩かたを大きく落としていた。

「ついコロッと忘れてたんだがな、州立軍……というかインデッグ軍には、新型の戦艦があるんだ。話によれば、その一隻だけで、他の州の軍など蹴け散ちらせるほどの強さらしい」

「私も、話には聞いているわ」とミレイユ。「ハーメスト商会が強ごう奪だつした真珠を資金源にして、強力な大砲を備え、全体を金属装甲で覆った巨大な蒸気船を造り上げたって」

「金属装甲ってことはよぉ」とブロムス。「つまり、船底に穴を開けるのは無理だし、火攻ぜめも効かないかもしれないってことか……厳しいな」

「あぁ。だから、この装甲戦艦がこちらに攻めて来ないように仕向けるつもりだ」

　リョウの言葉に、部屋がしんと静まり返った。

「ど、どうやって？」

　ダナンが、震ふるえそうな声で訊きいてきた。

「あぁ。実は今、トルーズ市の中に、『自警団』っていう私兵みたいなものが増えているんだ。それは、表向きは『腑ふ甲が斐いない警察に代わって治安維い持じ活動をするため』とか言われているが、実際は、インデッグに対するクーデターのための準備だ」

「ク、クーデター!?」

　ダナンは、床に転げるほど驚おどろいてみせていた。

「そのクーデターが、もし、ちょうどニヴ島を攻めようとしているときに起こったら、自慢の装甲戦艦はニヴ島には来ず、クーデター制圧のために使われる可能性が高い」

「……つまり」とミレイユ。「トルーズ市の人たちに、囮おとりになってもらうってこと？」

「そりゃ人聞きが悪いな」と、リョウは苦笑して、「ただ、こちらも装甲戦艦が出されたら負けると思った方が良い。……だから、島のみんなには、不安にさせないように秘密にしておいてほしい」

　リョウの言葉に、参加者たちは渋しぶい顔をしながらも、頷きを返した。

　それを確かく認にんすると、リョウは次の話題に進んだ。

「さて次なんだが。次は、この島の防衛の要かなめ――浅瀬だ」

「まさに、さっき言ってた『地の利』ね」

　とミレイユが言うと、リョウは頷いて、

「まぁ、『地の利』と言っても、それは俺おれたちも含ふくめて正確に浅瀬を把は握あくしていればこそ、使えるようなものだ。浅瀬の位置を把握していないと、乗り上げたらその時点で終わり、そうでなくても、回かい避ひのために蛇だ行こうしまくりで散々な目に遭うわけだしな」

「「う」」

　ニーナとミレイユが揃そろって青い顔をしていた。苦くて酸っぱい記き憶おくが甦よみがえったのだろう。

「ほらな。戦せん闘とう中にこうならないためにも、正確な浅瀬の位置はしっかり把握して、情報を共有しておいた方が良い。そこで、改めて浅瀬の地図を作ってもらった。これを、それぞれ船を出す人に渡して、しっかり頭に叩き込んでおいてもらいたい」

　リョウが話している間に、ニーナがみんなに地図を配っていった。

　こうして図解してみると、まさに自然の要よう塞さいとなっていることが判わかる。ただ、細く一本だけ、あまり蛇行せずに港まで辿たどり着ける海路があることに気付く。

「基本は、船底の浅い小こ舟ぶねで相手を翻ほん弄ろうして、浅瀬の中に誘い込んで一いち網もう打だ尽じん、という戦術になるだろう。……ただ、ここの、ほとんど蛇行していない海路がバレたら、ニヴ島は一気に攻め込まれる。いかにして、ここがバレないように戦うかが重要だ」

「……あと三日。その間に、全ての準備を整えておかないといけないのよね」

　ミレイユが、溜ため息いき混じりに苦悩の声を漏もらしていた。

「まぁ、まだ三日間の猶ゆう予よがあるってことだ」

「はぁ……相変わらず、リョウは気楽そうに言うわね。羨うらやましいわ」

「いやいや。俺だって悩なやんでるんだぞ」

　そんな会話に、軽く笑いが起こった。

「とりあえず、今日のところはお開きだ」

　リョウの言葉に、参加者たちが席を立っていく。

「そんじゃあダナン、ちょっと景気付けに酒でも……」

「ちょっとリョウ！　まだやることがあるのにっ」

　ニーナが声を上げるが、

「そいつはいい。ちょうどできたての酒があってな」

「ちょ、ダナンさんまで!?」

「なら私も」

　とミレイユまで。

「ミレイユはまだ飲んじゃダメでしょ！」

「あら。飲むとは言ってないわよ。ちょっとリョウと話がしたいだけ。もうおねむなニーナは、先に帰っておねんねしてれば？」

「ぐ…………。わ、私もまだ居る！」

　そんなこんなで。

　結局、島の青年団以外の人は、ここに残って騒ぐことになったのだった。




　数刻後――

　一人の男が、ダナンの家の窓から、中を覗のぞいていた。

　さっきの会合の後、この部屋に残っていた連中は、みんな揃って眠っていた。

　仰あお向むけに眠るリョウの右手をニーナが、左手をミレイユが、それぞれ固く抱きしめるようにして眠っているのは、見る人が見たら嫉しつ妬としたり、あるいは微笑ましい光景かも知れない。

　だが、この男には、そのような感情はなかった。

　男は、静かに、だけど素早く窓から離れ、そこから気配を消すようにゆっくりと、森の方へと歩いていった。

　二〇分ほど、道なき道を入り込んでいくと、草木の中に隠かくれるように、ボロボロの小屋が建っている。

　その中は、小部屋に区切られていて、数羽の伝でん書しよ鳩ばとがいる。

　帝都に帰るものもあれば、聖せい教きよう国こくクァルシアに飛ぶものもある。さらに細かく、トルーズ市内の、領主の館やかたに帰るものもあれば、フラガラックの庁舎に帰るものもある。

　もちろん、この男の主人が居る所に帰るものも。

　……いい情報を手に入れた。さっそくあの方に報告しなければ。

　男がほくそ笑む、その顔が月明かりに照らされた。この男は、さっきの作戦会議に出ていた島の青年団の一人だった。

　男の手には、二枚の紙が握にぎられていた。

　一枚は、ニヴ島付近の浅瀬の海図。

　そしてもう一枚は、先ほど仕入れたばかりの情報が纏められたメモだ。

『・装甲戦艦への対策はない。攻められたら敗北確実。

　・装甲戦艦を出港させないために、トルーズ市のクーデターを利用する。

　・小型船を使った陽動作戦で、浅瀬に追い込む作戦。

　・三日後の開戦を確信しており、準備行動もそれに合わせている。

　・浅瀬には弱点あり（別紙参照）。蛇行の少ない海路で港に侵攻できる』

　男は、その紙を伝書鳩の脚あしに付けられた筒つつに入れながら、再びほくそ笑んだ。

　これで、我々の勝利は確実だ。

　男は伝書鳩を空に放った。

　伝書鳩は、男が仕入れた情報を持って、一路トルーズ市へと飛び去って行った。




２




　翌日早朝。

　インデッグの館では、出撃の準備が着々と進められていた。

　予定では、開戦は二日後だった。

　だが、深夜に秘密警察オルラントから届けられた情報によれば、ニヴ島の連中は降参する気はまったくなく、むしろ防衛の準備を進めているという。

　もっとも、奴やつらは二日後の開戦を見込んで準備をしているという。

　ならば、準備が整う前に叩たたく。それは戦闘の鉄則だ。

　テトラ州立軍は、正規の海軍だけでも、四〇〇〇人。

　そこに傭兵や、水夫として奴隷などが加わり、海上に出る者の総勢は、一万二〇〇〇を超える。

　対するニヴ島は、総人口ですら四五〇〇人。武器の流通も制限されているあの島では、たとえ漁具で武装したとしても、戦力になりうる者は五〇〇にも届かないという。

　そもそも、あの島には戦艦というものがない。

　武装商船くらいは、いわゆる協力者が持ってきているやもしれないが、所しよ詮せんは商業用。機動力・攻こう撃げき力・防ぼう御ぎよ力りよくの全てにおいて、戦闘用とは雲うん泥でいの差があるものなのだ。

　しかもこちらには、蒸気機関で動く大型艦かんがある。

　乾かん舷げん――水面から甲かん板ぱんまでの垂直距きよ離り――が五ｍを超す巨きよ大だい艦かんだ。たとえ漁船やボートが一〇〇隻あろうとも、この一隻を相手にしては、船に乗り込むことすらできず、格好の的になるしかないのだ。

　ましてや。

　テトラ州には、更さらにもうひとつ、それを上回る性能を誇ほこる装甲戦艦があるのだから。

　この州の海軍力は、いまや帝国そのものを敵にしたとしても劣おとるものではない。

　我々は勝つ。その思いに慢心はない。

　徹てつ底てい的に叩きのめし、思う存分、力を発揮して見せるのだ。

　この作戦に、インデッグは七〇〇〇人を出す予定だ。

　旗艦は、蒸気艦――乗員五〇〇人ほど、大砲一二門。これが一隻。

　さらに、中型ガレオン船――乗員二〇〇～三五〇人ほど、大砲六門前後。これが攻撃の主軸となるが、一〇隻を出す。

　戦闘型小型船――乗員八〇人以下。近接戦、特に上陸を目指す船が、四〇隻あまり。

　旗艦には、州立軍の提てい督とく：コネアに乗ってもらう。インデッグと共に州立軍を強化してきた男であり、最大の理解者と言えよう。

　狙ねらうは一点突破。

　これら圧倒的な数を集中させることで、一気に島へと上陸・進攻し、制圧するのだ。

　それでは、始めるとしようか。

　皇帝への階きざはしを登るための、一歩目だ。

　礎いしずえの地固めとして、しっかりと踏ふみ躙にじらせてもらうとしよう。




　時刻は、もうじき一二時という頃合い。

　コネア提督他、州立軍の艦隊が出港してから七時間ほど。穏おだやかな航海を続けていた。

　コネア提督の乗る旗艦――蒸気艦は、艦隊を率いるように先頭を進んでいく。指揮伝達の関係上、前方に出ていなければ、他の船への命令が間に合わなくなってしまうのだ。

　当然、危険も大きくなるのだが、この船ならば大だい丈じよう夫ぶだ、とコネア提督は自負している。

　船の前方には、目を凝らすと、小さく緑色の島が点在しているのが見える。

　あれは、ニヴ島の手前にある、無人の群島だ。

　あの島々の沿岸こそが、真しん珠じゆの一大産地になっている。

　サンゴ礁しように浮うかぶ小さな島々で、大きいものは木々もそれなりに生えており、小型船くらいなら余よ裕ゆうで隠れることができるだろう。

　……もっとも、小型船では、この蒸気船の甲板に乗ることなど不可能。我々は高みから矢を放ち、無傷で相手を滅することができるだろう。

　ただ、敵船がないからと言って、油断できるものではない。

　あの群島がある辺り一帯から遠浅になっていて、浅瀬の要よう塞さいが広がることになるのだ。

　これからニヴ島を攻める身からすれば、あの群島は、ニヴ島という王を守る兵士のようだ。上空から見れば、あたかもニヴ島の前に構えられた盾のように見えるだろう。

　ニヴ島側の船は、まったく見えない。

　きっと奇き襲しゆうが成功しているのだろう。

　航海は順調。このままニヴ島まで進攻できるかもしれない……。そんな甘い考えが漏れそうになるのを、コネア提督は自じ戒かいした。

　その瞬しゆん間かん、

「前方に船せん影えい！　一時の方向の島しま陰かげ右側から、船首が出現しています」

　マスト上部から見張りの声が響いた。

　……なるほど。向こうも警けい戒かいだけはしていたということか。

「全軍、続け！　死角から回り込み、船尾を突く！」

　コネア提督は命じると同時に、蒸気艦を群島の左側から迂う回かいさせるように舵かじを切った。

　風は横風、やや強い。それでも、これら戦艦の機動力には微塵も影えい響きようしない。多くの水夫が帆を操り、的確な航路を進んでゆく。

　海図を見ている兵の指示に従って、次第に敵船へと近づく。

　こちらは自由にこの海域を動けるのだ。そうとは知らずに、あの船はこちらに奇襲をしようとしているのだろう。

　哀あわれなものだ。力無きものが帝国に逆らえばどうなるか、理解できないらしい。

「砲手、大砲の用意だ！　挨あい拶さつ代わりに、後ろからきつい一発をぶち込んでやる」

　コネア提督の言葉に、兵士たちは大砲の準備を始めた。

　この船に乗っているのは、主に砲兵だ。まさに科学技術の最先端。旧来の移乗戦闘――相手の船に乗り移って剣や槍などで戦うなどということはしないのだ。

　そんな野や蛮ばんで危険なことは、もはや時代遅れと言える。

　遠くから撃ち殺せばいいのだから。

　そもそも、この船の甲板は他の船より高い。そうそう移乗されることもない。

　故に、常に精神的な余裕を持って戦えるのだ。その優位は、揺るぎない。

　艦隊は、敵船を目指してほぼ一いつ斉せいに進軍を始める。あと数ｍで射程に入るところで、コネア提督は砲手に発射の合図を……

　できなかった。

　ズオォン……

　船底が何かに擦こすれた。重苦しい音が腹に響いてくる。

「何だ、いったい何が起こっ……!?」

　コネア提督が身を乗り出だすようにして側面から様子を窺うかがおうとしたその瞬間、蒸気艦がグラリと揺れた。

　コネア提督は危うく落ちそうになったところを懸けん命めいに堪えたが、数名の未熟者がそのまま海に落下していった。

　……これは、ただ揺れただけではない。傾いたまま……

「あ、浅瀬に乗り上げました！」

「なんだと!?　いったい海図の何を見ていたっ！」

　コネア提督は怒いかりに任せて海図を奪うばい取とると、急いで打開の道を確認した……

「……なっ」

　この船が居る場所、そこは間ま違ちがいなく、蒸気艦が通るに十分な深さのある位置だった。

　コネア提督の顔に青筋が浮かぶ。力任せに海図をグシャッと握り潰つぶすと、

「……偽の海図かぁっ！」

　ようやく自分の置かれている状況を把握し、怒りの限り叫さけんでいた。




　計画通りだ。

　リョウは、島陰に碇てい泊はくする船から、インデッグ軍の艦隊の様子を確認していた。

　コネア提督ら州立軍は、リョウの策略により、偽の情報を掴まされていたのだ。

　ニヴ島にスパイがいる――

　リョウがそう感じたのは、ニヴ島が航海赦しや免めん証を申しん請せいした、あの一件だ。

　あの申請は、時機があまりにも的確すぎた。あれが敵の陽動だと判明した以上、敵がニヴ島の内部にいるのだろうと推察できた。

　その時点ではまだ『推測』だった。やがてスパイの存在を『確信』するに至ったのは、クラウのお陰だった。

　クラウも、ニヴ島が赦免証を申請してきたあの一件について、疑念を持っていたのだ。

　ただクラウは、リョウたちと違ちがってダナンとの直接の面識はない。それでもクラウが、あの申請について疑念を持った根こん拠きよは、他でもない――

　手紙を届けたハトがいつもの子と違っていた、ということだった。

　あのとき、クラウのもとに飛んできた鳩はとは、確かにニヴ島の識別番号が付けられていた。だが、あの鳩はいつもニヴ島から飛んでくる鳩ではなかった――クラウの同どう僚りようにして友達である『ニヴとん』ではなかったのだ。

　だからこそ、疑念は確信へと変わった。

　ニヴ島の内部にはスパイがいる――そう確信できた。

　それ故に、それを逆手にとった作戦が可能となったのだ。

　……さて。

　次は、こちらが攻める番だ。

　そもそも、総勢数千人にもなるあの艦隊に攻撃を仕掛けるのは非常に困難だ――

　だが、だからこそ。

　数千人の戦力をもって、艦隊の内部から攻め落とすのだ。

　そのためには……

　リョウと同期に入社したあの男の力が必要だ。




　インデッグ軍の艦隊は、混乱していた。

　いったいどこまでが嘘うそで、どこまでが本当なのか……

　疑ぎ心しん暗あん鬼き……孤こ立りつ無む援えん……

　ここは浅瀬に囲まれた海域――自然の要塞の中心部。

　下手に動けば、更なる被害を呼び起こしてしまう。

　蒸気艦を避けようとした中型戦せん艦かん一隻が、全体を浅瀬に乗り上げ、完全に航行不能状態。

　前方の船が急停止していくことで、後続の船が多重に追突。小型船からは何十人もの人が……いや何百人という規模で、海に投げ出されている状態だ。

　もはや隊列なんてない。

　無事な船も、まさか旗艦よりも先行するわけにはいかず、艦隊が一点に密集している。

　……こんな、原始的な策で！

　だが我々には――帝国には科学力がある。こんな策など打ち砕く力があるのだ。

「蒸気機関をフル稼か働どうだ！　外輪を回して浅瀬など抉えぐってしまえ！　同時に砲ほう撃げきだ。浅瀬をぶち壊せ！」

「はっ」

　蒸気艦の大砲、その砲口が浅瀬に向けられ、矢継ぎ早に何発も何発も放たれた。

　だが、角度が悪いせいか、どうしても浅瀬に直撃しない。傾きはさっきよりも緩やかになったものの、これではまだ動かせない。

「て、敵船ですぅっ!?」

　見張りの悲鳴のような声が響き、コネア提督は辺りを振り返った。

　一瞬、船などどこにも見えなかった。

　だが、視線を下の方に移すと、ようやくチョロチョロと動き回る敵船を発見した。

　ボートやヨットが、こちらの大型艦や中型艦の間を縫ぬうように走っていく。

　あんな舟で、いったい何をしようというのか？

　すると、船に乗る者たちが一斉に、近くにある艦に向かって声を張り上げ始めた。

「みんな逃にげるチャンスだぞ！　今こそ、奴ど隷れい生活から抜ぬけ出すんだ！」

「自由な海に出るんだ！　窮屈な船をぶっ壊すんだ！」

「ニヴ島は、自らの権利を取り戻すために戦っている！　権利を！　自由を！　俺たちは勝ち取ってみせるぞぉ！」

　……奴隷どもの叛旗を煽ろうというのかっ！

　この艦隊には、三〇〇〇人もの奴隷や水夫が駆り出されている。その叛はん旗きが翻ひるがえされるとしたら……

　このままでは、内部崩壊に至ってしまう。




「このまま奴隷で居続けるのか！　それとも、自由を勝ち取るのか！　それを決めるのはお前たち自身だ！」

　ボートに乗って声を張り上げる人々、その先頭に立って叫び続けている男は、メルクリオス商会の社員だ。

「俺も元は奴隷だった！　だが、俺は運良く奴隷を抜け出すことができた。そんな俺が、今はこうしてニヴ島と共に戦うことを選んだ！　ここで殺されても後悔はない。なぜなら、俺は自分で決めたことに責任と誇りを持って、今ここに生きているからだっ！」

　彼はかつて、フラガラック第三管区八番隊の船に乗せられ、こき使われた上に殴なぐられて、ラール号に置き去りにされた、あの元奴隷の男だ。

　彼は――彼だからこそ、州立軍に使われている奴隷たちに、想いの丈たけをぶつけていた。

　命令されるがままの日々を捨てて――

　ただ死なないでいただけの日々から抜け出して。

　自分で決める意志を持ち――

　自分で選んだ人生を生きていくために。

「みんな！　奴隷から這はい上がるための勇気をっ、自由を勝ち取る力をっ、今こそ示してくれぇ！」




「とっとと奴らを黙らせろっ！」

　コネア提督の怒ど声せいに、砲兵たちは慌あわてて砲撃の準備を始めた……

　だが、肝かん心じんの砲撃が一向に始まらない。

　あろうことか、砲弾や火薬を運ぶはずの奴隷どもが、動きを止めていたのだ。

「貴様らぁ！　とっとと動かんか！」

　コネア提督は怒声と共に斧を振るい、これ見よがしに近くにいた奴隷の頭を叩き潰した。

　奴隷風ふ情ぜいが、提督である自分に逆らえるわけがない。

　たとえ煽せん動どうされようとも、それを上回る恐きよう怖ふが、奴隷どもの血肉に染み付いているのだ。

　これにより、ようやくと言った状じよう況きようの中、ボートやヨットへ向けて砲撃が開始された。

　だが、的が小さすぎる上、艦が傾いているせいで命中しない。

　しかも。

　彼は、目の前の敵に集中しすぎていたがために、気付くのが遅れてしまった――

　先ほどまで島陰に隠れていた船が、いつの間にか全ぜん貌ぼうを現し、こちらに船首を向けて突き進すすんできていたことに。

　順風を帆に受けた、高速の突進だ。

　本来なら、両者の船には、甲板の高さに二ｍ以上の差がある。このまま接舷したとしても、向こうの商船に乗る者は、蒸気艦に乗り込むことはできないはずだった。

　だが。

　巡じゆん視し艦かんは、浅瀬に乗り上げ、傾いてしまっていた。そのせいで、二ｍほどの高低差は無くなっていた。

　コネア提督が商船の接近に気付いたときには、既すでに二つの船はギリギリの距離ですれ違っていた――

　その瞬間、商船から男が飛び降りてきて、そのまま蒸気艦の甲板に着地してきた。

　商船はそのまま通り過ぎて行ってしまった。それこそ、この男一人を移乗させることが目的であるかのように。

　男は、不敵な笑えみを浮かべながら、コネア提督を見やってきた。

　コネア提督は察した。コイツこそがリーダーだ。

「あんたがコネア提督だな？　俺は『リョウ』という。少し、話をする気はないか？」

「ふざけるな！」

　言うが早いか、コネア提督は斧を振り払はらった。リョウはそれを後ろに下がって避よけていた。憎らしいほどに完かん璧ぺきな間合い――見切られている。

　この不安定な足場で、この立ち回り。いくら訓練を続けてもできるようなものではない。

　こいつは、本物を経験している。

　コレに立ち向かえる者は、この船には自分以外に居ないだろう。

　不覚にも、この船には砲撃手ばかりが集められ、翻って、近接戦は不得意な者が多い。

　そもそも近寄られる訳がなかったのだ。我わが艦隊の砲撃が破られるはずがなかったのだ。

　だが、だからこそ、今は自分がコイツを潰すしかない。

　コネア提督は、一気に踏み込みながら斧を振るった。するとリョウは、今度はこちらに踏み込んできた。懐に入り込まれてしまった……だがコネア提督は刹せつ那なも動じることなく、そのまま斧を振り抜いて、むしろ回転を加速させながら回し蹴りを繰り出した。

　しかし当たらない。リョウは、更に身体からだを低く下げていたのだ。それはまるで、最初から足を狙っていたかのような……

　コネア提督の背筋に冷たいものが走った。と同時に、脚が焼けるような痛みに襲おそわれた。

「ぐっ……くっ」

　コネア提督の膝ひざ裏うらの腱けんが、リョウの刀で切断されていた。もはや膝から先には力が入らない。傾いたままの船の上では、必然、その場に膝をつくしかなかった。

　ここまで一いつ瞬しゆんで、勝負が決するとは……。コネア提督は唇を噛んだ。

「さて。これで戦いは難しくなっただろう。だから話をしよう、提督」

　リョウは、再びそんなことを言ってきた。まさかそのために、最初から脚を狙っていたとでも言うのか。こちらは本気で殺しに掛かかっているというのに……。

「ふざけるな」

　コネア提督は、思わず笑みを漏らしそうになりながらも、

「下げ賤せんな者の声に傾ける耳など、帝国民は持ってはいない！」

　そう言って、懐から小しよう剣けんを取り出すと、自ら耳を貫いて自害した。




　船上では、誰だれ一人ひとりとして声を出せなくなった。

　そこに、ひときわ大きな声が響ひびき渡わたった。

「艦隊の長――コネア提督を討うち取ったぞ！」

　その声は、周囲の船に響き渡り、そしてその情報は、次々に艦隊全体へと伝でん播ぱしていく。

　元奴隷の男も、疲つかれと嬉うれしさとで裏返った声を張り上げて、リョウの言葉を伝えていた。

「さぁ奴隷のみんな！　……いや、さっきまで奴隷だった人たちよ！　今こそ人として、自分の意志で未来を決めてくれ！」

　先ほどは、コネア提督に抑えつけられてしまった。

　それが今は、コネア提督はいなくなった。

　だから今、奴隷たちは、一歩を踏み出した。

　自由のために戦う一歩を。

　ある者は素手のまま兵士に殴りかかり、ある者は丸太を振り回まわし、ある者は兵士を担いで海に投げ捨てる……

　対する兵士たちは、コネア提督の死を目まの当あたりにして、もはや戦意を喪そう失しつし、自ら海へ飛び込んで逃げ出していく者も多かった。

　いまだ立ち向かってくる者もいたが、そこには意志が無い。もはや多勢に無勢、自じ棄きを起こしたようなものでしかなく、あっさりと返り討ちにあっていた。

　やがて船内には、立ちはだかる敵がいなくなった。

　蒸気艦は、完全にリョウと元奴隷たちによって、制圧されたのだ。

「「「「「うおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」」」」」

　かつて『奴隷』と呼ばれていた男たちの、勇ましい勝ち鬨どきが響き渡る。

「俺たちはやったぞーっ！」「自由を勝ち取ったんだぁ！」

　男たちは船の上を駆かけ回るようにしながら叫んで、周りの船にも自分たちの勝利を誇こ示じしていた。

　一つの勝利が、反旗の連鎖を後押ししていく。

　この海域にあるすべての戦艦は、浅瀬と反乱のせいで、もはや進退もできずその場に停てい滞たいしていた。

　どの船も、高速化を図るがゆえに、奴隷や日雇い水夫が七割を占めている状況だ。

　ひとたび彼らが反乱を起こせば、兵士たちに勝まさるとも劣らない。

　それほどの力を、彼らは持っているのだ。持っていながら使わせてもらえなかったのだ。

　そんな理り不ふ尽じんな制限は、必ず崩ほう壊かいする。

　多くの人の力は――意志は、世界を変えていくのだ。

　リョウは、周りの船が内部対立で停滞している隙すきに、元奴隷の男たちと協力して、蒸気艦を浅瀬から脱出させた。

　彼らに『命令』するのではなく、一緒に『協力』する。たったこれだけのことで、互たがいの信頼関係は生まれるものだ。

　浅瀬を抜け出したところで、ニヴ島側の商船と接舷して、蒸気艦の乗組員を入れ替えつつ、武器などの備品を補ほ充じゆうした。

　ニーナ、ブロムス、ミレイユという、もはやお馴な染じみとなった面子メンツを主しゆ軸じくに、メルクリオス商会の社員と、ニヴ島の有志、そして、元奴隷の中で希望者を臨時の水夫として雇い、この戦艦を動かすこととなった。

「よし。それじゃあ行くか」

　誰だれともなしに呟つぶやいたリョウの声に、

「うんっ」「ええ」

　ニーナとミレイユが声を重ねて、頷うなずいてきた。

「さぁ、この海域を鎮ちん圧あつしよう！」

　その声を合図にするように、蒸気艦は進み出した。

　そして、州立軍の艦隊に対たい峙じすると、ゆっくりと大たい砲ほうを艦隊へと向けていった。

　この蒸気艦の威い力りよくは、州立軍自身がよく知っているだろう。

「じゃあ、とりあえず脅おどしで一発撃うつとするか」

「へ？」「え？」

　まるで「とりあえず酒」みたいな口調だったためか、ニーナとミレイユが困こん惑わくしていた。

「一〇〇近い船がそこら中で争あらそってるんだ。いちいち説得で止めてられるものか。ここは一発撃って黙らせて、それからゆっくり話をすればいい」

　大砲を撃って黙らせる……こんな手法を、リョウはどこかで知っていた。きっと昔にも経験があったんだろう。

　ただ、今はそんな過去に思いを巡めぐらせているときでもない。

「ブロムス、どうだ？」

「おう、こっちは準備できてるぜ。いつでも合図してくれ」

　とブロムスが言ってきた……ドォゥン！　その声を掻かき消すような轟ごう音おんが辺りに響いた。

　大砲の発射音だ。

　だが、この船からじゃない。

　すぐに着弾の音も届いた。悲鳴と破は砕さい音おんが混じり合う。

　その発生源は、州立軍の艦隊が展開している中心部。

　リョウたちが弾はじかれたように艦隊を見やると、そこには、州立軍も水夫も奴隷もなく、ただ死体が浮かんでいた。

　その凄せい惨さんな光景の、はるか奥おくに、ゆらゆらと揺れる影が見えた。

　一カイリ以上も先の海上に、船影が……これまでにないほど巨大な船の姿が、揺れている。

　テトラ州の最新兵器――装甲戦艦が現れたのだ。







第五章
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「あの距離から、ここまで届いたというのか……」

　その飛距離と威力に、さすがのリョウも驚きを隠していなかった。

「なに、これ……。あそこには仲間がいるって言うのにっ」

「……仲間じゃ、ないってことなのよ」

　ニーナとミレイユは、目の前の光景から目を逸そらしながら、俯いてしまった。

「ちっ。とりあえず距離をとる。下がるぞ！」

　ブロムスが叫びながら、自らも櫂かいを握りに降りていこうとした。

「下がっちゃダメ！」

　ニーナが叫び返した。

　その声にブロムスは、足を止めて振ふり返り、

「なんでだよ？　このままじゃ俺おれたちだって沈められちまうぞ」

「ここで下がったらニヴ島が射程に入っちゃう！　私たちが逃げてニヴ島が撃たれちゃったら、意味がないよ！」

「んじゃどうしろってんだ!?」

「そ、それは……」

　ニーナは言葉に窮きゆうした。

　思わず視線をリョウに向けていた。

　気付けば、周囲の視線がリョウに集まっていた。

「せっかくだ。あの船も頂こう」

「へ？」「え？」「あん？」

　三者三様、呆あつ気けにとられたような反応をしてしまった。

「なにせ、この船よりも高性能だからな。ああいう船が欲ほしいと思ってたんだ。ここまで持って来てくれて助かるよ」

　……この人は、どんなときでも相変わらずなんだなぁ。

　でも、それが安心をもたらしてくれる。

　こんな危機的状況でも、何とかなりそうなんて思えちゃうほどに。
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「そんなことを言うくらいなら、手があるってこと？」

「ある」

　リョウは即そく答とうした。

「そ、それって？」

「もちろん、移乗戦せん闘とうだ」

　リョウは断言して、

「州立軍の戦艦は、最新鋭の大砲を積んでいる分、遠えん距きよ離り攻こう撃げきに長けていて砲撃手が多いんだが、剣や槍やりといった近接戦はそんなに強くない。だからこちらとしては、あの船に乗り込んで戦うだけだ」

「だけ、って……」

　ニーナは、困ったような可笑しがるような、複雑な顔で苦く笑しようしていた。

　そんな話をしている間に、装甲戦艦は第二射を放ってきた。

　それは、蒸気艦の前方四〇ｍの地点に着弾し、戦艦数隻せきを巻き込むように破は壊かいした。

　蒸気艦は、ひとまず、群島の一つの陰に身を隠そうと進み出した。

「作戦は単純だ。この蒸気艦を装甲戦艦に付けて、その瞬間に俺が向こうに飛び込む」

「で、でも、甲板の高さが違い過ぎるよっ？」

「別に、甲板から甲板に飛び移らなくちゃいけないなんて法はないだろ？」

　リョウは微笑ほほえみすら浮かべながら、上を見上げた。

　そこにあるのは、マスト。

「そっか！　このマストの上からだったら……っ!?」

　ニーナは、息が詰つまったように言葉を断っていた。

　……見えた。

　あの《既き視し感かん》だ。

　……こんなことが、過去にもあった？

　マストに登ろうとするリョウ……

　装甲戦艦に接近していく蒸気艦……

　その装甲戦艦から放たれる、強力な砲撃……

　それは、蒸気艦のマストを打ち砕いて……っ!?

「いやぁっ!?」

　ニーナは思わず叫んでいた。

　その様子を、リョウもミレイユもブロムスも、船上にいるすべての人が見やっていた。

　はぁ……はぁ……と、肩かたで息をしていた。全身が汗でぐっしょりしている。

「ど、どうしたんだ、ニーナ？」

　心配そうに声を掛けて来てくれるリョウ、その腕うでをニーナはグッと握りしめて、

「その作戦は……ダメだよっ」

　呼吸も発音も上手うまくできなくて、息切れしてしまっていた。

「それはなぜ……」と、そこまで言ってリョウはハッとした様子で、「『直感』か！」

　ニーナは頷いて、

「マストが、撃たれちゃう……。そこで、リョウが……」

　そう言うと、みんな言葉なく静まり返ってしまった。

「じゃあ、もう策はないってのかよっ」

　ブロムスが、苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「……あるよ」「ある」

　ニーナと、そしてリョウの声が重なった。

「……え」

　ニーナは思わずリョウを見返していた。リョウもニーナを見返してきていた。

　ニーナは、実はもう一つ、見えていたものがあったのだ。

　……でも、リョウはいったい。

「リョウの策って、もしかして」「ニーナの策ってのは、まさか」

　またしても二人の声が重なってしまった。

　だったらこのまま言ってしまおう。

「ニヴ島の入いり江えを使った……」「ニヴ島の入り江に誘い込んで……」

　ニーナとリョウは、みたび声が重なっていた。

　……これは。

　リョウの『策』と、ニーナの『直感』とが、一いつ致ちしている。

　ニーナは言う――

「リョウの策、私は信じてる」

　リョウは言う――

「ニーナの直感に、俺はすべてを委ゆだねる」

　だったら、やるしかない！

　ただ。

　元奴隷を含ふくめた水夫たちには、まだ動どう揺ようが広がっていた。暗闘的な戦力差を見せつけられたのだ。恐怖で竦すくんでいる者も多い。このままだと、航行不能で狙い撃たれるだけだ。

「メルクリオスの皆！　私は決断したよ！　しっかりついて来てよねっ！」

　ニーナの声が響く。

「あんたたちは人間として生きていくんだろ！　だったら、こんな場所で生きるのを諦あきらめてる場合じゃないだろうが！　それでも、どうしても生きるのを諦めたいのなら、その命を俺に預けろ！　そうすりゃ、その命、絶対に利子を付けて返してやる！」

　リョウの声が響く。

　二人の声は、崩れかかっていた水夫たちを再び立ち上がらせるには十分だった。

　中には「どうせ死ぬなら足あ掻がいてやる」という後ろ向きな者もいたが、今はそれで良い。

　生きていれば次がある。

　いつかの未来、誰かが希望を持てるようになるために――

　今は、自分たちが未来を作るのだ。

　蒸気艦は、方向を転換してニヴ島に向かった。

　まっすぐに、勝利を目指して。
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「ふん。どうやら奴やつらは逃げ出すようだなっ」

　インデッグは、装甲戦艦の艦橋ブリツジに立ち、勝ちを確信したように言い放った。

　ニヴ島の港を通り過ぎて、島の南側へ向かっていく。

「あの蒸気艦を追え！　徹てつ底てい的に潰すのだ！」

　たかが辺境の小島が――聖せい教きよう国こくごときが、皇族をコケにすることなど許されないのだ。

　インデッグには、もはや目の前の敵しか見えていなかった。

　今まさにこのとき、自分の領土であるテトラ州で何が起こっているかなど、気にもせず。




　テトラ州トルーズ市――

「領主の館を制圧しました！」

　トルーズ市の『自警団』団長が、事の経過を報告してきた。

　それを聞いて、ルークは満足そうに頷いた。

　トルーズ市は今、クーデターが発生していた。

　にもかかわらず。

　港には威勢の良い声が響き渡り。

　商店街では顔なじみとの談だん笑しようが繰り広げられ。

　家では満腹になった子供たちが昼寝を楽しんでいた。

　このクーデターの狙いは、あくまで『インデッグの排除』のみ。

　実のところ、これに関しては、周辺諸侯にも話を付けてある。

　とかく、あの男は邪じや魔まだったのだ。

　このテトラ州――このトルーズ市、かなり恵まれた立地にありながら、どうしても経済が伸のび悩なやんでいる。その原因は、明らかに、無能なインデッグのせいなのだ。

　ここの経済が成長することは、周辺諸侯の望むところでもあった。

　もっとも。

　インデッグは、軍事にだけは長けていた。

　特に、最新の装甲戦艦は、完成前から脅きよう威いとして立ちはだかっていた。

　そのため、誰も手を出せないまま、ここまで来てしまったのだが。

　今、その装甲戦艦が、戦闘のために出払ってしまった。

　ここで、インデッグがニヴ島を制圧してから戻もどってきたとしても、トルーズ市の港は完全に封ふう鎖さされた状態になる。

　そうして、補給を断たれた装甲戦艦は、やがて動かなくなる。そこで制圧すれば、いとも簡単にインデッグを潰し、装甲戦艦も手に入るというわけだ。

　加えて。

　今のニヴ島には、リョウという厄やつ介かいな男もいる。

　あの男、このまま生かしておくのは危険だ。インデッグの装甲戦艦で潰してもらえば、今後は楽になるだろう。

　さすがに、たった一人の男が、あの装甲戦艦を相手に勝てるわけがないのだから。

　ルークは、そう思っていた。




「どうした、撃て！　早く当てろ！　沈めるのだ！」

　通常、大砲は連続で撃つと熱くなりすぎて、脆もろくなる。下手をすれば自じ爆ばくする。

　だが、この船の装備は――圧あつ倒とう的てき火力を誇ほこる大砲は、それを起こさずに撃ち続けることができるのだ。

　あの蒸気艦の、まさに上位互ご換かんがこの船だ。この船の砲撃は優すぐれているのだ。

　負けるわけがない。

　なのに、当たらない。

　既に対象との距きよ離りは一カイリもない。この距離、そしてあの標的の大きさであれば、命中率もそれほど悪くないはずだ。

　さらに、一〇秒置きに撃ち出される砲弾が、蒸気艦に降りかかっていく。

　船の性能差は歴然だ。

「……なぜ当たらないっ!?」

　インデッグは、空中を殴るように苛立ちを露わにした。

　標的に、砲弾はまったく命中していない――かすりもしていない。

　水面に着弾してバランスを崩すようなことはあっても、船そのものは無傷のままだ。

　まるで、あの船には、得体の知れないモノまで乗っているかのように。

　そう思わざるを得ないほどの強運か。

　あるいは、『魔ま法ほう』か。




「……大だい丈じよう夫ぶ」

　蒸気艦の操そう舵だを任されたニーナは、誰にともなく呟いた。

　それは願望ではなく、事実だ。

　間断なく降り注いでくる砲弾の中にあって、ニーナはしっかりと、目的地までの無事な道のりが見えていた。

　だから、ニーナは目を瞑っていた。

　意識を集中するために――目の前の光景に惑まどわされないために。

《既視感》が、ニーナの目の代わりになっているのだ。

　面おも舵かじ……その直後に、船の左側海面に砲弾が着水していた。

「減速して！」

　そんな指示を出だしてすぐに減速すると、船首をかすめるように砲弾が通過していく。

　ニーナは直感に従って、みんなはニーナの命令に従って。

　蒸気艦は、目的地へと順調に進んでいく。

　ニヴ島の南側にある、入り江へと。




「入り江に逃げ込まれただと!?」

　インデッグは、怒いかりを露わに吐き捨てた。

　まさか、この装甲戦艦の砲撃が一度も命中しないなんて。そんなバカなことがあってたまるか。

　圧倒的な戦力差がありながらの、この体たらく。

　インデッグは、誰かに『負ける』ということ――『劣おとる』ということが許せないのだ。

　……ならば。その入り江ごと破壊しつくしてやる！

　ニヴ島の南側にある入り江、その入口は、海かい抜ばつ八〇ｍを超す断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきになっているため、そのまま要よう塞さいにも使えるような形になっている。

　実際、いかにこの船の大砲があっても、あの崖がけを破壊することは困難だろう。

　だが、逆に言えば、あの入り江の中は逃げ場がない。

　すなわち、この船で入口を塞ふさぐようにしながら、入り江の内に砲撃を撃ちこめば、もう外すようなことはない。

　つまり、勝てる。

　インデッグは、この作戦を部下に伝え、すぐに実行に移すべく、ニヴ島の入り江の入口に針路をとった。

　もちろん、罠わなの可能性も考えている。

　だが、だからといって、何の問題もない。

　どうせ、あの崖の上から岩でも落とすつもりなのだろう。その程度の策は見抜いている。だが、この装甲戦艦は岩ごときでは沈まない。それに、一〇ｍほど崖から離れれば、もはや岩が届くこともない。

　やがて。

　装甲戦艦は、ニヴ島の入り江の入口に辿り着こうとしていた。

　ただ、入り口は見えるものの、その奥までは良く見えなかった。

「あるいは裏をかいて外にいるかもしれん！　警けい戒かいは怠るな！」

　インデッグが指示を出した……が、その指示はすぐに意味を失くした。

　内部に蒸気艦の船首が確かく認にんできたのだ。ここからでも狙えそうな距離にある。

「が、崖の上に、人ひと影かげがあります！」

　見張りの声に、全員が崖の上を見上げた。

　そこには、確かに人影が――一人の男の姿があった。

「十分に距離を取れ！　……ふん。たった一人で、いったい何を落とすつもり……ん？」

　そのとき、ふと男の姿が見えなくなった。

　かと思うと、

「うおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　気合いのこもった声を響かせながら男が勢いよく姿を現し、そのまま崖を蹴ってこちらに跳んできた。

「なっ!?」――インデッグは声を詰まらせる。

　海抜八〇ｍ超の崖から――この甲かん板ぱんまでも五〇ｍはある高さから、リョウは助走をつけて飛び降りたのだ。このまま着地して、無事で済む高さではない。

　そのまま俺を目め掛がけて落下して、衝突して刺さし違える気か！　無む駄だなことを！

　インデッグは奇襲を避けるため、屋根のある艦橋に逃げ込んだ。




「うおおおおおぉぉぉぉぉっ！」

　リョウは気合いを入れながら助走をつけ、そのままの勢いで崖から飛び出した。そして空中で刀を抜くと、それを狙い通りの箇か所しよに突き刺した。

　それは、メインマストにたなびく巨大な帆だ。

　たとえ甲板や水面までの高低差があろうとも、巨大船の帆までは高低差もない。風を受けて膨ふくらんだ帆は、まるで綿布ふ団とんのようにリョウを受け止める。

　リョウはそこに、刀を突き刺した。丈夫な帆布に刃やいばが入り、その抵てい抗こうが衝しよう撃げきを和らげていく。そのままリョウは、帆を切り裂きながら落ちていく。

　速度が緩む……だが十分に落ちきらなかった。

　リョウは咄とつ嗟さに受け身を取ろうとしたが、最後の最後に帆の切れ端が引ひっ掛かり、脇わき腹ばらを打ってしまった。

　……なあに、チクリと痛むだけだ。

　リョウは痛みを無視しながら、周囲を見回した。そして、艦橋のガラス窓の向こうに、見るからに偉えらそうな格好をした男――インデッグを確認した。

　リョウは、まだ呆気に取られたままの一いつ般ぱん兵を文字通り蹴散らしながら、一気にインデッグへと突進していく。

　そんなリョウに、インデッグは嘲あざけるような笑みを浮うかべて、サッと銃じゆう口こうを向けてきた。

　ダァンッ――「がぁっ!?」

　銃声と悲鳴。辺りに鮮血が飛び散った。

　窓を貫通した弾丸が、リョウの頭をかするように飛び、後方の兵士の頭を破壊していた。

　リョウは滑すべり込むようにしゃがみながら、まさに間かん一いつ髪ぱつのところで避けていた。

　微み塵じんも怖おじ気けづくことなくリョウは身体を起こし、扉とびらを蹴破るように艦橋へ突入した。

　インデッグは短銃を持ち、リョウと距離をとろうとしている。そこをリョウは、真正面から刀を振りかぶった。弾込めの時間を許さない。今の短銃はただの鉄てつ塊かいだ。

「ちいっ」

　インデッグは短銃を投げ捨てると、すぐに剣を抜いてリョウの攻こう撃げきを受けてきた。そのままインデッグは、力任せにリョウの刀を弾き飛ばそうとしてきた。

　この男、戦せん闘とう力りよくに関しては抜ぬきんでている。銃よりも剣が本職のようだ。このままでは力負けして潰つぶされてしまう。

　そこでリョウは、すかさず自分から後ろに倒たおれかかった。

「ぬぁっ」と急に抵抗が消えたせいで、インデッグは体勢を崩くずしていた。

　リョウはその隙を見み逃のがさず、峰みね打うちでインデッグの手の指を砕いた。

　インデッグは剣を落とし、その場に蹲うずくまるように膝をついた。

　インデッグに武器は無い――勝機！　リョウはすかさずインデッグに駆け寄り、刃を突き付けて無力化しようとした。

　ニヤリ、とインデッグは笑っていた。

　その手には、もう一丁の短銃。

　銃口がリョウに向けられている……ドクンッと強烈に心臓が跳ねた。

　その瞬しゆん間かん――

　リョウは、まったく別の光景を見ていた。

　満月の晩――

　その月明かりを遮さえぎるように立ちはだかる、男の影かげ――

　その男は、リョウと同じような刀を、リョウに向かって振り下おろし――

（……あぁ。俺は脳をやられてる）

　その声は、リョウのものだ。

（俺は、もうダメだ）
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　……そうだ。

　思い出した。

　俺は、こことは別の世界で生きていた。

　そして、死んだ――殺された。

　それがどういう因果か、ここで今、生きている。

　……生きているんだっ！

「ぅおおおおおあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　リョウはありったけの大声で叫さけんだ。

　俺はまだ生きている！

　ここで死ぬわけにはいかない！

　ここで、やりたいことを見つけたんだ！

　それをやり遂とげるまでは――自分の夢を達成するまでは。

　死ねないんだぁっ！

　リョウはインデッグに向かって足を踏ふみ出した。

　インデッグは引き金に掛けられた指を引いていく。

　リョウがすかさず刀を振るう、その間合いは、インデッグには届かない……

　だが、銃口には届く！

　カッ！　と撥はね上げられた銃口が火を噴ふいた。放たれた銃弾はリョウの脳天をかすめて天井を貫つらぬく。

　呆ぼう然ぜんとした表情のまま無防備な体勢になったインデッグに、リョウは流れるように第二撃を放つ。

　上段の構えから一いつ閃せん、インデッグの首は血ち飛沫しぶきを上げながら宙を舞い飛んでいった。

　残心――

　辺りは、静せい寂じやくに包まれていた。

　直後、船上に動揺が広がっていく。

「う、う動くな！」

　一人の兵の声を合図に、兵士たちが武器を構えながら、リョウを取り囲んでいく。

　リョウは、それでも余よ裕ゆうを崩さない、堂々とした態度で、

「俺を殺して、どうする？」

　リョウは言い捨てる。

「俺には、何人、何十人、それどころか何千人もの仲間がいる。想おもいを共通にしている者が、ここにはたくさんいるんだ。それらすべてと戦って、生きて帰れると思うのか？」

「ぐっ……」

　州立軍の兵士たちは、言葉なく俯いていた。

「投降すれば命はとらない。あまり、無駄な戦いはするな」

　リョウが諭さとすように言うと、兵士たちは戦意を失ったようだった。

　それを見て、リョウは小さく息をついた。




　目の前には、広大な海。

　……あぁ。

　リョウは、思わず頬ほおが緩ゆるんでいた。

　この海は、自由だ。

　はるか遠く、どこまでも行ける。

　世界を朱あかく染める陽ひの光が、痛いほどに輝かがやいている。

　日没の朱焼けだというのに、リョウの目には違ちがって見えた。




「さぁ。今こそが、ニヴ島の夜明けだ」







エピローグ







「まさか、あのインデッグを――装甲戦せん艦かんを倒してしまうとは」

　ルークは、心の底からの驚きを隠かくさなかった。

　見通しが甘かった、と言わざるを得ない。

　リョウという男が特別なのか……それとも……メルクリオス商会が特別なのか。

　今のルークには、まだ判断はできなかったが。

　潰し合いを狙ねらった立場としては、なかなか、厄介な存在が残ってしまったものだと思う。

　ニヴ島は、軍事でも経済でも要所になる。

　特に世界全体を見れば、あの地点を押おさえておくことは必ひつ須すとも言えるのだ。

　ドネストル帝てい国こくを見るにしても――

　聖せい教きよう国こくクァルシアを見るにしても――

　そして何より、『外海』を見るにしても。

　だが、あのちっぽけな孤島が、よもや独立国のような状態になるとは……

「……『英龍リヴイアス』による興国、か」

　現世界を粛しゆく正せいし、新たな秩ちつ序じよをもたらすという、異次元の化け物。

　今回の事件は、あの異い端たん教徒の伝説をなぞろうとしているかのようにも思えた。

　まるで、あの伝説こそが史実であるということを証明するかのように。

　……面白おもしろい。

　同じく現世界の粛正を望む者として、その力は利用させてもらう。

　だが――

　その後、誰こそが新たな秩序をもたらすべきなのか、決することとしよう。

　伝説は一つだけとは限らないのだから。

　もっとも。

　ルークは、陰かげに生きるモノ。

　自分は自分らしく、陰から世界を操り、そして統すべていくだろう。

　邪魔なインデッグは潰し、テトラ州は我わが手中にある。

　必要な利益は確保した。今はこれで十分だ。

　これにて、第二幕は完結となる。

　第三幕の開幕も、既すでに準備は終わっている。

　あとは、起爆を合図するだけだ。




　ニヴ島の朝――

　沖には、多くの漁船が浮かび、大漁を祝うような歌が聞こえてくる。

　いつもの光景――しかし決定的に違うことがある。

　それは、あの漁を咎とがめて取とり締しまるような者がいないこと。

　すなわち彼かれらは、この海で、自由に漁をしているのだ。

　彼らは歌う。

　勝利の歌を――

　自由の歌を――

　この大海すべてに響き渡れと。

　一方そのころ。

　それぞれの家では、朝あさ餉げの準備が進んでいる。中には子供がつまみ食いをして、「そんなことをするなら、朝ご飯は抜きよ！」なんて叱られるところもあった。

　子供は「ごめんなさい」とすぐ謝って、母親も「困った子ね」と言いながら許していた。

　許すことができる、そういう余裕が、今のニヴ島にはあるのだ。

　ここは今、帝国でも聖教国でもない。

　どこにも隷属しない、一つの独立した島となったのだ。

　ただ。

　今回の、『ニヴ島独立事件』と呼ばれる一件は、明らかに、帝国への敵対行こう為いだ。あの帝国が、ニヴ島の自由を許すわけがない。

　とはいえ、八方ふさがりというわけではなかった。

　ひとつは。

　見ての通り、島民たちの気持ちが明るくなっている。

　帝国やハーメスト商会に弾圧されていた日々に比べれば、今は全すべてを自分たちで決め、実じつ践せんすることができる。

　彼らが勝ち取った自由だ。

　その成果として、真しん珠じゆと螺ら鈿でん細ざい工くがある。

　これらについて、もはやハーメスト商会との契けい約やくは解消されていた。

　そして、改めて、自分たちで選んだ業者との契約を結ぶことで、今後もこの地域の特産品として、島の発展を進めていくことだろう。

　さらに、もうひとつ。

　テトラ州との関係だ。

　テトラ州では、今回の『ニヴ島独立事件』と時を同じくして、『民衆蜂ほう起き』が発生していた。

　これまでのインデッグ政治を完全に排除し、民衆の代表がそのまま州の代表となることを宣言していたのだ。

　他方で、帝国としては、最大の経済都市を抱えるテトラ州とは表立って敵対することもできない状態だった。

　要するにテトラ州は、帝国であって帝国ではない、皇族ではない者が統治する、特別な自治区のような存在として、事実上認められていたのだった。

　その微び妙みような立場もあってか、ニヴ島は、テトラ州と取引をおこなってもらえることになっていた。

　帝国における最大規模の商業都市：トルーズ市との関係が築けることで、経済的孤立は免まぬがれた。それは、小さな島にとって、とても大きなことだった。

　このことが、また島民の気持ちを明るくしている。




　そんな島の様子を、ニーナは、笑え顔がおを浮かべながら見つめていた。

　達成感と嬉うれしさで、ちょっと泣きそうにもなっている。

　この光景は、ニーナ率いるメルクリオス商会が願い求め、そして実現したものなのだ。

　……と言っても。

　きっと、メルクリオス商会の力だけだったら、こんなことは実現できなかっただろう。

　そこには、ニヴ島の人たち自身の頑張りもあったし、親友のミレイユが仲間になってくれたことや、クラウが協力してくれたことも大きかった。

　そして、何より――

　リョウ。

　この人に出会えなければ、間ま違ちがいなく、自分はここに居られなかった。

　リョウは今、ニーナの隣となりに立って、ニーナと同じ方を向いている。

　だけど、きっとこの人は、ニーナが見ている景色の、もっと先を見ているんだと思う。

　もっと先の……もっと広い……もっと深い景色を。

　……私も、見てみたい。

　この水平線の先には、何があるのか。

　リョウと一いつ緒しよなら、行ける気がするから。




　リョウは、ニヴ島の明るい雰囲気に包まれて、頬を緩ませていた。

　だが、ここで満足しているわけじゃない。

　これは、ほんの一歩を踏み出しただけにすぎない。

　貿易王への成り上がり物語は、まだ始まったばかりだ。

　そもそも、今はまだ誰だれもリョウのことを『貿易王』だなんて呼んでくれていない。

『経済皇こう帝てい』：アレモス・ヴァン・ハーメストは健在なのだ。

　彼をも凌しのぐ存在になれない限り、『王』と呼ばれることはないだろう。

　だからこそ、リョウは既に、次の儲もうけ話のことを考えていた。

　ここには、まだ見ぬ世界があるのだ。

　より自由に――

　より広大に――

　貿易をしていこうじゃないか！

　仲間と共に！




　ニヴ島とテトラ州との間の海は、開放された。

　こんなもの、広大な海の中ではほんの一部――まだまだ狭せまい。

　海は、どこまでも広がっている。

　それは、ニヴ島を取り囲み――

　ドネストル帝国を巻き込み――

　聖教国クァルシアまでも繋つながり――

　そして、内海から溢あふれ出していく水は、やがて。

　外海へと、広がっていく。







あとがき







　ご無沙汰してます。あるいは初めまして。しやけ遊魚です。

　さて、早いもので、あとがきのスペースも残り僅かとなりました。

　二年ぶりの新刊、幸いにも、本編をかなり充実させられたため、こんな状態になってます。

　肝心の本編ですが、私がふと、ニワカ知識で「武器商人で書きたい話がある」とか「海戦も面白そう」なんて漏らしたことをきっかけにしつつも、その後、戦記・歴史に詳しい担当編集さんから熱いサポートをしてもらえたこともあり、良いモノができたと自負しています。

　それでは、謝辞をば。今回も多くの方に支えられ、しやけの本は出ております。

　七原冬雪様。こちらからの曖昧で微妙なイメージに対して、素敵なイラストで応えていただき、感謝の限りです。とても柔らかい雰囲気があって素晴らしいです、いろいろと。

　担当編集様をはじめ編集部の皆様。いつもありがとうございます。今度こそは手が掛からないようにせねば！　とは常々思ってるんですが…………今後ともお手数をお掛けします。

　そして、本作を手に取ってくれた皆様に最大級の感謝です。楽しんでもらえたら幸いです。

　それでは、またお目に掛かることができますように――
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